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学戦都市アスタリスク

14.熾烈魂戦

三屋咲ゆう


ＭＦ文庫Ｊ



本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　葛かつ藤とう

「咲き誇れ──赤円の[image: ]斬花リビングストンデイジー！」

「うおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　赤毛を逆立てたその青年──レヴォルフ黒学院序列十位《叫炎の魔術師ウオルカヌス》ボニファーツ・プライセが雄お叫たけびを上げると、爆炎が一直線にステージ上を走り抜ける。ユリスが放った炎の戦輪は残らずその爆炎に呑のみ込まれ、消し飛んだ。

「ちぃ……っ！」

　ユリスは舌打ちしつつその炎を回避するが、それでもなお熱波が肌を焼く。

（やはり火力だけなら私を超えてくるか……！）

『さあさあ、奇くしくも同系統の能力者同士の闘いとなったこの四回戦第七試合もいよいよ大詰めとなってきたでしょうか！　すでにステージ上は両者の放った炎であたり一面火の海、まさに灼しやく熱ねつ地獄と言った様相です！』

『ま、これじゃステージは相当な温度になってるだろうし、お互いあまり長くは持たないでしょうね』

　そんなことはユリスもわかっている。攻撃が当たる当たらない以前の問題として、この暑さの中全力で動き回っていたら、滝のように流れ出る汗であっという間に脱水症状だ。さっさとケリを付けてしまいたいのは山々だった。

　だというのに。

「くぅー！　盛り上がってきたな、《華焔の魔女グリユーエンローゼ》！　この煮え滾たぎるような熱さ！　たまらないぜ！」

　対するボニファーツはユリスと同じく汗まみれになりながらも、一人でどんどんテンションを上げている。その大声は十メートル以上離れているのに、耳を押さえたくなるほどの音量だ。

「……まったく、やかましい上につくづく暑苦しい！」

　ボニファーツの能力はユリスと同じく炎を操るものだが、それは文字通り炎を放つというだけの単純極まりないものであって、ユリスの持つ技の多彩さとは比較にならない。ただしその分、威力の面でよりダイレクトに意志の力が反映されているようだ。

　つまりボニファーツの心が熱く滾れば滾るほど、その炎は火力を増していく。そしてそれに伴い、ボニファーツの雄叫びもますます大きくなり──そこからついた二つ名が《叫炎の魔術師》というわけだ。

「《華焔の魔女》！　あんたは紛まぎれもなく今のアスタリスクで最強の炎使いだ！　オレっちはここであんたを倒して、その称号を奪ってみせる！」

　ボニファーツは血気盛んを絵に描いたような笑顔でユリスを指差し、そう宣言した。

　レヴォルフらしい粗暴さというべきか、それともレヴォルフらしからぬ真まっ直すぐな情熱の持ち主と評すべきかは難しいところだが、少なくとも本戦まで残ったその実力は本物だ。ユリスも同系統の能力者とは何度か闘ったことがあるが、その中でも群を抜いていると言っていい。

「最強の炎使い、か……。そんな肩書を名乗った覚えはないし、執着もない。欲しいというならくれてやる。持っていくがいい」

　ユリスはそう言いながら、炎の翼を展開させる。

「ただし！　その代わりにこの勝負は私がもらうぞ、《叫炎の魔術師ウオルカヌス》！」

「いいや！　勝って奪うのがレヴォルフの流儀だ！　どっちもオレっちがいただいてみせるぜ！　うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　そのまま一気に急上昇したユリス目掛けてボニファーツが再び炎を放ってくるが、この距離でそうそう当たるものではない。

　お互いに得意とするレンジは遠距離戦。だが、そこで炎を撃ち合った結果が、この灼しやく熱ねつのフィールドだ。これ以上、無駄な消耗戦を続けるのも馬鹿らしい。

　ならば……。

「咲き誇れ──大紅の心焔盾アンスリウム・多輪咲マルチフロース！」

　ユリスが手にしたノヴァ・スピーナを振り下ろすと炎の盾が八枚、連なるようにして顕現した。

「この期に及んで防御など、諸もろ共ともに吹き飛ばすまで！　うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　ボニファーツが両腕を握り締め、喉のどを枯らさんばかりの絶叫を迸ほとばしらせると、今日最大の炎の渦がユリスに向かって放たれた。紗さ夜やの煌式武装ルークスにも匹敵するであろう、途方もないエネルギーが熱となって伝わってくる。

「──燃え盛れ！」

　だが、その前にユリスが配置した六本の煌式遠隔誘導武装レクトルクスが、万応素マナと星辰力プラーナの固有接合パターンを同調させ、一時的ではあるが爆発的にその威力を増幅させた。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお……！」

　三倍以上に膨れ上がった炎の盾を、それでもなおボニファーツの炎が次々と打ち破ってくる──が。

「おおお……っ!?」

　一枚盾を突破するごとにその勢いは減衰していき、五枚目の盾を打ち破ったところで、ついに掻かき消えた。

「もらった！」

　そこへユリスは急降下し、ボニファーツの横をすり抜け様にノヴァ・スピーナを一いつ閃せんする。

　ユリスが着地し、炎の翼が溶けるように消えるのと同時に、校章から決着を告げる機械音声と──

「ち、ちっくしょおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　それを塗り潰つぶすボニファーツの慟どう哭こくがステージに響き渡った。

「……ふぅ」

　シャワーを浴びて汗を流し、ようやく人ひと心地ごこち付いたユリスは下着姿のままベッドに腰を下ろして息を吐く。

『──ガラードワースの生徒会長の説明によると多重人格による複合能力を持った《魔術師ダンテ》のようね。あたしもそんなケースを見るのは初めてだけど……『無敵』だっけ？　多少大げさだけど、確かに規格外の強さではあるわ。他の選手がどうやってあれを攻略するのか、実に楽しみよ』
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　付けっぱなしの空間ウィンドウには、《星武祭フエスタ》の特集番組が流れていた。メインステージの解説と実況の二人が、ベスト十六に進出した面々を改めて紹介しているようだ。

『そして西ブロック最後の第四試合、星せい導どう館かん学園の序列五位《華焔の魔女グリユーエンローゼ》ユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルト選手。言わずと知れたもう一人のグランドスラム候補にしてトップクラスの《魔女ストレガ》であり、正真正銘のお姫様です。いやあ、改めて見るとすごいですね』

　横目でそれを眺めながら髪を拭いていたユリスは、ふいに映し出された自分の映像にうんざりして空間ウィンドウを閉じた。

「やめてくれ、見たくもない……！」

　それでも胸の焦燥感は拭ぬぐいきれず、ユリスは空間ウィンドウの浮かんでいたあたりにタオルを投げつける。

　わかっている。こんなものはただの八つ当たりだ。

　濡ぬれた髪を掻き上げると、机の上の鏡には見たこともないような顔をした自分が映っていた。

「ふふっ、まったく……おまえはどこの誰だ？」

　自じ嘲ちようするように笑い、片手で顔を押さえる。

　とてもではないが、試合を勝ち抜いた者の顔ではない。先程空間ウィンドウに映し出されていた人間とは別人のようだ。

「ここまでは順調すぎるくらいに順調だというのにな……」

　予選の三試合はすべて圧勝。本戦に入った今日の四回戦も、てこずりはしたが大きな怪け我がもなく無事勝ち抜くことができた。今回の《王竜星武祭リンドブルス》が異様なまでに強つわ者もの揃ぞろいであることを考えれば、相当に運がいいほうだろう（あくまでここまでは、だが）。

　それなのに、ユリスはとても喜ぶような気分にはなれなかった。

　無論、勝利が嬉うれしくないわけではない。ユリスの目標──オーフェリアに辿たどり着くためには、こんなところで負けているわけにはいかないのだ。先日発表された本戦のトーナメント表では、オーフェリアとユリスは別々のブロックに配置されている。お互いが決勝まで勝ち進まなければ、同じステージに立つことさえも叶かなわない。

　あちらのブロックでも紗さ夜ややアルルカントの擬形体パペツトたち、そして何より前回の《王竜星武祭》準優勝者のシルヴィアといった強者が四回戦を突破してきている。いかに絶対王者のオーフェリアといえども、以前までのようにはいかないはずだ。

（もし……もし、仮にオーフェリアが負けるようなことがあれば……？）

　その場合、オーフェリアの──いや、オーフェリアが言う彼らとやらの計画が早まるのだろう。それは想定し得る限り最悪のケースだ。

　もっとも、それよりはユリスが決勝まで辿たどり着けずに敗れ去る可能性のほうがずっと高い。何しろ次の五回戦は、あの武ウー暁彗シヤオフエイが相手なのだから。

　普通に考えれば、ユリスに勝ち目はほとんどない。よしんばそこを勝ち抜き、上う手まくその次の準々決勝も抜けて、準決勝へ手を掛けたとしても、その時ユリスが闘わなければならない相手はおそらく──

「……っ」

　ユリスは込み上げてくる感情を押おし止とどめるように、胸へ拳を押し付けた。

　一戦勝ち抜くごとにその時が近付いてきていると思うと、叫び出しそうになる。それこそ今日闘ったボニファーツのように、腹の底から真まっ直すぐ泣き喚わめくことができれば少しは気が楽になるものだろうか。

「……いいや、それはないな」

　泣き喚いたところで事態が良くなるわけではない。それにこの先ユリスがどのような選択をしようとも、何かしらの悲劇は免れないのだ。今のユリスにはその中で最善の悲劇を選び取ることしかできない。

　そして現時点でのそれは──決勝戦まで勝ち上がり、ユリスの手でオーフェリアを殺すことだ。正直に言えばまだ迷っているし、ギリギリまで迷い続けると決めた。ただし、いざとなれば覚悟を決めるという覚悟は持っている。

　何もかもを諦あきらめてしまえれば、本当にどれだけ楽なことか。オーフェリアから聞いたすべてを警備隊やクローディアに話して、全部を他人に任せてしまえれば。

　だが、オーフェリアの言う彼らが本気なのだとしたら、統合企業財体でさえそれを止めることはできないだろう。彼らはとっくの昔に何もかも準備を整えていて、あとはスイッチを押すだけなのだ。

　彼らが何者でなぜそんなことをするのか、一体どれだけの規模の組織でどれほどの力を持っているのか、ユリスは何も知らない。わかっているのはオーフェリアを利用しようとしていることと、オーフェリアはそれに逆らう意思がないということだけだ（ただし本当に心の底からそう思っているのかは疑問が残らないでもない。一連の情報をユリスに教える意味がまるでないからだ）。

　いずれにせよ今この世界で彼ら以外にその計画を知っているのは、ユリスただ一人だろう。ならばユリスには責任と義務がある。

「──同じ状況に置かれたならば、きっとあいつもそうするだろうからな」

　ユリスは最も信頼するパートナーのことを想おもい、ほんの少しだけ微笑ほほえんだ。

　彼もどうしても負けられないという想いを持ってこの《王竜星武祭リンドブルス》に臨んでいる。彼が優勝しなければ、彼の姉が命を落としてしまうからだ。

　どのような事情でそうなったかは詳しく話してもらえなかったが、それもユリスを巻き込むまいとしてのことだとすぐにわかった。ただ彼の姉は過去にとてつもなく大きな陰謀を阻止しており、その『関係者』が今も彼の周囲で蠢うごめいていることはユリスも知っている。それ絡みであろうことは容易に察することができた。

　そして情報が足りないためこれもあくまで推測の域を出ないのだが、おそらくその『関係者』とオーフェリアの言う彼らとは同一の集団か、或あるいは極めて近い存在である可能性が高い。少なくともユリスには両者のイメージがピタリと一致するのだ。ユリスと彼が持つ情報を合わせれば、ひょっとしたら一気にその正体を暴くことも可能かもしれない。

　とはいえオーフェリアには誰にも言わぬよう釘くぎを刺されているため、どうすることもできないのだが。あれは脅しではなく本気だろう。

「なに、あちらはクローディアや綺き凛りんが動いてくれているようだし、なんとでもなろうよ」

　ユリスの大切な仲間たち。

　リーゼルタニアの──孤児院の家族のような友人たちとはまた違う、ユリスにとって初めて出来た肩を並べて背中を預けられる戦友たち。

　彼女たちなら、きっと彼が抱える問題も解決してくれるはずだ。

　今は距離を取っているが、そう素直に信じられる。

「だから……私は目の前のことを一つ一つ片付けていくだけだ」

　ユリスはそうつぶやくと頭を切り替え、携帯端末を操作して空間ウィンドウを開いた。明日の五回戦に備えて、できる限りのことはやっておかねばならない。

　データに関しては学園側がある程度まで集めてくれている。

　戦術に関してもすでに大体固めてあるが、少しでも勝率を上げるためにはもっと深く読み込んでいく必要があった。

「しかし《覇は軍ぐん星せい君くん》、か。ここまで勝ち目が見えない相手も中々いないな。さて、どうしたものか……」


第二章　五回戦・一

「ふわわー！　こ、ここが特別閲覧室ですかぁ！　うーん、さすがに立派ですね！　ステージもこんなに見渡せるし！　《獅鷲星武祭グリプス》の時は人が多すぎるし興奮してみんな立ち上がるからあんまりステージが見えないしで大変だったんですよ！　それに比べたらここはまさに天国です！」

　シリウスドームのレヴォルフ黒学院特別閲覧室、ステージを見下ろすその特殊ガラス製の窓際に走り寄った樫かし丸まるころなが、興奮した顔でぶんぶんと小さく腕を振りまくる。

「やかましいぞ、ころな！　いいから少し黙れ！」

「ひっ……！　す、すみませんごめんなさい！」

「ちっ……！」

　いつまで経たってもお上りさん気分の抜けない秘書を一喝したディルクは、頬ほお杖づえでたるんだ肉を持ち上げながら舌打ちをした。

　普段の《星武祭フエスタ》ではあまり会場へ足を運ぶことのないディルクだが、今回の《王竜星武祭リンドブルス》は特別だ。珍しく予選からこうして直接観戦に赴いている。その際に雑事を任せる者がいなくて不便だったので、今日はこうしてころなを連れてきたのだが……早速それを後悔し始めていた。

「それにしてもＲの野郎がここにきて動くとはな……相変わらず読めねえ男だ」

　ディルクは手元の端末を操作して空間ウィンドウを展開させると、そこに映し出されている赤毛の青年を睨にらみ付けた。

『さあ先に姿を現したのは、西ゲートより入場してきたレヴォルフ黒学院序列二位！　相手の星辰力プラーナに直接干渉するというある種理不尽な能力で、四回戦まですべての試合を圧倒してきたロドルフォ・ゾッポ選手！』

『一回戦では《魔術師ダンテ》としての能力だけではなく、身体能力や戦闘技術の高さも見せつけてきたからね。この五回戦で《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を相手にどう対処するのかが決め手になると思うわ』

　実況の柳やな瀬せミーコと解説のＺ──ザハルーラの声を聞き流しながら、白い歯を煌きらめかせてブリッジを歩くロドルフォを見ていると、ディルクの脳裏に幼少時の忌まわしい記憶が蘇よみがえる。

《研究所》と呼ばれるそこは、世界中から集めた子どもたちの才能を調査し、『商品』として成立する見込みがあればそれを半ば強制的に開花させ磨き上げるための施設だった。《星脈世代ジエネステラ》であるか常人であるかを問わず集められた子どもたちの大半は孤児か、親に売られたか。そこではあらゆるジャンルの才能を扱っていたが、主力商品となっていたのはＰＭＣやアスタリスクの各学園へ向けた戦闘能力に長たけた子どもと、統合企業財体の幹部候補足り得るような高い知力と品格を備えた子どもだ。

　言うまでもなく常人であるディルクは後者であり、《星脈世代ジエネステラ》であるロドルフォは前者だった。ただしその境遇はまるで違う。ロドルフォは十歳の時点ですでに《研究所》開設以来の最高傑作として知らぬ者はなく、一方のディルクは知能検査の結果こそ優れていたものの著しい素行不良から落ちこぼれに近い一群にいた。統合企業財体の幹部になるような子どもを買い求めるのは、血に重きを置かない（か、あるいはそれを諦あきらめた）名門名家であり、素行の悪さは商品として重大な欠陥だ。

　そんなディルクの才能が見み出いだされたのは、複数の対戦型シミュレーションテストにおいて特異な結果を叩たたき出したからだ。それはどれほど不利な状況下でも、ディルクは自陣営を決して敗北させることがない──そしてどれほど有利な条件下でも、ディルク以外の陣営はほとんど勝利することができないというものだった。それが実際のチームを指揮運用する戦術シミュレーションでも、統合企業財体が最重要視する経営シミュレーションでも、結果に優劣が生じ勝者と敗者が生まれるものである限りディルクの才能は発揮され、しかもそれは対戦相手が多ければ多いほど──複雑性が増すほどに顕著となった。

　つまりディルクの才能とは自らが勝利するものではなく、他者を貶おとしめ、陥れ、敗北させるものなのだ。結果的にディルクに利することになろうとも、それは本質ではない。なぜならばディルクのその才能は他者に、自分以外の世界すべてに向けた憎悪と嫌悪の顕現なのだから。

『そしてそして、東ゲートから現れたのは星せい導どう館かん学園の《叢むら雲くも》天あま霧ぎり綾あや斗と選手！　四回戦ではクインヴェール女学園の《拳けん忍にん不ふ抜ばつ》若わか宮みや美み奈な[image: ]と選手と激闘を演じ、史上二人目のグランドスラムへとまた一歩駒を進めた形ですが……このロドルフォ・ゾッポ選手を乗り越えることができるか！』

『天霧綾斗は過去の試合を見る限り、遠距離攻撃の手段はほぼ持ってないとみていいと思うわ。天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう自体には弓術もあるようだけど、もしそれを体得しているのであれば遠距離攻撃を弱点とする若宮美奈[image: ]相手に使わないはずがないからね。もし近接攻撃だけでロドルフォ・ゾッポとやり合うとなれば、いくら天霧綾斗でも相当厳しいはずよ』

「はー、なるほどぉ……だったら、うちの学校のロドルフォさんのほうが有利なんですかね？」

　解説の言葉を鵜う呑のみにしたころなが、間抜けそのものの笑顔を向けてくる。さっき黙っていろと言ったのに、すでに頭から抜け落ちているらしい。

（まったくこいつは……）

　ディルクはレヴォルフの学内でも蛇だ蝎かつのごとく嫌われ畏い怖ふされているが、それは生徒会長に就任してからすぐに反抗勢力の大粛清を行ったからだ。そのため媚こび諂へつらう者は多くても、ころなのように無む頓とん着ちやくに接してくる者は他に一人としていない。

「……そう簡単な話じゃねえ。相手はあの天あま霧ぎり綾あや斗とだぞ？」

　ディルクは怒鳴り飛ばすのも面倒になって、溜ため息いき混じりにそう言った。癪しやくな話ではあるが、ディルクの見たところでも今の綾斗の実力は図抜けている。何よりも、今までも綾斗は圧倒的に不利な状況から勝利を収めてきたことが何度もあった。

　金きん枝し[image: ]へん同盟としても綾斗に勝ってもらって更に大会を盛り上げて欲しいところだが……。

（まあ、かと言ってロドルフォも簡単に勝てる相手じゃねえのは確かだ）

《研究所》では《星脈世代ジエネステラ》の子どもたちを駒として実際に戦闘を行わせる模擬戦が幾度となく行われていたが、ロドルフォがそれに参加した場合はほとんど試験として成立しなかった。たった一人で他の全員を駆逐してしまうからだ。指揮官としてそれに参加していたディルクも、ロドルフォ本人を止められたことは一度もない。

　現在のレヴォルフ黒学院においても、ロドルフォはディルクと絶妙な距離を保っている。昔むかし馴な染じみだからと言って慣れ合うつもりは当然ないが、生徒会長としてのディルクの命令に従う素振りは一切なかった。かといって明確に敵対するというわけでもなく、気が付けばいつの間にかちゃっかりと歓楽街ロートリヒトのマフィアの頭目を継いでいたりする。

「本音を言えば、どっちもここでくたばってくれるのが最善なんだがな……」

　ディルク個人の感情で言うならば、それが一番だ。

「え？　何か言いました、会長？　それよりほら、そろそろ試合が始まるみたいですよ！」

　窓にへばりつくようにしながら、興奮した様子のころながぶんぶんと手を振る。

　うんざりしたディルクはもはや言葉を返すこともなく、それを一いち瞥べつするとすぐに空間ウィンドウへと視線を戻した。

　ステージ上で対たい峙じするロドルフォの威圧感は、想像していたものよりもずっと強くおぞましいものだった。

「はっはー！　おまえが天霧綾斗か！　んー、いいじゃねえかいいじゃねえか！　こいつは最高に楽しめそうな相手だ！」

　一方でロドルフォのほうは綾斗を値踏みするかのように頭の先から爪つま先さきまでじろじろと眺めた後、さも楽しそうに笑う。

　データや試合映像を見る限り、ロドルフォ・ゾッポはなんとも捉とらえどころのない男だった。一方的に相手を嬲なぶって蹂じゆう躙りんするのを楽しむかと思えば、別の相手では正々堂々真っ向から闘うことを楽しんでいたり、相手の攻撃を受けることを楽しんでいたりする。要するに、その場その場の気分で闘い方が変わるのだ。

　マフィアのトップとしての顔もあるようで、データにはそちらに関しても記載されていたが、その所業はおぞましいの一言だった。徹底した自分本位で己の欲望を満たすためなら他者の尊厳など一切考慮しない外道悪鬼の類たぐいなのは違いない。

　ただし、それはこの場で綾あや斗とが責めるべきことではないのも確かだった。美み奈な[image: ]とのような真まっ直すぐな武闘家も、ロドルフォのような悪逆非道の徒も等しく結果のみで量られるのが《星武祭フエスタ》だ。

「さあ、どうかな。ご期待に応えられるかどうかはわからないけど、俺は俺で精一杯やらせてもらうよ」

　綾斗はそう言いながら、《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を起動させた。

「ああ、それで構わねえさ！　俺は俺で勝手に楽しませてもらうからよ！」

　ロドルフォはそれを見て白い歯を煌きらめかせると、くるりと背を向けて開始位置へと移動する。

　綾斗は一度目を閉じ、呼吸を整えた。

「──五回戦第一試合、試合バトル開始スタート！」

　綾斗がその目を開くのと同時に、試合開始の声がかかる。

　が、ロドルフォは開始位置で両腕を組んだまま仁王立ち。

　綾斗も《黒炉の魔剣》を正眼に取ったまま動かずにいた。

『おーっと、これは両者一歩も動こうとしない！　やはりお互いに警戒しているのかー？』

『天あま霧ぎり綾斗が下手に仕掛けられないのは当然として、ロドルフォ・ゾッポのほうも下手に煌式遠隔誘導武装レクトルクスを出せば《黒炉の魔剣》に斬きられるだけだからね』

（……まあ、やっぱり出してはこないか）

　ロドルフォの武器は二つ。一つは一定範囲内の対象の星辰力プラーナに直接干渉するという《魔術師ダンテ》としての能力。もう一つは、破壊力重視の大型煌式遠隔誘導武装三本だ。

　ザハルーラの言う通り、もし煌式遠隔誘導武装を展開するようならそれを最優先で狙ねらおうと思っていたのだが、さすがにそう甘くはないようだった。

「おいおい、どうした？　まさか無策で俺の前に立ったわけじゃねえんだろ？　もったいぶらずに見せてみろって！　これじゃ客も盛り上がらねえぜ、おい！」

　ロドルフォの言葉は挑発のようだが、おそらく半分以上は本心だろう。そして事実でもある。

　早速この展開に焦じれた観客席から、盛大なブーイングが巻き起こった。

　以前の《鳳凰星武祭フエニクス》で界龍ジエロンの双子と闘った時にも感じたが、《星武祭》の客はとにかく気持ちが昂たかぶっているせいか異様に気が短い。

「わかったよ、それじゃお言葉に甘えて……こちらから行かせてもらおうかな！」

　観客の希望に応えたわけではないが、綾斗はそう言うなり一息で間合いを詰める。

「はっはー！　そうこなくっちゃな！」

　嬉うれしそうに口元を歪ゆがめるロドルフォはそれでも動かない。

「はあああああああああっ！」

　綾あや斗とは気合いの声を上げながら踏み込むが──ある一定のラインを超える寸前で急ブレーキをかけて踏み止まると、バックステップで再度距離を取る。

「ああん？」

　ロドルフォが訝いぶかしげに眉まゆを寄せるが、綾斗は構わず右手へ回り込むと、もう一度同じようにして踏み込み──直後、爪つま先さきに今までにない星辰力プラーナの変動を感じ取った。

「っと！」

　即座に背後へと跳び、距離を取る。

「なるほど、俺の間合いを正確に測ってやがったのか！　惜しいな、もう少しでその足を吹っ飛ばしてやったのによ！」

「……それはおっかないね」

　ロドルフォの能力が及ぶ範囲は、試合映像から推し量る限りは本人を中心にした二メートル程度の円の内部だった。

　しかしそれはあくまで推測だ。体感としてそこからどの程度まで踏み込めるか、まずはそれを知っておかなければ話にならない。

（二メートルはないな……一メートル九十から九十五ってところか）

　この数センチの差を知っているかどうかで試合の結果は大きく変わってくるだろう。

　ただ、いずれにせよこのレンジの外から攻撃することは不可能だ。

　試合開始前にザハルーラが言っていたように、綾斗には遠距離攻撃の手段がなかった。天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう弓術は体得していないし、銃での射撃も付け焼刃では通じるはずもない（一応天霧辰明流には飛礫つぶて術じゆつと呼ばれるいわゆる投石術もあるのだが、そもそもただの石では何をどうしようと星辰力の防御を突破できないためこれも論外だ）。長物を武器に槍そう術じゆつで闘うという手もないではないが、レンジの外からの攻撃となると動きが限定される。同様に流星闘技メテオアーツを使って《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》の攻撃範囲を伸ばすという手も、どうしても大振りになってしまうので難しいだろう。よほど上う手まいタイミングならばともかく、ロドルフォほどの使い手に真正面から斬きりかかったところで避けられるだけだ。

　と、なれば。

「……ふぅ」

　綾斗は集中力を高めると、《黒炉の魔剣》を脇わき構がまえに取った。

「お？　ようやく本気になっ──」

　そして綾斗はロドルフォの間合いの端、剣先が届くギリギリを一瞬で駆け抜ける。

　その際に一いつ閃せんした剣の軌道は、過たずにロドルフォの胸の校章を斬り落としたはずだったが……。

「ひゅー！　さすがにやるじゃねえか！　速い速い！」

「くっ……！」

　ロドルフォはわずかに身を反らしただけでその一撃をかわしていた。

『おおおおおーっと、これは速っ、速ーい！　まさしく目にも留まらぬ斬ざん撃げきとはこのことか！　しかしそれを回避したゾッポ選手もまたすごい！　というか、ゾッポ選手はなぜ能力を使わなかったのでしょうか？』

『使おうにも使えなかったのよ。ロドルフォ・ゾッポの能力は一定範囲内の星辰力プラーナに干渉するもの。当然、干渉すべき対象を捕ほ捉そくしなければならない』

『な、なるほど！　つまり……天霧選手が速すぎて捉え切れなかったと！』

　今の綾あや斗との総合的な身体スペックは、まだまるで底が見えないオーフェリアとレナティを除けばこのベスト十六に残った選手の中でもトップクラスなのは間違いない。比類するのは暁彗シヤオフエイと身体能力を強化したシルヴィアくらいなものだろう。

　その綾斗が最大速度で駆け抜ければ、いかにロドルフォといえども捉とらえるのは容易ではないはず。趙ジヤオ虎峰フーフオンの超高速移動にこそ及ばないまでも、だ。

「ははっ！　いいぜいいぜ！　この俺の間合いにやけっぱちじゃなく突っ込んできた奴はおまえが初めてだ！　ま、そりゃそうだな！　やろうったってそうそうできるもんじゃねえ！　いやはや、大したもんだ！」

「……」

　テンション高く喋しやべりまくるロドルフォとは対照的に、綾斗は無言のままもう一度《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を下段に構える。

　できれば今の一撃で決めてしまいたかったのだが仕方がない。

（同じ手はそう何度も通じないはず……）

　いかに速く動こうとも所しよ詮せんは直線的な動きにすぎない以上、相手が慣れてしまえばお終しまいだ。その前に決着をつけなければならないだろう。

「……はっ！」

　綾斗はタイミングを読まれないよう左右に動きながら、まずはその能力のレンジギリギリを掠かすめるようにしてロドルフォの背後に回り込む。

「ほぉ、こっちか？」

　ロドルフォが首だけを動かしてこちらを見るが、綾斗はそこから更にもう半周右手に回り込んだ。完全にロドルフォの死角へ入り込んだ形だ。

「これで……っ！」

　綾斗はそこから一足でロドルフォの間合いを跳び越えつつ、左手で握った《黒炉の魔剣》を今度はさっきよりも深く斬きり払う。

「おおっと！」

　しかし今度もまたロドルフォはそれを読んでいたかのように身を屈かがめ、その斬ざん撃げきをかわしてみせた。

《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》の切っ先がロドルフォの赤毛をほんのわずか空に散らすが、同時にサングラスの奥でロドルフォの瞳ひとみがねめつけるような凶悪な輝きを放つのがわかる。

（まずい……っ！）

　かつてない悪寒が背筋を走り抜けた刹せつ那な、綾あや斗との左腕と左足が爆はぜた。

「ぐぅううう……っ！」

　バランスを崩して転がるように着地をしながらも、まずは最優先で距離を取る。

　次いですぐにダメージを確認するが、幸いにも手足が少し焼やけ爛ただれただけで済んだようだ。制服は千切れ跳んでしまったものの、握力にも関節の可動域にも問題はない。

「はっはっはー！　なんだ、まだ浅かったか！　まったく惜しいな！」

　ロドルフォは相変わらず余裕の笑みだ。

（それにしても、まさかたったの一回で動きが見切られるとは……）

　戦闘におけるロドルフォの才覚は想像以上のようだ。

　何より──

『これはすごい！　天あま霧ぎり選手の攻撃を回避しつつ見事な反撃！　ただ、本来一撃必殺であるゾッポ選手の攻撃があまり効いていないようですが……？』

『高速移動する相手を完全に捉とらえ切れなかったから、身体からだの表層部分の星辰力プラーナにしか干渉できなかっただけよ。本来なら身体の内側から爆破することだってできるんだから。そんなことより──ロドルフォ・ゾッポはまだ開始位置から一歩動いていないという事実のほうが驚異的だと思うけど？』

『えっ!?　あ、そ、そういえば、確かに！』

　そう。ロドルフォはまだその場から一度たりとも足を動かしていないのだ。回避行動すら、最小限の動きに留めている。

　ザハルーラの指摘によりそのことに気が付いた観客が、一斉に湧わき上がった。

『あの《叢むら雲くも》を！　《鳳凰星武祭フエニクス》と《獅鷲星武祭グリプス》を制してきた天霧綾斗選手を相手に！　一歩も動かずその攻撃を凌しのいでみせるとは！　さすがレヴォルフの序列二位は伊だ達てではありません！』

『レヴォルフの序列上位者は他学園の序列同位よりも格上だとはよく言われるけれど、このロドルフォ・ゾッポはまさしくそれね。他学園ならば序列一位でもおかしくないわ』

　それは綾斗も同感だった。

　第一、オーフェリアという規格外の存在がいなければ、まず間違いなくロドルフォは序列一位として君臨していただろう。

　──と。

「さぁて、客へのサービスも終わったことだし……ここからは俺も攻めさせてもらうぜ！」

　満を持してとでも言うように、ロドルフォが一歩前に進み出る。

「っ！」

　綾あや斗とは半ば反射的に距離を取ると、《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を構え直した。

（とはいえ、向こうが動いてくれるなら打つ手はある……！）

　すでにある程度綾斗の動きが見切られてきているとはいえ、ロドルフォもまだ完全には捉とらえ切れていないようだ。

　今ならまだ相手の踏み込みに合わせて天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう剣術極伝〝[image: ]つごもり〟のカウンターを放てば、綾斗の剣のほうが先に届くはず。美み奈な[image: ]とのように純星煌式武装オーガルクスがあるわけでもないので、校章を完全にガードするというのも無理だろう。

　無論無傷とまではいかないだろうが、肉を切らせて骨を断つ、というやつだ。そのくらいは覚悟しなければこの相手には勝てようはずもない。

「んー？　ははぁ……その目、なんとなくわかったぜ！　相打ち狙ねらいだな？」

　ロドルフォが顎あごをさすりながら、綾斗の考えを見抜いたように言った。

「ははは！　いいぜ、やってみろよ！　俺も少し試してみたいことがあってな！」

「……」

　綾斗は無言のまま目をつむる。暗くら闇やみの中、先鋭化された知覚がロドルフォの一挙手一投足を炙あぶり出す。

　ロドルフォは悠然と綾斗に向かって歩いてきていた。

　綾斗がその能力の間合いに入るまで、後三歩、二歩、一歩──

「たあああああああああああああ！」

　ゆらりと綾斗の身体からだが陽炎かげろうのように揺らめき、渾身の突きがロドルフォの胸へと吸い込まれる。完かん璧ぺきな間合いと呼吸……それは予測していたとしても逃れられない、不可避の一撃だ。

「……さて、こんなもんでどうだ？」

　だが──《黒炉の魔剣》の切っ先が双そう剣けんの紋章を砕くことはなかった。

　切っ先どころか、刀身そのものが消えていたからだ。

「……っ！」

　それとほぼ時を同じくして、綾斗の胸で星辰力プラーナが爆ばく裂れつする。

『こ、これは決まったかー!?　天霧選手の星辰力が大爆発！　し、しかし攻撃自体は天霧選手のほうが一歩早く見えましたが……？』

『おそらく、だけど……ロドルフォ・ゾッポは《黒炉の魔剣》に供給される星辰力を遮しや断だんしたのだと思うわ』

『あっ……！　そ、そうか！　《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》の代償は大量の星辰力プラーナですものね！　それで刀身が消えてしまったと……』

「……なるほど、そういうことか」

　爆発の勢いそのままに背後へ跳び、間一髪のところで致命傷を逃れていた綾あや斗とはその解説で納得し、苦笑しながら大きくうなずいた。

「ああん？　この俺が二度も仕留め損なっただと……？」

　一瞬、ロドルフォの顔から笑みが消える。

『ぶ、無事だー！　天あま霧ぎり選手、ダメージは負っているようですがまだ無事です！　校章も健在ー！』

　爆発が胸部のちょうど中心部分だったためか、インナーも制服も焼け焦げて大穴が空いてしまったものの、校章はギリギリ無事だった。

『ロドルフォ・ゾッポが相打ちを嫌って《黒炉の魔剣》のほうへ意識を集中させた結果、攻撃が少しだけ遅れてしまったみたいね。だから今回も表層部分の僅わずかな星辰力しか捉とらえられなかった』

「はっはー！　あの状況から即座に回避行動に移れるとは、とんでもねえ判断力と反射神経だな！　恐れ入るぜ！」

　ロドルフォが首をコキコキと鳴らしながら、右腕に付けた腕輪型の煌式武装ルークスを起動させた。その顔にはもう余裕と凶悪さが入り混じった笑みが戻っている。

『ここでゾッポ選手がついに大型煌式遠隔誘導武装レクトルクスを展開だー！』

　ロドルフォの周囲を守るように三本の大剣型煌式遠隔誘導武装が顕現する。正直、今の状況だとかなり厄介な武装だ。

　綾斗はいつでもその攻撃に対応できるよう警戒しつつ、《黒炉の魔剣》を再度起動させる──が、それを確かめただけですぐに発動体へと戻し、新たにブレード型の煌式武装を起動させた。

『お、おや？　天霧選手が《黒炉の魔剣》を下げましたが……どういうことでしょう？　能力のレンジ外なのですから、もうすでに星辰力への干渉はないはずですよね？』

『あなた馬鹿なの？　相手の間合いの中じゃ使えなくなる近接武器なんて役に立たないでしょ？　それにたとえば攻撃を防ごうとした時に使用不能にされたらどうするのよ』

『な、なるほど……。ですが、その場合はゾッポ選手の間合いに入っているということですから、わざわざ《黒炉の魔剣》を封じるよりも直接天霧選手本人を狙ねらえばいいのではないかと思うのですが……？』

『だからそこに駆け引きが出てくるわけ。本体を狙うと思わせておいて《黒炉の魔剣》を封じ煌式遠隔誘導武装で決めるか、《黒炉の魔剣》を封じると見せかけておいて本体を狙うか……《黒炉の魔剣》を使う以上、その主導権は常にロドルフォ・ゾッポの側が持つことになる。天あま霧ぎり綾あや斗とはそれを嫌ったのね』
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　ここまで的確な解説が続くとまるで思考を読まれているようで少し不気味ではあるが、まあそういうことだ。少なくとも通常の煌式武装ルークスを使っている限りは、身体からだがロドルフォの間合いに入らないよう気を付けるだけで済む。というよりもそれだけで精一杯、《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》にまで気を配るのは難しい。

　また《黒炉の魔剣》を使えば相手の煌式遠隔誘導武装レクトルクスは攻撃してこないだろうが、その反面ロドルフォはほぼノーリスクで間合いを詰めることができる。こちらのほうがよほど怖い。

（一応、《黒炉の魔剣》を使った作戦もないではないけど……大おお博ばく打ちもいいところな上にいくらなんでも分が悪すぎるからな……）

「さあさあ！　楽しくやろうぜ、楽しくよお！」

　ロドルフォがそう言って両手を広げるなり、三本の煌式遠隔誘導武装が綾斗に襲い掛かってくる。

「く……！」

　その初撃を綾斗は両手で構えた剣で受け流したが、その重さに舌を巻いた。ロドルフォの使う煌式遠隔誘導武装の全長は、綾斗より少し小さい程度だ。それが三方から斬きりかかってくるのだから堪たまらない。

　胴を薙なぐような二本目の斬ざん撃げきと上空から豪速で突っ込んできた三本目を連続バックステップでかわすが、それを待ち構えていたかのようにロドルフォが回り込んでいた。

〝識しき〟の境地でその動きは読めていたため直前で方向転換したものの、すでにまた一本目の煌式遠隔誘導武装レクトルクスが綾あや斗とに狙ねらいを定めている。

「どうしたどうした！　逃げてばかりじゃお話にならないぜ！　はははははは！」

　巧みに煌式遠隔誘導武装を操りながら、ロドルフォが豪快に笑う。

　とはいえ、煌式遠隔誘導武装の操作技術そのものはそれほど高くはない。一撃一撃の威力こそ高いが、ユリスのそれと比べれば数段落ちるレベルだ。煌式遠隔誘導武装だけであれば、このまま回避し続けるのも不可能ではない。

　だが、ロドルフォ自身もそれをわかっているのだろう。

　あくまで煌式遠隔誘導武装は牽けん制せいにすぎず、最後は自身の能力で決めるつもりだ。いわば煌式遠隔誘導武装は獲物を追い立てる猟犬といったところか。

（一瞬でいい、隙すきを作れれば……！）

　綾斗はその猛攻を凌しのぎながら、それでも諦あきらめずにロドルフォの隙を窺うかがう。

　煌式遠隔誘導武装のコントロールに意識を割いている以上、ロドルフォが先ほどまでのような反応速度を維持できているとは思えない。まだ反撃の目は残されている。

　だからこそ、今は耐えるしかない。

「そうだ！　なら、こんなのはどうだ？」

「ぐぅ……！」

　高速で回転しながら斬きりかかってきた煌式遠隔誘導武装をなんとか受け止めるが、綾斗の手の中で煌式武装ルークスが悲鳴を上げる。威力が違いすぎるのだ。真正面から受け続ければ、遠からず壊れてしまうだろう。

　かといって、すべての攻撃を回避するというのも難しい。

　虎こ視し眈たん々たんとロドルフォが目を光らせているからだ。安易に避け続けていると、それこそ知らず知らずに誘導されて逃げ場を失い、ロドルフォの能力の餌え食じきとなってしまう。

　そうならないためには、とにかく周囲の状況を把は握あくし続けることが必要だった。

　ただひたすらに煌式遠隔誘導武装の攻撃をかわし、受け止め、いなす。一瞬で間合いを詰めてくるロドルフォから逃れ、致命傷だけは避けるように立ち回る。集中力を途切れさせることなく、星辰力プラーナは極力防御に回して耐え凌ぐ。

　そんな一方的な展開がどれだけ続いただろうか。

　ほんのわずかだが、煌式遠隔誘導武装の動きに綻ほころびが出始めた。

（やっぱりそうか……）

　表情からはまだそれとわからないが、おそらくロドルフォが疲れてきているのだ。

　元々煌式遠隔誘導武装は多大な集中力を必要とする武器であり、これほどの大型ともなれば星辰力プラーナのコントロールは相当に微細な調整が必要なはず。もちろんロドルフォもそんなことは百も承知だろう。

　だが、実際の経験ではどうか？

　煌式遠隔誘導武装レクトルクスが実用化されてから、まだ二年も経たってはいない。技術の習熟は才気によって短縮できるかもしれないが、果たしてロドルフォはこれほど長く戦闘に用いたことがあるのだろうか。ある種、オーフェリアにも匹敵するほど強力な能力を持ったこの男が。

「ちぃ……っ！」

　と、今度は明らかに煌式遠隔誘導武装の挙動に狂いが出た。

（今だ……！）

　これを勝機と見た綾あや斗とは三本の煌式遠隔誘導武装の合間を潜くぐり抜ぬけ、一気にロドルフォとの間合いを詰める。

「天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう剣術初伝──〝沙さ塵じん楼ろう〟」

　綾斗が剣を地面に向けて一いつ閃せんすると、その衝撃で砂煙が壁のように立ち上った。

「なんだと……っ！」

　普段であれば通じるはずもないただの目くらましだが、今のロドルフォならば少なからず効果はあるだろう。

　これが三度目の正直だ。

　今度こそ決める──そう念じながら、綾斗が最後の一歩を踏み込む寸前。

「……なんてな？」

　ロドルフォが、にやりと笑った。

「っ！」

　はっとした綾斗は、ほとんど本能的な衝動に駆られて横へ跳ぶ。

　そこへ綾斗の背後から、刀身を二倍近くに膨らませた煌式遠隔誘導武装が綾斗を襲った。

（煌式遠隔誘導武装で流星闘技メテオアーツを……!?）

「はははははは！　奥の手ってのは一番有効なタイミングで使うもんだ！」

　とっさに受け流そうとした綾斗のブレード型煌式武装ルークスは耐え切れずに吹き飛び、三本の内二本まではなんとか凌しのいだものの、最後の一本は綾斗の右足をざっくりとえぐる。

「うぐ……っ！」

　がくりと膝ひざを突いた綾斗に向かって再び煌式遠隔誘導武装が斬きりかかろうとするが──

「おおっとっと……！」

　綾斗が《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を起動すると、ロドルフォは慌ててそれを引き戻した。

「危ねえ危ねえ！　……だが、そいつを出してきたってことは、いよいよジリ貧ってこったな！」

　確かに《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を使った攻撃は、星辰力プラーナの供給を遮しや断だんされてしまう以上ロドルフォに通じない。

　……通常なら。

「ま、いずれにせよその足じゃもう逃げ回ることもできねえだろ！　ははははははっ！　それなりに楽しませてもらったぜ！」

　が、ここに来て綾あや斗とも覚悟が決まった。

　綾斗はふらりと立ち上がって《黒炉の魔剣》を水平に構えると、勝利を確信した──それでもなお油断のない笑みを浮かべて迫りくるロドルフォをしっかりと見据える。

　そして綾斗はロドルフォの能力範囲に入る前……そのレンジの外から、《黒炉の魔剣》を薙なぎ払った。

「あん？　なんだそりゃ？」

　ロドルフォが呆あきれ顔で首を捻ひねる。

　無論、《黒炉の魔剣》の長さでは届くはずもない一撃だ。

　しかし、それでいい。

　綾斗が斬きろうとして、そして見事に焼き斬ったのは、ロドルフォではないのだから。

「な──っ!?」

　一瞬遅れてそれに気が付いたであろうロドルフォの顔から笑みが消え、驚きよう愕がくに染まる。ロドルフォは慌てた様子で距離を取ろうとするが、綾斗のほうが一歩速い。

　手首を返し、一歩大きく踏み込んで《黒炉の魔剣》を斬り上げる。

「天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう剣術初伝──〝貳蛟龍ふたつみずち〟」

　その一撃は、ロドルフォの胸の校章を真っ二つに分かち断っていた。

「試合終了エンド・オブ・バトル！　勝者、天霧綾斗！」

『……は？　え、あの、ええと、一体何が……？』

　静まり返った会場に、ミーコの困惑しきった声が響く。

『信じられない……天霧綾斗は万応素を焼き斬ったのよ』

『はい？　万応素マナを……ですか？　え……？　えええええええ!?』

　確かに、ザハルーラの言う通りだった。

　綾斗は自分の周囲の万応素を《黒炉の魔剣》で焼き斬ったのだ。今まで試したことすらないし、できるかどうかもわからなかったが、あの状況でロドルフォに勝つ方法はそれしかなかった。

　今までも綾斗は《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》、純星煌式武装オーガルクスの能力を《黒炉の魔剣》で焼き斬ってきた。ただしそれは、能力が対象として認識できるものに限っての話だ。

　その点で言うとロドルフォの星辰力プラーナへ干渉するという能力は、ユリスの炎やオーフェリアの毒などと違って認識することができない。認識できないものを斬きるのは、さすがの《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》でも不可能だ。

　ならばどうするか。

　ロドルフォの星辰力干渉能力も《魔術師ダンテ》の能力である以上、万応素マナを媒介としているのは間違いない。綾あや斗とは最初の斬ざん撃げきでその万応素を──自分の周囲の万応素を焼き斬った。万応素がなければ、ロドルフォの能力が発現することもないのだから。

　とはいえ、万応素はこの世界に満ち溢あふれている。綾斗がしたことは水中で自分の周囲の水だけを一瞬で消したようなものだ。次の瞬間、その空間は再び水に満たされるだろう。

　万応素も同様だ。綾斗が万応素を焼き斬ることで作り得た勝機はほんの一瞬であり、万応素はすぐに元通りになる。だからこそ綾斗はそのまま流れるようにして二撃目に繋つながる〝貳蛟龍ふたつみずち〟を選んだのだ。

「は……ははははは！　すげえ！　すげえな！　まさかあの状況からこの俺に勝つ人間がいるとは思わなかったぜ！　はっはー！　これだから人生ってのは面白い！」

　ロドルフォが片手で顔を押さえたまま、けたたましく笑う。

「俺は外道で人でなしの自己中心主義者だがよ！　おまえには相応の敬意を払うぜ、天あま霧ぎり綾斗！　精々頑張って勝ち上がれ！　はっはっはー！」

　そしてそう言い残すと、まるで勝者のような足取りでステージを去って行った。

「……ふぅ」

　それを見届けた綾斗は、思わず大の字に倒れ込む。

　万雷の拍手が降り注ぐ中、綾斗はしばらくの間目をつむってただそれを聞いていた。

　　　　　　　　＊

　──プロキオンドーム、選手控室前。

「そ、それじゃお兄ちゃん、行ってくるね……！」

　聖ガラードワース学園序列七位《聖[image: ]の魔女ペルセフオーレ》ノエル・メスメルはそう言って小さな胸の前で両手を握ると、幼い頃から兄のように慕ってきたエリオット・フォースターにはにかむような笑顔を向けた。

「だからお兄ちゃんじゃなくて……はぁ、まあいいや。とにかく相手はまだまだ底が見えない。慎重にな」

「うん、わかってるよ」

　これからノエルが闘うことになる相手は、界龍ジエロン第だい七なな学がく院いんの梅うめの小路こうじ冬ふゆ香か。ノエルを鍛えてくれた星露シンルーの直弟子が揃そろう界龍の《冒頭の十二人ページ・ワン》において、第三席にその名を連ねている道士タオシーだ（正確には弟子ではなく客分扱いということだが）。

　これまでの試合では式神と呼ばれる使い魔に闘わせて、本人はほとんど見ているだけだったが、格上の相手であることは間違いない。

「僕じゃ応援するくらいしかできないけど……その、がんばれよ」

「そんなことないよ。お兄ちゃんが応援してくれてるんだって思うだけで、私がんばれるもの……！」

　ノエルはそう言いながらぶるぶると首を横に振るが、はっと思い立って上目遣いにエリオットを見る。

「あ……で、でも、もしお兄ちゃんにお願いしてもいいなら……昔みたいに、その……」

「え……？　ああ、あれか……」

　次第に声が小さくなり、最後まで言えずにもじもじと身をよじるだけになってしまったが、エリオットはわかってくれたようだ。キョロキョロと周囲を見回し、少し照れくさそうに視線を外しながらそっとノエルを抱き寄せる。そして子どもをあやすように、ぽんぽんと優しく背中を叩たたいてくれた。

　幼い頃、学校でいじめられていたノエルが泣いた時には、こうやって励ましてくれたのだ。物を隠され、無視をされ、《星脈世代ジエネステラ》の化け物だと罵ののしられ、時には暴力を振るわれ──ただただ泣くしかなかったノエルを救ってくれたのは、このエリオットの温ぬくもりだった。
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「……ありがとうお兄ちゃん。私、絶対に勝ってみせるから」

　ノエルはエリオットの胸に額を軽く押し付けると、ばっと離れて笑顔を向ける。

「ああ、今のノエルならきっと勝てるさ」

「うん！」

　エリオットの言葉に大きくうなずいたノエルは、そのまま通路を駆け出した。

　これで百人力だ。どんな相手にだって、負ける気がしない。

　今、エリオットは黒くろ騎き士しの一件で非難に晒さらされていた。これでまた学内での立場は悪くなり、謂いわれのない誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようが囁ささやかれることになるのだろう。エリオットにはなんの非もないというのに。

　そもそも黒騎士が今回登用されたのは、学園上層部の──統合企業財体Ｅ＝Ｐの命令だ。最高経営幹部クラスになると施される精神調整プログラムが強力になるため派閥などは存在しないのだが、その少し下あたりまでは世の常としてそういったものが一定の幅を利かせている。エリオットは特別な名前を与えられた子どもであり、いずれ《星脈世代ジエネステラ》初の最高幹部になるかもしれないとまで言われているが、当然それを快く思わない派閥もあるということだ。黒騎士の《王竜星武祭リンドブルス》参加は総合成績のためにポイントを稼ぐというよりも、ガラードワースの看板に多少の傷を付けてでもエリオットの評価を下げてやろうという意志が感じられる。何か問題が起これば、六学園の中でも突出して高い自治権限を持つガラードワースの生徒会が、そしてその生徒会長が責任を取ることになるのは明白だからだ。

　だが、ノエルも世界の理不尽さは嫌というほど知っている。どれだけ正しく、どれだけ優しく、どれだけ努力を重ねる者の下にも、理不尽な悪意は訪れる。世界は歪いびつで冷酷で、今回はその歪ゆがみがエリオットに向けられただけのことなのだ。

　ならば今度はノエルがその悪意からエリオットを守ろう。かつてエリオットがそうしてくれたように。

　入場ゲートをくぐると、眩まばゆい光の波と大歓声がノエルを待ち構えていた。

『ここで西ゲートから入場してきたのは聖ガラードワース学園の序列七位《聖[image: ]の魔女ペルセフオーレ》ことノエル・メスメル選手ぅー！　気合いの表れなのか、猛烈ダッシュでの入場だー！』

『うんうん、やる気満々でええことやないの』

　普段のノエルなら、これほどの大観衆に注目されるなど想像しただけで身が竦すくんでいただろう。《獅鷲星武祭グリプス》の時は仲間がいてさえそうだったのだ。ましてや今回はたった一人きり──だというのに、まるで身体からだの内から力が湧わいてくるようだった。

　ゲートから続くブリッジを一息で走り終え、ステージへと飛び降りる。

　そこではすでに冬ふゆ香かがたおやかな笑みを浮かべて立っていた。

「あらあら、元気なお子さんやねえ」

「……お待たせしました」

「かまへんよ。うちは待つのも嫌いやないし」

　言って、口元を手で隠しながらころころと笑う冬ふゆ香か。

　その長い黒髪に細長の瞳ひとみ、優雅な所作、まるでこの国のおとぎ話に出てくる姫君のようだ。実際、冬香の家は相当に古い歴史を持っているらしく、あの奇妙な術も界龍ジエロンの星せい仙せん術じゆつではなくその家に代々伝わるものらしい。ただしそれが具体的にはどのようなものなのか、ガラードワースの諜ちよう報ほう機関である至聖公会議シノドミアスも掴つかめてはいないようだった。

（情報収集能力なら六学園一の至聖公会議でもわからないのなら、もうあれこれ考えたって仕方ないよね……！）

　ノエルはそう腹を括くくると杖つえ型の煌式武装ルークスを起動させた。

　それを見た冬香もあの呪じゆ符ふで作られた扇子を取り出し、ふわりと舞うようにして開始位置へと移動する。

「五回戦第二試合、試合バトル開始スタート！」

　機械音声を聴くと同時に、ノエルは自身の能力を発動させた。

　ノエルの足下から青々とした茨いばらが猛烈な勢いで生えてきたかと思うと、見る見るうちに周囲を侵食していく。

『出ったー！　メスメル選手の領域型能力！　この茨であっという間にステージを覆いつくしちゃうとゆー、相変わらず顔に似合わずえげつない攻撃です！』

『領域型の能力はどうしても展開までに時間がかかるもんなんやけど、この子《獅鷲星武祭グリプス》の頃とは比べ物にならんくらい展開速度が上がってるんよね。いや、大したもんやわ』

　実況のナナ・アンデルセンと解説の左さ近こん千歳ちとせは、昨年の《獅鷲星武祭》でもノエルたちの試合を担当していたのでそれがよくわかるのだろう。

　魎りよう山ざん泊ぱくにおいてまずノエルが鍛えられたのは、《魔女ストレガ》としての能力だった。《魔女》の力は意志の力であり、自分自身の写し鏡でもある。茨の森という能力が発現したのも、臆おく病びようで引っ込み思案なノエルの性格が基になっているのだ。

　能力を鍛え伸ばすということは、そうした自分自身を分析し、理解していく作業に他ならない。嫌でも自分の弱く汚いところに向き合い、茨のイメージを深化させていく。それは辛く厳しい時間だったが、そのおかげでノエルの能力は劇的な進化を遂げていた。魎山泊での最終成績は上から二段階目の乙おつ武ぶであったが、元来はサポート用にすぎなかった能力は今やその展開速度、強度、規模と浸食範囲、そのすべてにおいて段違いの性能となっている。

「さあ、行って！」

　ノエルの号令と共に茨いばらの森がうねりを上げ、津波のように冬ふゆ香かを襲う。

「うふふ……なんやまるでバーナムの森みたいやわぁ。せやけど、うちはマクベスやあらへんよ？」

　冬香はくすくすと笑いながら、ふわり扇子を翻ひるがえした。

「──急きゆう急きゆう如によ律りつ令りよう、勅ちよく」

　そしてぼそりと低い声が響いたかと思えば、その冬香を守るように無数の式神が虚空から現れる。

　一つ目に一本足の怪物、牛のような角を生やした巨大な蜘く蛛も、炎をまとったしゃれこうべ……異形異類の化け物たちは、その鋭い牙きばや爪つめで茨を引き千切り、その進軍を押おし止とどめる。

『そしてこちらも出ました、梅うめの小路こうじ選手の式神百鬼夜行！　茨の森と真っ向からぶつかり合う！　いやあ、何度見てもおっかないよね、千歳ちとせさん！』

『べ、別にうちは怖くなんかあらへんけど？　うん、全然？　ちっとも？　こ、怖くなんてあらへんよ？』

　式神の大軍は、確かに一時茨の森を押し止めたかに見えた。

　が、それはあくまでほんの短い時間だけだ。

　千切れた茨は見る間に再生し、奥から新たな茨がどんどんと追加されていく。

「薙なぎ払って！」

　更にノエルが腕を振ると、茨の蔦つたが絡まり合って長大な鞭むちとなり、うなりを上げて式神たちを切り裂さいた。その鞭の一振りで、十体以上の式神が煙となって掻かき消える。数こそ多いものの、式神一体一体の強さはそれほどでもないのだ。

「あらら、可哀そうに……」

　冬香が悲しげに眉まゆを寄せるが、その間にも式神たちの数は減り、冬香を守る壁が崩されていく。

（このまま一気に押し切る……！）

　茨の森はすでに式神たちの防衛線を回り込み、冬香にまで迫っていた。

　フィールドそのものを支配する、領域型能力の本領発揮だ。こうなってしまえばノエルの優位はまず揺るがない。

「ふむ、思うてたよりも良うやらはりますなぁ。……ま、あまり退屈させるのもなんやし、そろそろ頃合いやろか」

　冬香はそう言ってほくそ笑むと、手にしていた扇子をぱちんと折りたたみ、懐へと戻す。

「慎つつしみて太たい歳さいに願い奉たてまつるは黄おう幡ばんの彗すい星せいが尾、下り来たりて悪鬼を逐はらい、大海竜王の加護を得ん……」

　そして目にも留まらぬ速さで複雑な印を組むと、最後に右手の刀印を斬きり落とした。

「急きゆう急きゆう如によ律りつ令りよう、勅ちよく！」

　その一拍後、茨いばらの森が式神たちの壁を突破し、三百六十度すべての方向から冬ふゆ香かを飲み込んだ──かに見えた。

　しかし。

「え……っ!?」

　赤黒い閃せん光こうが迸ほとばしったかと思うと、その周囲の茨がすべて消し飛んだ。

　冬香は汗一つ流すこともなく、涼しげな顔でそこにいる。問題はその冬香を守るようにして立つ、一体の鬼だ。身の丈は優に二メートルを超え、筋骨隆々の身体からだに赤い肌、額からは二本の角が生え、赫かつ々かくたる眼光を放つ瞳ひとみは額の中央のそれを含めて三つ。古めかしい甲かつ冑ちゆうに身を包み、右手には巨大ではあるが柄の短い両刃の斧おのを持っている。その柄の端には太い鎖が繋つながれており、それを左手が握っていた。

（新しい式神……？　いや、でも……！）

　その姿を一目見るなり、ノエルの全身を感じたことのない恐怖が貫いた。いや、畏い怖ふというほうがより近いだろうか。その身から発せられる異様なまでの威圧感に、足の震えが止まらない。

「うふふ……さすがは魏ぎ嶽ごく。助かりましたわぁ」

　そして冬香が魏嶽と呼んだその鬼に話しかけると。

「当代の主よ、危急とあらば今少し早く我を呼ぶべきだな。戯たわむれの場と言えども真剣勝負なのであろう？」

『しゃ、喋しやべったー!?　ちょ、今あの式神、喋ったよね!?　ねえ、千歳ちとせさん！』

『そんな……自律行動するだけでなく、高い知能を有してコミュニケーションまで取れるやと……？　それを《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》の能力で作り出したっちゅーんか？　ありえへんやろ、そんなの！　エルネスタの擬形体パペツトやあるまいに……！』

　解説の千歳はアルルカント出身ということもあってか、目の前の事態が信じられないらしい。

　だが、それと対たい峙じするノエルはすでに戦意を取り戻していた。

　ステージを丸々覆うほどに広がっていた茨を自分の下まで戻しつつ、新たな形に織り上げる。この式神の強さは並大抵ではない。勝とうと思うならば、今のノエルが持てるすべてを振り絞らなければ無理だろう。

「──茨の巨人よ、来たれ！」

　エリオットのためにも、ノエルはこんなところで負けるわけにはいかないのだ。たとえこの身がどうなろうとも勝ち進まなければならない。

「ほぉ……童わつぱにしては良き闘気を放つ」

　その一瞬、ノエルと魏嶽の視線が交差するが、すぐに無数の茨がノエルを飲み込んだ。茨いばらはノエルを宙に持ち上げ、そこを中心にして人型を形作っていく。

　やがてそこに茨で編み上げられた巨人が姿を現した。その全長は十メートル近い。少なくとも、魏ぎ嶽ごくの三倍以上あるだろう。

　ノエルが魎りよう山ざん泊ぱくで鍛えられたのは、《魔女ストレガ》としての能力だけではない。魎山泊の修業とは星露シンルーとの実戦形式であり、否いや応おうなく近接格闘の技術も身体からだに叩たたき込まれる。そうでなければ星露の相手は一分と務まらないからだ。それは後衛のポジションだったノエルでも変わらない。

　そうして身に着けた徒手格闘の技術を最大限に発揮するために編み出したのが、この茨の巨人だった。ノエルの身体は《星脈世代ジエネステラ》としてはか弱く、脆もろい。この茨はそれを補うための、いわば鎧よろいだ。

「はああああああああああああああああああああああああああああ！」

　ノエルの意志を受け、茨の巨人がその巨体に見合わぬ素早い動きで魏嶽へと迫り、拳を振り下ろす。

「……が、所しよ詮せん戯たわむれは戯れか」

　ところが魏嶽が無造作に右手の斧おのを振るったかと思うと、茨の巨人の腕が根元から吹き飛ばされていた。しかもどういうわけか、茨の再生が上う手まくいかない。

「くぅ……！」

　それならばと残ったもう片方の腕を振り上げるが、これもまた腕の付け根から消し飛ばされる。

「脆し」

「まだまだぁ！」

　再生できないなら、新たに編み上げればいい。

　ノエルはここに来て自らの能力が更に進化していくのを感じていた。かつてない速度と量の茨が地面から間欠泉のように何本も噴き上がり、魏嶽と冬ふゆ香か目掛けて襲い掛かる。

「うふふ、ほんに大したもんやわぁ」

　それを前にしてもなお冬香も魏嶽も顔色一つ変えることがない。

「斬……！」

　冬香を抱き寄せた魏嶽がまるで鎖くさり鎌がまのように斧を振り回すと、新たに生まれた茨の束はすべて残らず斬きり落とされ、それどころか茨の巨人の両足までもが両断される。

「ぐ、ううううううううううっ！」

　せめて最後の手段として魏嶽たちへ向かって倒れ込み、諸もろ共ともに押し潰つぶそうとするが──

「その心意気や、良し」

　魏嶽の放った掌しよう打だが茨の巨人の胴体に触れた瞬間、すさまじい衝撃と共にその巨体を編み上げていた茨が引き千切れ、吹き飛ばされた。

　茨いばらの巨人の中心にいたノエルも、身体からだを突き抜けて行った衝撃に一瞬で意識を刈り取られる。

「──試合終了エンド・オブ・バトル！　勝者、梅うめの小路こうじ冬ふゆ香か！」

　ノエルが最後に聞いたのは、決着を告げる機械音声と。

「ご苦労様、魏ぎ嶽ごく。伊だ達てに千年生きてはらへんねぇ」

　鈴を鳴らしたような、涼やかな冬香の声だった。


第三章　五回戦・二

『彼ら』がいつどのようにして生まれたのかは、『彼ら』自身にもわからない。物心ついた時には、すでに『彼ら』は『彼ら』だったからだ。『彼ら』はＥ＝Ｐの幹部の子として生を受けたが、その異様さがわかるや否やすぐに放逐され、内々にＥ＝Ｐ傘下の施設へと預けられた。やがて『彼ら』が恐るべき能力を秘めた《魔術師ダンテ》だとわかると、その身柄は軍部の教導室へ、最終的にはガラードワースの至聖公会議シノドミアスへと移されることになる。

『彼ら』の経歴はこれだけだ。『彼ら』はいずれの場所でも常に周囲と問題を引き起こし、決して馴な染じむことがなかった。友人も、保護者も、理解者もなく、また『彼ら』もそれを必要としなかった。『彼ら』は『彼ら』だけで十全だったからだ。

　生真面目でリーダー気き質しつのエーグルデュール、気弱で泣き虫なアルマス、ぶっきらぼうだが優しいバリサルダ、大人しく冷静なバプテーム、子どもっぽくわがままなフロランス、嫉しつ妬と深く猜さい疑ぎ心しんの強いベラン、お調子者でよく笑うクラルミエ、穏やかだが無気力なフロベルジュ、寡か黙もくで武人肌なグロリユーズ、粗野で短気なゴルトマーレ、派手好きで享楽主義者のミュルグレス、暗く鬱うつ々うつとしたトランケーラ──『彼ら』十二人には主人格というものすら存在せず、他の人格を認識し、尊重し、認め合っている。無論、気の合う人格とそうでない人格はどうしても出てくるため、『彼ら』同士でも諍いさかいは少なからずあるのだが、それでも『彼ら』は一日ごとに表へ出てくる人格を変えるという平等性を決して破ろうとはしなかった。『彼ら』は自分たちがこの世界のはみ出し者で異端者なのだと理解していたし、『彼ら』を慰める者は『彼ら』自身しかいないのだとわかっていたからだ。

　だからこそ『彼ら』はガラードワースへの入学に際して正式な名前を決めるよう求められた時、誰か一人──たとえば取りまとめ役になることが多いエーグルデュールのような代表者の名を取るのではなく、『彼ら』全員を表すものとして『黒くろ騎き士し』という名を選んだ。個別の名前は各々が幼い頃に読んでいた物語から取ったものだが、黒騎士という総体としての名前は『彼ら』にある種の連帯感をもたらした。

　そんな黒騎士がなぜ《王竜星武祭リンドブルス》に出ることになったのかと言えば、ただそう命じられたからにすぎない。それぞれの趣味嗜し好こう程度のものならばともかくとして、黒騎士には叶かなえたい望みなど存在しないからだ。

　それでもあえて願いを挙げるとするならば、それは今のままずっと『彼ら』が『彼ら』であり続けることだろう。だからこそ、黒騎士は言われるがままに闘うのだ。そうすることで、現状を保証してもらうために。

「へへへ……ようやく俺の出番か。まったく待ちかねたぜ！」

　カノープスドームの薄暗い控室で一人ソファに座る黒騎士は嬉うれしそうにそうつぶやくが、すぐに眉まゆを顰ひそめる。

「……わかってるさ、ベラン。ったく、相変わらずやかましいな。そもそも俺たちが負けるわけないだろう」

　黒騎士はやれやれと両手を挙げるが、しばらくすると更に不機嫌そうに口を尖とがらせた。

「黙れ！　ちっとばかし剣の腕が立つからって何様のつもりだ、グロリユーズ！　いいさ、見てろよ！　俺だって……！　ああ、クソ！　ミュルゲレス、おまえまでそんなことを……！」

　他には誰一人いない控室に、黒騎士の声だけが延々と響く。

　結局それは試合開始の時間が近付き、控室を出るまで──いや、部屋を出てからも、それこそステージ上へ降りる寸前まで続いた。

『さーて、いよいよ時間いっぱいだ！　ここまで圧倒的なパワーで敵をブッ飛ばしてきた星せい導どう館かんの序列十一位レスター・マクフェイルか、はたまたペナルティも気にしねー残虐大暴れで一躍注目の的となった今大会随一のダークホース、ガラードワースの黒騎士か！　勝つのはどっちか、おまえら目ん玉かっぽじってよーく見とけー！』

『ちょ、ちょっとクリスティさん、落ち着いて……』

　実況であるクリスティ・ボードアンを解説の護ご藤とう蓮れん也やがなだめる中、レスターはヴァルディッシュ＝レオを片手に対戦相手を値踏みしていた。

　革製のマスクに虹にじ色いろの髪、大振りのナイフ型煌式武装ルークスを両手に一本ずつ構えるその姿は、一目で異常性がわかる出いで立たちだ。

（黒くろ騎き士しか……多重人格の《魔術師ダンテ》だって話だが、どうにもきなくせーな）

　予選で黒騎士が見せた黒泥をまとうあの能力は確かに強力だったが、明らかに暴走しているように見えた。理性を失い必要以上の攻撃を行う可能性がある以上、本来ならば失格になっていてもおかしくはない。ガラードワースの説明では、あくまでたまたまタガが外れてしまったということだったが怪しいものだ。そしてその説明をそのまま受け取り、ポイント半減程度のペナルティで済ませた運営も……。

「ああ？　おい、おまえ！　さっきから何ガン飛ばしてんだ、こら！」

　と、そんなレスターに黒騎士が苛いら立だった様子で凄すごんでくる。

「……そんなつもりはねーよ」

「ったく、どいつもこいつも俺を舐なめやがって……！　　いいか、おまえなんざすぐにバラバラに切り刻んでやるからな！」

「はいはい、そーかい」

　レスターはそう言って犬でもあしらうように手を振ると、さっさと開始位置へと向かった。

　チンピラめ、とは思わない。少し前までレスターとて他人のことを言えるような人間ではなかったからだ。すぐに頭に血が上り、思い通りにいかなければ感情のままに当たり散らす──そこまで荒れた切っ掛けはとある相手との試合での敗北だったが、改めて自分を見つめ直す切っ掛けになったのも同じ相手だった。

　ユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルト。

　かつてはムキになって何度も挑んだ相手だが、今では実績において最も早はや比べるのもおこがましいほどの差がついている。なにせ向こうは《鳳凰星武祭フエニクス》と《獅鷲星武祭グリプス》を連覇しているタイトルホルダーだ。

　その活躍を妬ねたましいと思わなかったと言えば嘘うそになる。だが、それは己の弱さと惨めさを自覚する機会でもあった。それを認めない限り、一生かかってもレスターはユリスに勝つことができないだろう。

　そうした折に、レスターの前に現れたのが范フアン星露シンルーだった。

『ぬしの馬鹿力には見込みがある。もしもぬしが壁を超えたいと望むならば、儂わしに付いてくるがよい』

　星露の私塾魎りよう山ざん泊ぱくでの修行は過酷の一言に尽きたが、そのおかげもあってレスターはこうしてこの《王竜星武祭リンドブルス》本戦のステージへ立てている。

　そしてもしこの試合をレスターが勝ち抜き、ユリスも同じように五回戦を突破したならば、二人は次の六回戦──準々決勝でぶつかることになっていた。ならば、こんなところで負けるわけにはいかない。

「五回戦第三試合、試合バトル開始スタート！」

「おらおら！　ぼーっとしてんじゃねえぞ！」

　そんなことを考えている間に、気が付けば試合が始まっていた。

　目を吊つり上あげた黒くろ騎き士しが、ナイフ型煌式武装ルークスを逆手に持ったまま突っ込んでくる。

　低い踏み込みから、両手を交差させるような鋭い斬ざん撃げき。

　それをレスターがバックステップでかわすと、黒騎士は矢継ぎ早の連続攻撃を仕掛けてくる。レスターはその軌道を見極めつつ、最小限の動きでかわし続ける。

『開始早々黒騎士の猛烈なラッシュだー！　目にも留まらぬ連続攻撃！　小回りの利く黒騎士の獲物は、懐に入ってしまえば俄が然ぜん有利だぜー！』

　確かにその動きは疾はやい。

　黒騎士は序列入りこそしていないが、身体能力は十分に《冒頭の十二人ページ・ワン》クラスと言っていいだろう。

　が、こいつはダメだ。

「なんだ、こんなもんかよ」

「ああん!?」

「てんでダメだな。素人がスペックにまかせて刃物を振り回してるだけじゃねえか。多重人格だかなんだか知らねえが、二回戦でブレード型の煌式武装使ってたてめえのほうがよっぽどマシだったぜ」

「っ！　い、言いやがったな！　ぶち殺す！」

　レスターが呆あきれながらそう言うと、黒騎士は顔を怒りで真っ赤に染めて更に激しく攻め立ててくる。ただしその攻撃は雑になる一方で、レスターにはかすりもしない。

　当然だ。レスターがこの一年間、ひたすら食らい続けてきた攻撃は、こんな生なま温ぬるいものではなかったのだから。

「クソがクソがクソが！　くたばりやがれえええ！」

　激げき昂こうした黒騎士が右手のナイフを順手に持ち替え、大きく踏み込みながら胸元を突いてくる。レスターは体軸をズラして身をかわすと、その腕を掴つかんで軽々と空中に放り投げた。

「な、なぁー!?」

　そして空中の黒騎士に向かって、ヴァルディッシュ＝レオを思い切り振り抜く。

「終わりだ！」

　この状況では星辰力プラーナでガードしたとしても大ダメージは免れないし、そもそも校章が無事では済まない。

「ぐあああああああああああああああああああああああああ！」

　黒くろ騎き士しの身体からだは十数メートル離れた地面に激突し、ボールのように跳ね上がって転がった。

『おいおいおい！　これはいきなり決まっちまったかー!?』

　人格によって戦闘技術に差が出るというのなら、今日はこちらにとって当たりだったということだ。だったら無駄に様子見などして長引かせることなく、速攻でケリを付けてしまうに限る。

　──そう思っていたのだが。

「……ま、やっぱりそう簡単にはいかねえよなあ」

　レスターは苦笑しながら、振り抜いたヴァルディッシュ＝レオを肩に担ぐ。

　何しろここは《王竜星武祭リンドブルス》の本戦──世界で一番熾し烈れつなステージだ。どのような相手であれ、一筋縄でいくはずもない。

『い、いや、まだだー！　まだ黒騎士は終わっちゃいねえぞー！』

「く、そがぁ……！」

　怒りの瞳ひとみを燃やしながらゆっくりと立ち上がった黒騎士の胸には、黒い泥が蠢うごめいていた。そしてその黒泥は見る間に黒騎士の身体を覆い尽くしていく。

「いいか……！　おまえはいつか、この俺自身の手で……！」

　しかし黒騎士は最後までその言葉を紡ぐことなく、黒泥の鎧よろいに飲み込まれた。西洋甲かつ冑ちゆうを思わせる全身鎧にねじくれた二本の角、その手には黒泥で作られた一振りの長剣──予選で見たあの悪鬼の姿だ。

　ただ一つ、黒泥が顕けん現げんする際に黒騎士の星辰力プラーナがブレたように感じられたことが少し気になったが……。

『出た出た出たー！　予選で惨劇を巻き起こした黒騎士の能力！　ガラードワースの生徒会長が言うにはまさしく無敵っつーことだが、果たしてそれはどこまで本当なのか！』

「ふん、『無敵』ねえ……」

　どれほど強大な能力を持った《魔術師ダンテ》だろうと、文字通りの無敵ということはありえない。何か仕組みがあるはずだ。

「オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！」

　獣そのものの咆ほう哮こうを上げ、黒騎士がレスターに襲い掛かってくる。

　レスターは腰をどっしりと落として身体を捻ひねると、再度渾身の力を込めてヴァルディッシュ＝レオを振り抜いた。

「おらぁっ！」

　対象を切断するより衝撃を与えることに特化にした光刃が、真正面から突っ込んできた黒くろ騎き士しの左腕を捉とらえる。

　──が、腕をへし折り身体からだを吹き飛ばすはずのその一撃は、今までに感じたことのない手応えと共に止められていた。いや、止められたというよりも止まったというほうが正しい。黒騎士はレスターの攻撃を防ごうとも避けようともしていないのだから。

「ちぃ……っ！」

　そのまま振り下ろされた剣から逃れるようにして距離を取る。切っ先がわずかに腕を切り裂さき血が滲にじむが、その程度だ。

（今までの黒騎士とは太刀筋も動き方も何もかもが違うな……。疾はやさも段違いだし、剣技も荒々しく見えながらその実相当に習熟してやがる。だが、対処できないほどじゃねえ）

　かつてのレスターであれば為す術もなくやられていただろうが、あの星露シンルーから魎りよう山ざん泊ぱくにおける最高評価である甲こう武ぶの成績を認められたのは伊だ達てではない。少なくとも、近接戦闘ではそう易やす々やすと遅れを取るわけにはいかなかった。

「それよりも、だ……」

　問題はレスターの攻撃がまるで通じなかったことだ。予選で《沙竜アンフイスバエナ》の攻撃を意にも介していなかったことからある程度の防御力は想定していたが、すでにそういうレベルの話ではない。何しろレスターの一撃をまともに食らっておきながら、吹き飛ぶどころかよろめきさえしないのだ。体格ではレスターのほうが一回り以上勝っているし、膂りよ力りよくにおいてはこの《王竜星武祭リンドブルス》本戦出場者の中でも最上位だという自負がある。その上、レスターのヴァルディッシュ＝レオは衝撃力に特化させた特殊仕様だ。いくらあの黒泥の鎧よろいが堅けん牢ろうであったとしても、堅いだけではその衝撃までをも防ぐことはできないはず。

　つまりこの黒泥は完全に内と外を遮しや断だんしていることになる。

（なんにせよ、もう少し探ってみるしかねえか）

　せめて校章が露出していれば狙ねらい所もあるのだが、あの鎧の内側ではまず手が出せない。

「ガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

　再度斬きりかかってきた黒騎士の剣をヴァルディッシュ＝レオで受け止めると、ずしりと重く腕がビリビリと痺しびれそうになる。ただ、決して防御できないわけではないようだ。

　レスターがもう一度距離を取ろうとすると、黒騎士は間合いが離れるのを嫌ってぴたりと張り付くようにしながら続け様に連撃を放ってくる。ヴァルディッシュ＝レオの間合いで斬り合うのを避けるためだろう。

「けっ！　理性も何も吹っ飛んでるように見えて、存外小こ癪しやくな立ち回りをしやがる！」

「グルオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！」

　普段なら持ち前のパワーで無む理り矢や理りにでも引きはがせるのだが、この相手ではそれができない。仕方なくレスターは右手に握ったヴァルディッシュ＝レオで黒騎士の猛攻を捌さばきつつ、左手で新たに別のヴァルディッシュ＝レオを起動させた。
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『ひゃっほーう！　ここで双方、足を止めての斬きり合いだー！　黒くろ騎き士しの漆黒の刃が翻ひるがえり、《轟遠の烈[image: ]コルネフオロス》の巨大な戦斧が唸うなりを上げるー！』

　黒騎士の途切れない連撃を二本のヴァルディッシュ＝レオで防ぎつつ、隙すきを見てはレスターも反撃する。上段から振り下ろされた黒剣を弾はじき上げ、がら空きになった胴へヴァルディッシュ＝レオの柄を叩たたき込み、胸を突いてきた一撃をサイドステップでかわしながらその背中へヴァルディッシュ＝レオを叩き込み、首を刎はねんとばかりに薙なぎ払われた斬ざん撃げきを上体を仰のけ反ぞらせて避け、左右のヴァルディッシュ＝レオで挟み込むような同時攻撃を叩き込む。

　それでもなお、黒騎士は止まらない。どれだけの攻撃を見舞っても黒騎士には傷一つ付けることができず、怯ひるませることすらできない。

『うーん……やっぱりこのままだとマクフェイル選手のほうが不利だね。よく凌しのいではいるけれど、この状況が長引けば……』

　蓮れん也やの言う通り、すでに捌さばき切れなくなった黒剣がレスターの腕や足、脇腹などを浅く切り裂さくようになってきていた。黒騎士とレスターとでは、その間合いの優劣を差し引いたとしても攻撃の回転力が違いすぎるのだ。黒騎士は防御行動にリソースを割く必要がないのだから当然だろう。

「ぐっ……！」

　このままここで斬きり合えば、レスターが受ける傷は少しずつ深くなっていくだろう。今はまだ致命傷には至らなくとも、どれだけ持つことか。

（とはいえ……なんとなくわかってきたぜ……！）

《魔術師ダンテ》や《魔女ストレガ》の能力の強さは二つの要素に起因する。

　一つは単純に星辰力プラーナの量。オーフェリア・ランドルーフェンや予選で純星煌式武装オーガルクスのウルム＝マナダイトを破壊してみせたヒルダ・ジェーン・ローランズのように、無尽蔵とも思える星辰力を持っていればああした規格外の力を振るうことも可能だ。だが、いくら探ってみても黒くろ騎き士しからはそこまでの星辰力量は感じられないし、隠しているというわけでもなさそうだった。むしろ黒騎士の星辰力量は一般的とも言っていいレベルだ。それも当たり前と言えば当たり前で、いかに人格が複数あろうとも身体からだは一つ。星辰力の絶対量が増えるわけはない。

　ならばこの『無敵』っぷりは、もう一つの要素に拠よるものだろう。つまり、意志の力だ。《魔女》や《魔術師》の能力は使う者の意志によってその強さが大きく左右される。十二人分の意志が注ぎ込まれているのだとしたら、これほどの能力となって発現するのも納得だ。星辰力がブレて感じられたこともそのせいだろう。

「グオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！」

　黒騎士の攻撃が一層苛か烈れつさを増してくる。こうなるとレスターも反撃の手を休め、防御に専念せざるを得ない。太刀筋に慣れてきた分、こちらから攻撃を仕掛けないのであればそれほど深手を負うこともない。もちろん、このままでは勝つこともできないのだが。

「ちぃっ！　せめて引き剥はがせれば仕切り直しもできるってのに……！」

　そうぼやきながら、黒剣を振り払ったその時──ふいにレスターの右太ふと腿ももを熱く鋭い衝撃が襲った。

「なっ……!?」

　視線を遣やれば黒騎士の左腕から黒泥が形を変えて棘とげのように伸び、レスターの腿を刺し貫いている。

　兜かぶとの奥で、黒騎士の瞳ひとみがにやりと笑う。

（こいつ、こんなことも……！　いや、それよりも俺が太刀筋に慣れた頃合いを見計らってやがったのか……！）

　レスターは自分が罠わなにかかったことを悟り慌てて背後に跳ぶが、一歩遅い。

「ギイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ！」

　黒騎士の全身からまるでウニのように無数の棘が伸び、レスターの全身に突き刺さる。

「ぐあああああああああああああっ！」

　両腕を使いかろうじて急所と校章だけは守ったものの、着地したレスターは身体を支え切れず、左手のヴァルディッシュ＝レオを杖つえ代わりになんとか倒れるのを堪えた。全身から血が流れ出し、視界がぼやける。特に足の傷は相当に深く、これではもはや黒くろ騎き士しの攻撃をかわすのは不可能だろう。

　そこへ黒騎士が容赦のない追撃を仕掛けてくる。接近を許せば即敗北だ。かといってそれを阻もうにも──

「っ！　そうか！」

　レスターはとっさにヴァルディッシュ＝レオを迫りくる黒騎士の足下に叩たたき込んだ。

「ギィッ!?」

　光刃が地面を割り砕き、黒騎士がバランスを崩して前のめりにつんのめる。いかに本人が攻撃を受け付けないとはいえ、足場が崩れてしまえばどうしようもない。ゴロゴロと転がりながらレスターの横を通り過ぎた黒騎士はすぐに体勢を立て直すが、レスターはその隙すきに右手のヴァルディッシュ＝レオへ星辰力プラーナを注ぎ込んでいた。

『ここでマクフェイルが流星闘技メテオアーツだー！　ただでさえデカい戦斧が、二倍以上に巨大化したぞー！　これであの黒騎士の『無敵』を破れるってのかー!?』

『あの出血じゃ、そう持たない。覚悟を決めたんだろうね』

　そうだ。こうなった以上、もはやあれこれ考えている余裕はない。

　あとは単純に黒騎士の能力とレスターのパワー、どちらが勝るかというだけだ。

「グルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル……！」

　黒騎士はそこで初めて警戒するような素振りを見せたが、虚空から新たな黒泥が現れたかと思うとその剣に絡まり、刀身を伸ばしていく。懐へ入り込んだ際の間合いの優位を敢あえて消すことになるが、これで確実にこちらを仕留めようというのだろう。

「……いいぜ、かかってこいよ」

「ガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

　黒騎士が吠ほえ、今までと同じように真正面から──だが今まで以上の速度で突っ込んでくる。迎え撃つレスターはヴァルディッシュ＝レオを真横に構え……。

「《ブラストネメア》！」

　全力を振り絞りそれを薙なぎ払ったが──やはり黒騎士は止まらない。黒泥の鎧よろいはまったくの無傷だ。

「ぐふ……っ！」

　その一瞬後、黒騎士の剣が深々とレスターの脇腹に食い込み、貫通する。

『うおー！　こ、これは決まっちまったかー!?』

　──しかし、それがなんだというのか。

　レスターはヴァルディッシュ＝レオの柄を短く握り直すと、もう一度それを黒騎士の胸に叩き込んだ。更に、もう一度。

「ギッ!?　ガアアアア!?」

　黒くろ騎き士しが困惑したように呻うめくが、レスターは止まらない。

　黒騎士の能力は、十二人の意志によって支えられている。だが、こうして闘っていてもレスターはその向こうにある熱を感じ取ることはできなかった。黒騎士はただ目の前の相手を倒すために闘っているだけで、そこには完結したエゴイズムしかないのだ。『彼ら』にとって『彼ら』以外はどうでもいい存在で、どうでもいいことなのだろう。

　そんなものに。

　その程度の想おもいで闘う者に、レスターは負けるわけにはいかなかった。

「こっちにはなあ……！　命張ってでも闘いたい奴がいるんだよ！」

　たかだか十二人分の意志など、へし折ってしまえばいいだけだ。

　四回、五回と光刃を叩たたき付け──そして、六回目。

　ぴしりと、何かがひび割れる音がした。

　脳裏にいつかの星露シンルーの声が響く。

『よいか、レスター。ぬしの力は確かに強い。が、それだけでは壁は超えられぬ。ぬしはまだその力の使い方を体得しておらぬからじゃ。その戦斧で相手を打つ時、今のぬしは面で叩いておる。そうではなく、点で打つことを覚えよ。ぬしのその馬鹿力を、ただ一つの点に集約させるのじゃ。面と点、その二つを自在に使い分けることができた時こそ、ぬしは──』

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　レスターは今まで身体からだを支えるために使っていた左手のヴァルディッシュ＝レオを、黒騎士の剣が一層深くえぐり込んでくることも構わずに殴りつけるようにして振り抜いた。

「──ッ!?」

　黒泥の鎧よろいが弾はじけるようにして砕け散り、声にならない声を上げて黒騎士が吹き飛ぶ。

　黒騎士の身体はそのままステージ中央まで転がっていくと、大の字になって倒れたままピクリとも動かない。

『っ！　す、すげえすげえすげえ！　マクフェイルの戦斧が、ついに黒騎士の鎧をぶっ壊したー！　いやっほー！　こいつは豪快でご機嫌な決着だー！』

『ま……まさかあんなに強力な《魔術師ダンテ》の能力を、力ずくで吹き飛ばすなんて……』

　やがて黒騎士の身体から溶けるように黒泥が剥はがれ落ちて行き……。

「黒騎士、意識消失アンコンシヤスネス」

「試合終了エンド・オブ・バトル！　勝者、レスター・マクフェイル！」

　その機械音声を確認したレスターも、うつぶせに倒れ伏す。

「へ、へへへ……！　やってやったぜ……！」

　レスターは地面の冷たさを頬ほおに感じながらそう笑うと、すぐに意識を失った。

　　　　　　　　＊

「はぁ……はぁ……！」

「──今更儂わしが言うまでもなかろうが、ぬしのその業わざ、《星武祭フエスタ》のような場では一度しか使えぬ。使いどころを間違えぬよう精々気を付けることじゃ」

　無限に広がる板張りの間。

　息も絶え絶えに座り込むユリスの前で、腕組みをした星露シンルーがそう言った。

　ただしその星露も、まとった服のあちこちが焼き焦げている。

「もっとも、その前にどこまで使いこなせるやら……《王竜星武祭リンドブルス》までそう時間はないぞえ？」

「……無用の心配だ。その時までにはきっちり使いこなせるようになってみせるとも。その暁には、おまえのその余裕を引っぺがしてやろう」

　ユリスはそう言って膝ひざに手をやると、残った力を振り絞ってよろよろと立ち上がった。

「ふふん！　精も根も尽き果てたその様で、よくもぬかしおるわ」

　からからと笑う星露にユリスは射抜くような目を向けたが、その言葉に否定し難がたい事実が含まれているのも確かだ。

　──月華美人クイーン・オブ・ザ・ナイト。

　オーフェリア・ランドルーフェンに対抗するためユリスが編み出した、ある意味で《魔女ストレガ》としてのユリスの能力の極地だ。今はまだその力に振り回されている形だが、そう遠くないうちに御する自信はある。だからその点は問題ない。危き惧ぐすべきは、一度しか使えないというその条件のほうだった。

　この業はユリスの体力、精神力、星辰力プラーナのすべてを極限まで摩耗させる。それも一日や二日で回復するものではない。一度使えば、その次の試合で闘うどころか出場することさえ難しいだろう。

　早い段階でオーフェリアと闘うことができるならば問題ないだろうが、そんな幸運をただ祈るだけというわけにもいかない。本戦になれば、星露の言うところの壁を超えた者たち──綾あや斗とや暁彗シヤオフエイ、シルヴィアといった面々と否いや応おうなくぶつかることとなる。オーフェリアと相対する前に、最低でも一戦、いや下手をすれば三戦程度は彼らと闘うことを覚悟しておかなければならないはずだ。

　となれば。

「《万ばん有ゆう天てん羅ら》、一つ聞こう」

「なんじゃ？」

「月華美人クイーン・オブ・ザ・ナイトなしで、私が……彼らに勝つことは可能か？」

　ユリスが真剣な表情でそう言うと、星露シンルーはそんなユリスの覚悟とは裏腹に軽い調子でそれを笑い飛ばした。

「うむ、それは無理というものじゃな」

「……そうか。いや、まあ、そうだろうな。そうだろうとも」

　ユリスはがっくりと肩を落とす。

　元々がそういう話だったのだ。

　だからこそユリスはただ一つ、無む茶ちやを通すだけの切れ味を持った諸もろ刃はの剣つるぎを用意したのだから。

「ほっほっほ！　まあ待て、冗談じゃ。一応、ぬしにも可能性がないわけではない」

「っ！　本当か!?」

　がばっと顔を上げ、星露の肩を掴つかむ。

「以前言ったように、ぬしはすでに磨き上げられた玉じゃ。これ以上、伸ばすところはない。基礎スペックも戦闘技術も十分に高いレベルではあるが、壁を超えた超一流の者たちとは比べるべくもない。ぬしが持つスキルでその域に達しておるものは、星辰力プラーナのコントロール技術くらいなものじゃろう。とても壁を超えた者たちには太刀打ちできぬ。十回やっても十回負け、百回やっても百回負け、千回やってようやく一回勝ちの目が見えるかどうかといったところじゃ」

「……ああ、そうだろうな」

「と、そう思っておったところにぬしはあの業を見せつけた。わかるか？　それは才じゃ。儂わしの目が量りそこなうほどの、な」

　星露はそう言ってにんまりと笑う。

「いや、だから月華美人は使わないという前提で──」

「ちっちっち、わかっておらぬのう。そうではない。儂はぬしの生み出す力を才と呼んだのじゃ。ぬしは一流の《魔女ストレガ》じゃ。では、それを支えるものはなんじゃ？　星辰力の量か？　火力か？　違うであろう。《魔女》としてのぬしの強みは、能力の多彩さじゃ。そしてその多彩さを実現した発想、想像力じゃ」

「想像力……」

　確かにユリス自身、自らの能力の汎はん用よう性せいについては認めるところだ。

　だが……。

「そんなもので、私と彼らの差が埋まるのか？」

「まさか、埋まるわけがあるまい」

　けろりと言ってのける星露に、がくりとバランスを崩すユリス。

「……貴様」

　ジロリと睨にらみ付けるが、星露シンルーはあくまで平然と続ける。

「だからあくまで可能性じゃと言っておろうが。その程度では埋まらぬ。埋まらぬからこそ、積み上げるのじゃ。あらん限りにな。そうして想像力を積み上げて積み上げて……その上から目いっぱい手を伸ばしたなら、壁の縁あたりには指が届くやもしれぬ。さすれば百に一度くらいまでは近づけよう」

「想像力を積み上げる、か……」

　そこでようやくユリスは星露が言わんとしていることを理解した。

「じゃが、それは儂わしにも鍛え上げることができぬ。ぬしが自ら鍛え、育み、伸ばした上で、一つ一つ積み上げていかねばならぬ。容易な道ではないぞ。ましてや、この魎りよう山ざん泊ぱくに通いながらそれを成すとなればな」

「ふん、望むところだ」

　できることはなんでもやってやる。

　何しろ本来はできないことをやろうとしているのだ。それとくらべたら、なんということもない。

「誰が相手であろうと勝つ。そうせねばならぬのだ……！」

　ユリスは自らに言い聞かせるようにそうつぶやくと、暗く昂たかぶる気持ちを鎮めるようにそっと目を閉じた。

　──それが今から数ヶ月前の話だ。

『さーてぇ、東ゲートから姿を現したるは星せい導どう館かん学園の序列五位、《鳳凰星武祭フエニクス》に続き《獅鷲星武祭グリプス》を制覇し、第一試合を勝ち抜いた天あま霧ぎり綾あや斗と選手と同じく史上二人目のグランドスラムの権利を有する《華焔の魔女グリユーエンローゼ》、ユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルト選手ぅ』

　どこか気だるげで間延びした、よく言えば落ち着いた口調の実況は、レヴォルフＯＧのＡＢＣアナウンサーであるドミティラ・クルス・ファノーリスだ。

『《魔女ストレガ》としては《戦律の魔女シグルドリーヴア》シルヴィア・リューネハイム選手と並んで今大会出場者でもトップクラスでしょうね。遠距離戦のほうが得意分野であることは間違いないでしょうが、煌式遠隔誘導武装レクトルクスの操作も巧みで中・近距離戦でも抜群の安定感を示しています。今大会屈指のオールラウンダーと言っていいでしょう』

　解説のメーヴ・ケリーはガラードワースのＯＢで現在は六りつ花か施政庁の職員。《鳳凰星武祭》、《獅鷲星武祭》、《王竜星武祭リンドブルス》のすべてでベスト四に入った実績から、あらゆる《星武祭フエスタ》に呼ばれる便利屋的解説員だ。

（まあ、至って真面目な解説で私も嫌いではないがな……）

　ゲートから続くブリッジを歩きながらそんなことを考えている自分に気が付き、ユリスは少し驚いた。存外に余裕があるのか、それとも開き直ったのかはユリス自身にもわからないが。

　ゲートからステージに飛び降り、一度深呼吸をしてから目の前に立つ偉丈夫へ話しかける。

「久しぶりだな、《覇は軍ぐん星せい君くん》。《獅鷲星武祭グリプス》以来か。休学して武者修行の旅に出ていたとか？」

「ああ、有意義な旅だった。その成果はおまえ自身の身で確かめるがよかろう、《華焔の魔女グリユーエンローゼ》よ」

「……すでに十分見せつけてもらっているがな」

　言って、ユリスは苦笑する。

　暁彗シヤオフエイは予選までそのすべての試合を一撃必倒。本戦に入った四回戦でも、星せい導どう館かん学園の序列六位《倒とう鬼き》東あずま薙ち[image: ]いばらを圧倒している。

　[image: ]も長年《冒頭の十二人ページ・ワン》を維持してきただけあって──ここしばらく星導館では《冒頭の十二人》の変動がほぼ起こっていないほど上位が安定している。レスターが不戦敗で十一位に落ちたくらいか──その実力は折り紙つきだ。[image: ]が創始した《星脈世代ジエネステラ》流の実践合気柔術は、腕が触れた次の瞬間には相手の関節を破壊していると言われるおそるべきもので、星辰力プラーナを用いた投げ技の破壊力も侮れない。ちなみにかつては同じく特殊な能力なしで闘う綺き凛りんに仲間意識のようなものを持っていたようだが、綺凛が純星煌式武装オーガルクスを持つようになってからは一転して批判的になっていた。

　暁彗はそんな[image: ]が仕掛けてきた技をことごとく破り、やはり正中線への拳一発で決着を付けている。最も早はや別次元の強さと言っていい。

「俺も聞いているぞ、《華焔の魔女》。師父に稽けい古こを付けてもらった一人だそうだな？」

「まあな。その点ではあの戦闘狂には感謝しているとも」

「くくっ……師父は手加減というものを知らん。いや、一応知ってはいるのだが、手加減とは思えぬほどのギリギリまでを攻めてくる。おまえも苦労しただろう」

　と、暁彗がその精せい悍かんな顔をほんの少し緩めた。

「……少し変わったようだな、《覇軍星君》」

　先の《獅鷲星武祭》でチームとしては対戦したものの、ユリスと暁彗が直接剣を交えたことはない。それでも、あの時から比べると雰囲気が柔らかくなったというか、人間味が増したような気がする。

「そうか……？　自分ではよくわからぬものだが、そう言えば先日《疾しつ風ぷう刃じん雷らい》にも同じようなことを言われたな。ならば、そうなのだろう」

「綺凛に……？」

　それはそれで気にならないでもなかったが、そろそろ時間だ。

　ユリスはホルダーから発動体を取り出すと、煌式遠隔誘導武装レクトルクスを展開する。一方の暁彗シヤオフエイは特に武器を取り出す様子もない。《獅鷲星武祭グリプス》の時は棍を使っていたが、今大会では無手での戦闘を貫いているので、バトルスタイルも変えてきたのだろう。

「まあいい。いずれにせよ、私はこの勝負を譲るつもりはない。たとえおまえがどれほど強くなっていようともな」

「……望むところだ、《華焔の魔女グリユーエンローゼ》」

　お互いに真っ向から視線をぶつけ合い、開始位置へと向かう。

「五回戦第四試合、試合バトル開始スタート！」

「──破っ！」

　直後、ステージの中央で爆発が巻き起こった。

　地面がえぐれて吹き飛び、四方遥はるか先までひび割れが走る。

　それがただの震しん脚きやくであったとすぐに気が付いた者は、十万人近い観客の中でもほんの一握りだろう。そしてその暁彗の踏み込みを目で追えた者は、皆無に違いない。この映像を見ているだろう出場者たち、そして各学園の序列上位陣でも果たして何人がそれを成し得たものか。

　噴き上がった粉ふん塵じんがゆっくりと晴れ、クレーターの中心に拳を構えた暁彗の姿が現れる。

「この初撃、全力を込めて放ったつもりだったが……よくぞかわした」

「この様ではあまり褒められている気はしないがな……！」

　ユリスはだらんとぶら下がった右腕を押さえ、痛みを堪えつつそう応えた。腫はれ上がった右腕はおそらく折れている。

　攻撃の動作としては極めて単純な踏み込みからの掌しよう打だ……だが、直撃をかわしてさえ、これだ。まともに受ければ即座に試合終了だろう。

（しかし……確かにすんでのところではあったものの、なんとか回避はできた。今の言を信じるならば、暁彗の全力をだ）

　だとしたら、僅わずかながら希望はある。

『あらぁ……開幕いきなり武選手の攻撃が炸さく裂れつですねぇ。リースフェルト選手もなんとか直撃を免れたようですが、ダメージは小さくない様子。これは早々に勝負が決まってしまうのでしょうかぁ？』

『いや、そうとも言い切れません。確かに実力は武選手のほうが勝っているでしょうが、その上で今の初撃を凌しのげたのは《魔女ストレガ》としてのリースフェルト選手の能力が優れている証拠でもあります』

『と、言いますとぉ？』

『彼女の足下を見てください』

　メーヴの言葉に、ユリスは自分の足下に観客の視線が集中するのを感じた。

　事実、ユリスの足首の周囲には、掌てのひらサイズの小さな炎の翼が何枚も揺れるように羽ばたいている。

「なるほど……加速補助能力といったところか」

　それを見た暁彗シヤオフエイが感心したようにつぶやいた。

「《天てん苛か武む葬そう》のような芸当は、一朝一夕で真ま似ねできるものではないからな。私としてはこちらのほうが余程扱いやすい」

　これは『極楽雛鳥の輝翼ストレリーテイア・ペテイ』。

　飛行能力である『極楽鳥の燈翼ストレリーテイア』を限定的にアレンジしたものだ。極楽鳥の燈翼は速力の面では申し分ないものの、加速にやや時間がかかり、小回りが利かない。その点、この極楽雛鳥の輝翼は瞬間的な加速に特化しており、消費する星辰力プラーナも微々たるものだ。

「面白い！」

　そこへ暁彗の二撃目が襲い掛かる。

　クレーターの中心から一瞬でユリスの左サイドに回り込んだ暁彗が、右拳を繰り出す。

「く……っ！」

　ユリスは煌式遠隔誘導武装レクトルクスを六本すべて束ねるようにしてその掌しよう打だを防ぐが、それでもなおたった一撃で弾はじき飛ばされてしまった。空いた空間を貫くようにして、今度は左拳がユリスの胸の校章を狙ねらう。

　が、その一撃よりも一瞬だけ早く、ユリスは極楽雛鳥の輝翼の加速を得て背後に下がっていた。そのままできるだけ距離を取る。暁彗と近接戦闘を続けるなど自殺行為に他ならない。

（よし……やはり一、二撃程度であれば凌しのげないことはないな）

　ユリスの脳裏に、在りし日の星露シンルーの言葉が蘇よみがえる。

『──ユリスよ。壁を超えた者たちとぬしらそこに及ばぬ者たちが闘った際、最も際立って異なる点はどこだと思う？　……身体能力？　戦闘技術？　否、否、否。そんなものは些さ細さいなものにすぎぬ。あやつらとぬしらの決定的な差はのう、反応速度じゃ。あやつらはぬしらとは違う速度の世界で闘っておる。故に、ぬしらは手も足も出ず負けるのじゃ。そしてこの反応速度というものは、持たぬ者が己一人で鍛えるには限界がある。なぜならばその世界を体感し、経験せねばならぬからじゃ。──どうじゃ、ここまで言えばわかったであろう？　儂わしがなぜ、この魎りよう山ざん泊ぱくで実戦を以もつて鍛錬としておるかをな』

　今、ユリスはまさにそれを実感していた。

　かろうじてとは言え、暁彗の攻撃に対応できるのは星露と闘った経験があるからであり、星露シンルーによって壁を超えた世界を無む理り矢や理りに体感させられたからだ。つまり暁彗シヤオフエイよりも上の速度を身体からだが知っているからに他ならない。

　それでも受けに回ったら圧倒的に不利なのは変わらない以上、こうして距離を取りつつ攻めるのみだ。まずはノヴァ・スピーナを地面に突き刺し、左手を地面に押し付けると、ステージ上に巨大な魔法陣が浮かび上がる。

「咲き誇れ──隆炎の結界華グレビレア！」

　ユリスがそう叫ぶと同時に十メートルはあろうかという炎の柱が十数本、暁彗を取り巻くようにして噴き上がった。更にユリスが左腕を振ると、炎の柱が地面を滑るようにして動き始める。無論、その目指す先は暁彗だ。

「……この技は《獅鷲星武祭グリプス》で一度見たぞ、《華焔の魔女グリユーエンローゼ》」

　が、暁彗は襲いくる炎の柱を裏うら拳けんの一撃であっさりと霧む散さんせしめた。

「なっ……!?」

　それどころか。

「勢っ！」

　暁彗が水平に手刀を振り抜くと、嵐あらしのような烈風がステージを走り抜け、残ったすべての炎の柱が一斉に消滅する。

「──」

『……っ』

　これにはユリスもメーヴも観客も、絶句するしかない。

『え、えぇっとぉ……今のはもしや……？』

『リースフェルト選手の能力を、拳圧だけで吹き飛ばした……のでしょう、たぶんですが』

「くっ……！　相変わらず無む茶ちや苦く茶ちやだな！」

　せめて呪じゆ符ふでも使って防御するというのであればまだしも、素手の拳でそれをやられてはどうしろというのか。

（いや……だが、なんだ……？　一瞬だが、拳の星辰力プラーナが妙に……）

　不可思議な違和感。星辰力であって星辰力ではないような……。

　と、そこまで考えて、すぐにユリスは頭を切り替えた。今はそれよりも攻撃の手を緩めないことが肝心だ。

「咲き誇れ、密執の破茜花イクソラ・キネンシス！」

　ユリスがノヴァ・スピーナを一振りすると、その周囲に拳大の炎弾が数十発出現する。

「行け！」

　号令と共に一斉に放たれたその炎弾たちは、速度こそそれほどではないものの、まるで羽虫のような不規則な軌道で暁彗に襲い掛かった。ランダムな炎弾の動きは、その数と相まって回避するのは難しい。

「ふむ……」

　暁彗シヤオフエイは訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめたが、その一発を右手で振り払う。小さな爆発──実際、威力はそれほど高いわけでもない。だが。

（かかった……！）

　その途端、残りの炎弾すべてが一斉にその着弾点へと集中する。

「ぬぅ……っ！」

　宙を舞うような動きから一転し、一直線に暁彗の右手を目指して集まった炎弾が、次々と小規模な爆発を巻き起こし続ける。一発一発の威力は低くても、これだけの数ならば無傷というわけにはいくまい。何よりもこの技は一定時間相手をその場に釘くぎづけにすることができる。

「咲き誇れ！　天刃の大輪華ガイラルデイア！」

　ユリスがノヴァ・スピーナを頭上に掲げると、赤円の[image: ]斬花リビングストンデイジーの十倍はあろうかという巨大な戦輪が顕現した。高速で炎の刃を回転させる戦輪を、暁彗目掛けて撃ち放つ。

「させんっ！」

　が、暁彗はなんとそれを左手一本で押おし止とどめた。

「馬鹿なっ!?」

　いかに暁彗が超人的な力の持ち主でも、この規模の技を素手で防ぐなどオーフェリアのような無尽蔵の星辰力プラーナがない限り不可能な芸当だ。

「斬っ！」

「なっ……！」

　しかもあろうことか、暁彗は密執の破茜花イクソラ・キネンシスをすべて受け切った右腕でその戦輪を逆に両断する。

（っ！　やはり右手と左手で星辰力の質感が違う……！　まさか……！）

「もらった！」

「しま──っ」

　その一瞬の隙すきを突いて暁彗が一気に間合いを詰めてくる。

　暁彗の右腕が一いつ閃せんし、ユリスの胸の校章を切り落とした……かに見えたが。

「むっ!?」

　そのユリスの姿はゆらりと揺らぎ、掻かき消えた。暁彗の顔に、初めて驚きよう愕がくの色が差す。

　貴婦人の幻映華オンキデイウム・シヤーリー。

　かつてユリスも苦しめられた双子の星せい仙せん術じゆつと同様に、幻影を映し出す技だ。ユリスはすでに暁彗の背後に回り込んでいる。

　そして。

「綻ほころべ、千日の永劫花ゴンフレーナ！」

　予あらかじめ仕込んでおいた設置型能力を発動させる。

「……っ！」

　暁彗シヤオフエイの足下から噴き上がった炎の花弁が、すっぽりとその身体からだを包み込んだ。その鮮やかな紅が長い期間色いろ褪あせないということから千せん日にち紅こうとも呼ばれる花をモチーフにしており、爆発などではなく相手を熱波の中へと閉じ込めることによりダメージを与える。

「……なるほど、大したものだ」

　ところが、その花弁の中からくぐもった低い声が響いたかと思うと。

「おいおい、まさか……」

　十字の斬ざん撃げきが煌きらめき、花弁がぱっくりと切り開かれた。

　そこから暁彗が、のそりと姿を現す。ほとんど無傷で、せいぜい汗をかいている程度だ。

「これだけ畳み掛けて、汗をかかせただけとはな……まったく、泣きたくなる」

「……いいや、正直に言って少々驚いた。ここまで多様な能力を使いこなすとは、卓越した応用力と想像力だ。驚嘆に値する」

　そう言う暁彗の右腕はやはり異様な質感の星辰力プラーナをまとっている。

「驚嘆と言うならば、おまえのその星辰力のほうが余程度肝を抜いてくれたぞ。一体なんなのだ、それは？」

「──錬星術アルナジユミア」

　ユリスの問いかけに、暁彗は短くそう答えた。

「星辰力をより効果的に変質させる技だ」

「……やはりか」

　そんなことができるとは聞いたこともないが、こうして目の当たりにしている以上認めるしかない。

「これを伝授してくださったお方に比べれば、俺のそれはまだまだ児じ戯ぎに等しい。が、それでもこうして防御に特化した星辰力に変質すればおまえの能力を防ぎ止め、攻撃に特化した星辰力へ変質させれば素手で純星煌式武装オーガルクスと打ち合うことさえ可能となる」

　暁彗はそう言いながら、ゆっくり足を開いて腰を落とし、拳を突き出して構えを取る。

「そして……この錬星術と師父より教え込まれた武術を合わせたものこそ、俺の──武ウー暁彗の新たなる拳けんだ」

「……なんとまあ、これは驚いた」

　運営本部に隣接した特別観戦室の空間スクリーンでユリスと暁彗の試合を観戦していたマディアスは思わずそう零し、すぐに口元を押さえるようにしてごまかす。何しろ今は各統合企業財体の最高幹部も同席しているのだ。特段変わった発言ではないものの、迂う闊かつな言動は控えねばならない。

　ちらりと視線を周囲に巡らせるが、特に気が付いた者はいないようだ。

（しかし……一時的なものとはいえ、技術だけで私と同じ領域にまで達したというのか、彼は。さすがはあの《万ばん有ゆう天てん羅ら》の一番弟子、途方もない才気の持ち主だな）

　マディアスの星辰力プラーナは、鬼気の影響もあってより高密度で戦闘に特化した性質に変化している。これは強く激しい意志の力がもたらすものであり、長い年月を掛けて培われたものだ。実の所マディアス以外にも同じようなケース──つまり強い意志や感情が星辰力を変質させる──は何例か報告もあるのだが、再現性に乏しく実証はなされていない。当のマディアスさえ、結果的にそうなっただけで最初からわかっていたわけではないのだから。

　となると、今度は当然の疑問が湧わいてくる。

（武ウー暁彗シヤオフエイ……彼は一体どこでその技術を身に着けたのか？）

　これが《万有天羅》本人が成したのであれば納得もしよう。長き時間を生きてきたあの女性ならば、マディアスたちが知り得ない知識を持ち、解明できない技術を有していてもなんら不思議はない。

　が、先代の《万有天羅》も先々代の《万有天羅》も、星辰力を変質させるなどという技術を使ったことは一度もなかった。秘術中の秘術ということならばわからないでもないが、それならばこのタイミングで弟子が披露するというのも不可思議だ。となれば、むしろ暁彗はこの技術体系を《万有天羅》以外から学んだと考えるほうが自然だろう。まさか武暁彗が、自分一人であの技術を編み出したというわけでもあるまい。

　暁彗はこの一年間、六りつ花かを離れ武者修行の旅に出ていたという。

（まったく、この世界はまだまだ広いということか……）

　マディアスは素直にそう感心すると、視線をスクリーンへと戻した。

（なんにせよ、リースフェルトくんには厳しい闘いとなるだろうね。さて……）

　──カペラドーム、界龍ジエロン第だい七なな学がく院いん特別観戦室。

「す、すごい！　圧倒的ですね、大師兄は！」

　虎峰フーフオンは興奮を抑え切れずに立ち上がると、拳にぎゅっと力を入れながらそう言った。

　星辰力を変性させる技に関してはすでに聞いていたものの、結局予選では使われる機会がなかったので、実際に目の当たりにするのは今日が初めてだ。

「体術の練度も明らかに向上しているし、これは本当にお強いわ……。まあ、水派代表としては、星せい仙せん術じゆつの使用頻度がまた下がったのが気になるけれどねー」

　セシリーも感心しきりといった顔だ。

　確かに暁彗は元々星仙術を補助として割り切っている部分があり、体術での近接戦闘を中心に試合を組み立てることが多かった。気き質しつが道士タオシーよりも拳士よりなのだ。武者修行から戻ってきてからは、その傾向がますます強くなったようにも思える。

　だがこの有無を言わせぬ実力の前ではそれも些さ細さいなことだ。

「これならばあの《孤毒の魔女エレンシユキーガル》にも届きますよ！　ねえ、師父！」

　虎峰フーフオンがそう言いながら横に座る星露シンルーを見ると、これほどの試合を前にして珍しく静かに俯うつむいている。

「師父……？」

　訝いぶかしく思った虎峰が身を屈かがめてその顔を窺うかがうと。

「っ！」

「くく……くふふふふ！　やるではないか、二人とも……！　良いぞ良いぞ、そうでなくてはのう……！」

　星露はその瞳ひとみを爛々と輝かせ、強暴な笑みを浮かべていた。

　直後、その小さな手が置かれた肘ひじ置きが粉々に砕け散る。

「あー……師父？　くれぐれも言っておきますけど、まさか乱入などしないでくださいねー？」

　セシリーも額に汗を浮かべながら、猛獣を宥なだめるようにそっと星露の忠言するが、当の星露はまるで聞いていない。

　いかに星露と言えども、まさかそのような無む茶ちやはしないだろう。

　しないだろうとは思うのだが……。

「……」

　虎峰とセシリーは互いに目線を交わすと、いざという時にはすぐに動けるよう──といっても星露が本気であれば二人がかりであろうとも止められるはずはないのだが──無言で確認してうなずいた。

　──ユリスと暁彗シヤオフエイ、その闘いの舞台は空中へと移っていた。

「咲き誇れ、突貫の紅槍花ハニーサツクル！」

　炎の翼を羽ばたかせて空を舞うユリスがそう叫ぶと同時に地上に幾つもの魔法陣が展開し、まるでロケットのように炎の槍やりが発射される。

　しかし暁彗は四方にばら撒まいた呪じゆ符ふを足場に飛び回り、炎の槍を回避しつつぐんぐんと距離を詰めてくる。その動きたるや尋常ではない。とても空中とは思えず、まるで地を駆けるかのようだ。空を自在に翔かける純星煌式武装オーガルクス《通つう天てん足そく》を履いた趙ジヤオ虎峰と比べても、まるで遜そん色しよくがない。

「ちぃっ！　速すぎる……！」

　やはり搦からめ手てを使わなければ、ユリスでは暁彗に攻撃を当てることさえ難しいのが現状だ。もっとも、当たったところであの防性星辰力プラーナを突破してダメージを与えることは容易ではないだろうが。

「急きゆう急きゆう如によ律りつ令りよう、勅ちよく！」

　逃げるようにして距離を取ろうとしたユリスに、暁彗シヤオフエイの手から呪じゆ符ふが放たれ幾条もの紫電が迸ほとばしる。

「ぐっ……！」

　逃げ道を塞ふさがれたユリスは即座に方針を転換し、煌式遠隔誘導武装レクトルクスで手近な呪符を切り捨てて暁彗の足場を奪った。これで少なくとも一度迂う回かいしなければユリスの下へはたどり着けないはず。

「咲き誇れ──天焼の群茜鳥インパチエンス！」

　更にユリスがそう叫ぶと、その背後に展開した魔法陣から小さな炎の鳥が数十羽現れ、群れを成して暁彗を襲った。攻撃と同時に暁彗の視界を奪いつつ、周囲の呪符も焼き払う一石三鳥の一手だ。

「やるな、《華焔の魔女グリユーエンローゼ》！　だが──爆！」

　ところが暁彗が呪符の上でぐっと屈かがみ込こんだかと思うと、ふいにその足元が爆発した。

「なんだと……!?」

　その爆発の勢いのまま炎の鳥の群れを真っ向から突破し、一直線にユリス目掛けて飛んでくる。

「っ！　大紅の心焔盾アンスリウム・多輪咲マルチフロース！」

　ユリスは慌てて炎の盾を多重展開するが、勢いに乗った暁彗の蹴けりはそれらをことごとく貫き、ユリスの胸を直撃する。

「かは……っ！」

　みしりと骨が軋きしみ、ユリスは落下する隕いん石せきのような勢いで地面へと叩たたき付けられた。一瞬呼吸が止まり、炎の翼も掻かき消える。おそらくあばらの二、三本も折れているだろう。

　そこへ少し手前に着地した暁彗がとどめとばかりに追撃を仕掛けてくるが、ユリスは痛みを堪えつつ煌式遠隔誘導武装を呼び戻して牽けん制せいする。

「さ、咲き誇れ……！　乱咲の赤炎刀エリスリナ……！」

　そしてよろめきながらもなんとか立ち上がり、掠かすれた声を絞り出すと、ユリスの周囲に炎刃を煌きらめかせた刀が十数本顕現して暁彗へと斬きりかかる。煌式遠隔誘導武装と合わせれば、二十本近い同時攻撃だ。

「勢っ！」

　が、これもまた腕の一振りですべて霧む散さんさせられてしまう。よほど大型の技ではない限り、暁彗の前では足止めにさえならない。

　それでもユリスはその間にかろうじて再度極楽雛鳥の輝翼ストレリーテイア・ペテイを発動させ、滑るように距離を取った。

『これはすごいですねぇ。片時も目が離せない、すごい攻防ですぅ』

『全体的に押しているのは武選手のほうですが、リースフェルト選手もなんとか食らいついていますね。あくまで今のところは、ですが』

「はぁ……はぁ……！」

　ユリスは呼吸を整えつつ、星辰力プラーナの残量を計算していた。

（くそっ……！　さすがにそろそろきついか……！）

　何しろここまでユリスは能力を使い続けている。そうしなければ暁彗シヤオフエイの攻撃を凌しのげなかったからとはいえ、このままのペースで技を放ち続ければ早晩枯こ渇かつしてしまうだろう。それに加えてユリスは右腕と肋ろつ骨こつが数本折れ、打だ撲ぼくや裂れつ傷しようは数え切れない。星辰力だけではなく、体力もレッドゾーンだ。満まん身しん創そう痍いと言っていい。

　対する暁彗は──未いまだに無傷。

「大したものだな、《華焔の魔女グリユーエンローゼ》。俺もおまえのデータには目を通しているが、最初に使ったものと炎の盾以外は、すべて初めて見る技だ」

　暁彗の声からは素直な感嘆と称賛が伝わってくる。

　本気で褒めてくれているのだろう。

「……おまえほどの相手に一度見せた技は通じまいよ。ならば新しい技を尽きるまで繰り出すしかあるまい」

「ほう、ではあとどれほど残っている？」

「それを教えると思うか？」

「ふふっ、それもそうだな。愚問だった、忘れてくれ」

　暁彗は苦笑すると、すっと拳を構え直す。

「……闘っていれば、いずれわかることだ！」

　そして言うが早いか、一足跳びで間合いを詰めてきた。

　実を言うならば、ユリスが用意してきた新技のストックはすでに尽きている。

　すでに敷設済みの設置型能力を除けば、最も早はやユリスには新たな攻撃手段は残されていない。無論、ユリスの技の豊富さを考えた場合、既存の攻撃手段ならいくらでも選択肢はある。だが、それでは通じない。いや、通じないどころか、暁彗にとっては脅威にさえならないのだ。それはまずい。

　今までも回避され、防がれてはいたものの、未知の技を使っていればこそ、そこに牽けん制せいとして効果も発揮されていたのだ。圧倒的に実力の劣るユリスがここまで粘ることができたのは、その効果に助けられていた部分が大きい。もしここでそれを失うとなれば、ユリスはすぐに追い詰められてしまうだろう。

　──ならばどうするか？

「破っ！」

「くぅ……！」

　呼び戻した煌式遠隔誘導武装レクトルクス六本の防壁を一蹴し、暁彗シヤオフエイが迫る。

　ユリスは反射的に回避行動に移りながら、このまま初撃をかわしたとしても二撃目を凌しのぐことはできないだろうことを本能的に悟っていた。

　その刹せつ那な、ユリスの脳裏を遥はるかな過去の映像がよぎる。

　リーゼルタニアの孤児院、その温室。柔らかな温かい笑みを浮かべる少女と、その隣で泥まみれになりながら四苦八苦しているユリス。そんな二人を見守るように咲き誇る色とりどりの花たち。孤児院からほど近い草原を、少女と一緒に駆け回るユリスの足下には一面の緑。その緑の合間から可愛かわいらしく顔を覗のぞかせている小さな蕾つぼみ。街頭の花屋で、あるいは書庫の古い図鑑で、一つ一つ指差しながら楽しそうに少女が語る。懐かしい声。花の名前──

（……オーフェリア！）

　ユリスは身体からだを捻ひねって暁彗の掌しよう打だをかわしつつ、頭の中でモチーフを選び出し、イメージを構築し、細部を練り上げ、星辰力プラーナと万応素マナをリンクさせる。

「咲き誇れ……」

　同時に左手に握ったノヴァ・スピーナを振り上げる。

「炎捩の螺旋華スピランセス！」

「むっ!?」

　ユリスが能力を発動させるのとほぼ同時に、暁彗の肘ひじがユリスの鳩尾みぞおちに叩たたき込まれた。

「がはっ……！」

　ユリスは血ち反へ吐どを吐きながら吹き飛ばされるが、その時にはすでに空中に顕現していた回転する炎の錐きりが六本、一時に暁彗へと躍りかかる。

「ぬう……っ！」

　暁彗は両腕を使って一瞬の内に四本までを弾はじいたが、残りの二本はそれを掻かい潜くぐって暁彗の腹部と右足を直撃した。

　炎の錐は一層激しく回転して星辰力の防御を貫こうとするものの、生あい憎にくとそこまでは至らない。

「噴っ！」

　暁彗が震しん脚きやくを踏むと、その衝撃であっさりと掻き消える。

「くく……っ！　少しディティールが甘かった、か……」

　ユリスは口元の血を拭ぬぐいつつ、ゆっくりと立ち上がった。

　ネジレバナ。小さな薄紅色の花を、細長い花茎を軸として幾つも螺ら旋せん状に並ばせながら咲くラン科の多年草だ。

「《華焔の魔女グリユーエンローゼ》、今のはよもや──」

　暁彗の目は驚きよう愕がくに見開かれている。

「さて、な……」

　ユリスは弱りつつも不敵な笑みでそれに応えてみせた。

　わざわざ言うまでもなく、暁彗シヤオフエイも気が付いているはずだ。先ほどの技が、今この場で編み出されたものだということに。

　そう、ストックが尽きたのであれば新しく創り出せばいい。実に単純な話だ。

「……ふふ、はははは！　やるな、《華焔の魔女グリユーエンローゼ》！」

　それを見た暁彗が声を出して笑う。

「これはまた随分と楽しそうに笑うものだな……《覇は軍ぐん星せい君くん》」

　あの岩のようだった《獅鷲星武祭グリプス》の時とは大違いだ。

　これではまるで……。

「まるで、《万ばん有ゆう天てん羅ら》のようだぞ？」

　ユリスがそう言うと、暁彗は一瞬虚を突かれたような表情になったが、すぐに嬉うれしそうに大きくうなずいた。

「──これ以上ない褒め言葉だ」

　そして改めて拳を突き出し、構えを取る。

　一方でユリスはすでに立っているだけでも限界に近い。目も霞かすみ、身体からだ中じゆうの血肉が悲鳴を上げているようだ。

　ただ、その反面頭だけは冷静だった。

　今、暁彗が立っているそこは、先ほどまでユリスが立っていた場所だ。

　すでに仕掛けは終わっている。

「綻ほころべ──燐焦の焔絨毯フロツクス・スブラータ！」

「っ！」

　その途端、暁彗を中心として一気に小さく可か憐れんな炎の花が地面を埋め尽くした。その規模は、直径数十メートルにも及ぶ。当然ユリスの足下にも灼しやく熱ねつの絨じゆう毯たんが広がってくるが、ユリスは自身の能力をレジストできるので問題はない。

「ちぃ……！」

　堪たまらず呪じゆ符ふを足場に空中へ逃れた暁彗だったが、そこにもすでに設置済みだ。ユリスとて、ただ単に空中を逃げ回っていただけではない。

「……綻べ、業釣の[image: ]華剣デイセントラ！」

　ユリスが発動させると、暁彗の更に頭上に炎の短刀がずらりと並んで顕現した。

「二重の設置型能力か……！　しかし、俺はこれを知っているぞ！」

　降り注ぐ炎の短刀を空中を飛び回ってかわしながら、暁彗が叫ぶ。

　確かに技こそ違うとはいえ、設置型能力の二重発動は以前《鳳凰星武祭フエニクス》で使ったことがある。暁彗ならばそれを予期していても不思議ではない。事実、雨あめ霰あられのように襲い掛かる炎の短刀を、暁彗シヤオフエイは一発も被弾することなく避け続けていた。そのまま呪じゆ符ふを足場に宙を走り、燐焦の焔絨毯フロツクス・スブラータの範囲外に着地する。

「──ああ、そうだろうとも」

　だからこそ、ユリスもそれを読んでいた。

「何っ!?」

　暁彗を追いかけるように、その周囲にユリスの操る煌式遠隔誘導武装レクトルクスが突き刺さる。

　煌式遠隔誘導武装を媒介とした、設置型能力の即時展開。つまり、今回は三重発動だったのだ。

「綻ほころべ──」

　更に言うならば、これも今この時この場で編み出した技だ。胸の奥に鋭い痛みが走るが、今はただ噛かみ殺す。

「彼岸の劫炎華リコリス・ラデイアータ！」

　ユリスが手にしたノヴァ・スピーナを地面に突き刺すと、暁彗の足下から不気味なほどに朱あかく燃え盛る曼まん珠じゆ沙しや華げが花開く。

「これしきのことで！」

　攻性星辰力プラーナをまとった暁彗の右腕が一いつ閃せん、曼珠沙華は細かな赤い塵ちりとなって散華した。やはり暁彗の錬星術アルナジユミアはおそるべき技術だ。

　だが。

「ぐ……！　な、んだ……と……？」

　その暁彗の膝ひざが、がくりと落ちる。

　この試合で初めて暁彗の顔が苦く悶もんに歪ゆがむ。

「悪いが……今の私は勝つためであればどのような手でも使わせてもらうぞ」

　曼珠沙華──彼岸花は有名な有毒植物だ。ユリスは技を形かたち成なすイメージに、その特性をも織り込んでいた。《魔女ストレガ》の能力は意志とイメージの具現化であり、モチーフをより深化させるのであればそれは決して不可能なことではない。

　そう、信じた。

（これで少しはおまえの視点に近づけたか、オーフェリア？　いや……こんなものはただの欺ぎ瞞まんでしかないか）

　ユリスは自身の感傷を切って捨てると、ノヴァ・スピーナを左手で構え直す。

「さあ、終わりにしようか《覇は軍ぐん星せい君くん》」

「なるほど、毒か……俺も、まだまだ……甘いな……」

　暁彗の口調は、いかにも苦しそうだった。彼岸の劫炎華の毒はオーフェリアや《邪剣オロロムント》のそれとは比較にならないほど弱いものだが、無防備にそれを吸い込んだ暁彗はしばらく呼吸も満足にできないだろう。それは即すなわち星辰力の集中が断ち切られることを意味する。

　そのはずだった。

「は……はははははは！　舐なめるな、《華焔の魔女グリユーエンローゼ》！　俺は武ウー暁彗シヤオフエイ！　界龍ジエロン第だい七なな学がく院いんの序列二位にして、《万ばん有ゆう天てん羅ら》范フアン星露シンルーの一番弟子だ！」

「な……っ!?」

　膝ひざに手をついて立ち上がり、執念に燃えた瞳ひとみをギラつかせて暁彗が高らかに叫ぶ。

　そして右手を振り下ろすと、地面を覆う広熱の焔絨毯モスフロツクスが真まっ直すぐに切り裂さかれ、ユリスの下まで一直線の道が現れた。

「参る……！」

　その道を、暁彗が翔かける。

「くっ……！　来い……！」

　ユリスはそれを迎え撃つべく、ノヴァ・スピーナを振り上げる。

　なけなしの星辰力プラーナをかき集め、イメージを具現化──解き放つ。

「咲き誇れ！　焦炎の熟害華ネリウム・オレアンダー！」

　巨大な八重咲きの花弁が開き、真っ向から突っ込んできた暁彗の身体からだを飲み込み、爆発。

　が、制服を焼け焦がし、あちこちに火傷やけどを負いながらも暁彗はその爆炎を突破してきた。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　雄お叫たけびと共に繰り出された暁彗の掌しよう打だがユリスの胸を穿うがつ。

「──っ！」

　途方もない衝撃がユリスの身体を貫き、刹せつ那なの間意識が飛ぶ。

「……ぐ、うう！」

　それを堪え切れたのは、二重の毒が暁彗の身体を蝕むしばんでいたからだ。

　暁彗が突破してきた八重咲きの炎花は、夾きよう竹ちく桃とう。これもまた著名な有毒植物であり、暁彗の身体を侵していた──はずだ。

　しかしそれでもなお、暁彗の動きはユリスを上回っていた。その場で身体を回転させ、回し蹴げりがユリスの右側頭部を狙ねらう。

「破ぁぁぁぁ！」

「くあ……！」

　かろうじてその一撃をかわしたものの、ざっくりと頭部をえぐられ鮮血が迸ほとばしった。流れ出た血がユリスの右目を塞ふさぎ、足から力が抜けて崩れ落ちるように両膝を折る。校章を守っていた左腕も、最も早はや持ち上げることさえ叶かなわない。

　薄れゆく意識の中で、暁彗が右拳に力を込めるのがわかった。

　間違いなく次の一撃でユリスの校章は砕かれるだろう。

　その瞬間、ユリスの頭に一枚のハンカチが浮かび上がった。その片隅に縫い取られた、拙つたない一輪の花。

『ねえ、ユリス。あなたの髪の色は本当に素敵ね。まるでこの──』

　心に響いたその声に、ユリスはかっと目を見開いた。

「咲き……誇れ……っ！　英傑の焔薔薇ローズ・オデユツセイア……！」

「っ!?」

　小さな、しかし力強い赤を宿した薔ば薇らの花が、暁彗シヤオフエイとユリスの間で爆炎の花弁を開く。

　それは業火をまとい、爆風をもって暁彗の校章を打ち砕いた。

　──暁彗の拳が、ユリスの校章を粉砕したのと、ほぼ同時に。

「武ウー暁彗、校章破損バツジブロークン」

「ユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルト、校章破損」

　二つの機械音声が、重なるようにして同じ言葉を告げる。

　だが基本的に《星武祭フエスタ》の試合に相打ちは存在しない。特に校章破損の場合、コンマ以下の差異まで計測が可能だからだ。

「試合終了エンド・オブ・バトル！　勝者──ユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルト」

　高らかに宣言が響き渡るが、ユリスも暁彗も大の字になって倒れ込みながら荒い息を吐くだけだ。少なくともユリスにはもう起き上がる気力さえ残っていない。

『け、決着ぅー！　壮絶な死闘を制したのは、なんと終始追い詰められていたリースフェルト選手ぅ！』

『最後まで諦あきらめない姿勢、などと言葉で言うのはたやすいですが、あの実力差を前にしてそれを貫くことができたことこそがリースフェルト選手が勝利できた大きな要因ではないでしょうか』

『ははぁ、不屈の精神ってやつですねぇ？』

　実況と解説の声も、言葉として入ってこない。

　気を抜けばそれだけで意識を失ってしまいそうだ。

「……まさか当意即妙に新たな技を生み出して見せるとはな。《疾しつ風ぷう刃じん雷らい》といい、おまえたちにはしてやられてばかりだ」

　と、ユリスの傍にやってきた暁彗が、苦笑を浮かべながらそう言った。二重の毒がまだ効いているはずなのに、立って動けるらしい。つくづく次元が違う。

「やめてくれ、運が良かっただけだ」

　ユリスは掠かすれた声で、それだけ返す。

　あの《獅鷲星武祭グリプス》で綺き凛りんが暁彗シヤオフエイに勝ったのは、間違いなく綺凛本人の実力だ。

　だが、今回のユリスの勝利は上う手まくその流れがはまってくれたにすぎない。同列に語られては綺凛に申し訳ないというものだ。

「そうか。まあ、勝者がそう言うのであれば敗者はただ黙るのみだ。そして敗者は敗者らしく、こう言わせてもらおう。──『この借りはいつか返す』と」

　言って、にやりと笑う暁彗。

「……やはり変わったようだな、《覇は軍ぐん星せい君くん》……いや、武ウー暁彗」

「まあ、差し当たっては刀とう藤どう綺凛のほうが先約となるので、その次となるが……その日を楽しみにしているぞ、ユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルト」

　そんな暁彗に、ユリスも苦笑で返す。

「──いいや、おまえと闘うなど二度とご免だ」


第四章　五回戦・三

「──ふふん、お久しぶりですの！　まさかここでこうしてあなたと相見えることになろうとは思ってもいなかったですの！」

　ずびしと紗さ夜やを指差しながらそう言ったのは、華やかな金髪を二つに結んだ少女──ヴァイオレット・ワインバーグだ。

「……」

　そのヴァイオレットをまじまじと見つめた紗夜は、しばらく考えた挙句に首を傾かしげる。

「……どこかで会ったことが？」

「はあっ!?　ちょ、おまっ……！　ほ、本気で言ってやがりますの、あなた！　わたしわたし、わたしですの！　ほら！」

「うーむ……」

　自分の顔を指差しながらぐいぐいと迫ってくるヴァイオレットに、紗夜は腕組みをして更に首を捻ひねる……が、やはり思い出せない。

「ごめん。……誰？」

「はうあっ！」

　するとヴァイオレットはよほどショックを受けたのか、よろよろとふらつきながら後ずさる。

　いや、もちろん紗夜もデータとしては知っている。クインヴェール女学園の序列三十五位、様々な銃弾や砲弾、爆弾を作り出す能力を持った《崩弾の魔女オーヴアリーゼル》。そしてシルヴィアから聞くところによると、若わか宮みや美み奈な[image: ]とと同じくあの范フアン星露シンルーに鍛えられた者の一人。つまり紗夜は四回戦に引き続き二連続で魎りよう山ざん泊ぱくの一員と闘うこととなったわけだ。

「そ、そんな……屈辱！　屈辱ですの！　わたしは本戦の組み合わせが発表された時から、あの日の雪辱を果たすこの時を心待ちにしてきたというのに……！」

　よよよと目元を押さえる仕草をしたと思えば、すぐにきっと目を吊つり上あげて紗夜を睨にらみつけてくるヴァイオレット。どうやら喜怒哀楽が激しいタイプらしい。

「ヒント！　二年前の夏！　アルゴルドームの屋内プール！」

「む……？」

　アルゴルドームと言えばアスタリスクに七つ存在する中規模ステージの一つだ。中規模のドームのいくつかは、夏季の間学生専用の屋内プールとしても使用されている（《鳳凰星武祭フエニクス》開催年度はその期間が前倒しされる）。

「むむむ……アルゴルドーム……」

「ヒント二！　《疾しつ風ぷう刃じん雷らい》と一緒！」

「綺き凛りんと……？　ああ、そういえば以前綺凛に泳ぎ方を教えたことが……」

　紗さ夜やはポンと手を叩たたいた。

　二年前の夏と言えば《鳳凰星武祭フエニクス》の年だ。タッグを組んでまだ間もない頃、確かにそんなことがあった。

「そうそう！　それですの！」

　ヴァイオレットはふんふんと鼻息も荒く期待した目で紗夜を見てくるが。

「……うん。それで？」

　そう言うと、ヴァイオレットは肩透かしをくらったようにがくりとバランスを崩す。

　綺凛と一緒に屋内プールへ行った記憶はあるが、それとこの面白おかしい少女がどう繋つながるというのか。

「ぎぎぎぎぎぎー！　ヒント三！　そのプールで《疾しつ風ぷう刃じん雷らい》がぶつかって！　揉もめ事ごとになって！　割って入ったあなたが決闘した相手！」

「……おお！」

　そこまで言われて、紗夜はようやく思い出した。

「あの時綺凛に因縁を付けてきた、高慢ちきでいけ好かない女！」

　流れるプールでバタ足の練習をしていた綺凛がフロートマットの上で優雅に寝ていた少女にぶつかり、ちょっとした諍いさかいになったことがあったのだ。

「そうそう！　それがわたしですの！　よかったですの！　やっと思い出してくれたですの！」

「うん、すっきりした」

　紗夜の手を両手で握り、きゃっきゃっと嬉うれしそうに飛び跳ねるヴァイオレットだったが。

「──って、誰が！　高慢ちきで！　いけ好かない女！　ですの！」

　すぐに我に返ったのか、投げ捨てるようにその手を放すと、怒りに顔を染めながらそう叫んだ。

『えーとぉ……なんだかステージ上では、対戦前から随分と盛り上がってるようなんですけどぉ……』

『手元のデータにはありませんが、二人には何か因縁でもあったのかもしれませんね』

　ステージのスピーカーからは、実況のドミティラと解説のメーヴの、どこか気の抜けた……或あるいは困惑したような声が聞こえてくる。

『それにしてもぉ……そろそろ試合開始の時間なんですが、お二人とも大丈夫なんですかねぇ？』

「……あ」

「え……？」

　ドミティラの声にはっとした紗夜とヴァイオレットが慌てて開始位置へと移動するのと同時に、試合開始の声が響き渡った。

「五回戦第五試合、試合バトル開始スタート！」

　まず動いたのは紗さ夜や。

「──三十九式煌型光線砲ウォルフドーラ」

　即座に煌式武装ルークスを展開し、狙ねらいを定め。

「ずどーん」

　フルチャージを待たずに、撃ち放つ。せっかく思い出したのだから、当時の流れをそのままに再現してみることにした。これで大体の力が推し量ることができるだろう。

　かつてのヴァイオレットは、これだけで倒すことができた相手だったが……。

「舐なめるなですの！」

　光の奔ほん流りゆうを掻かい潜くぐりながらマスケット銃型の煌式武装を起動させ、ヴァイオレットは一気に距離を詰めてきた。

（やはりあの頃のようにはいかないか……。いや、それよりも接近戦を……？）

　紗夜は遠距離戦を得意としているが、幼い頃から綾あや斗との修行に付き合っていたりしたこともあってそれなりに近接戦闘の技術がある。一方のヴァイオレットもその能力の性質上、遠距離戦をメインとしているはずだ。紗夜としても当然距離を取っての撃ち合いになると予想していた。予選では相手から近接戦闘に持ち込まれた際に立ち回りの巧みさを見せていたものの、わざわざ自分から距離を詰めてくる必然性はないはず。

（……まあいい。それならそれで望むところ）

　紗夜はウォルフドーラから三十四式波動重砲アークヴァンデルス改に持ち替えると、ヴァイオレットを迎え撃つ。

「くらいやがれですの！」

「……なんの」

　マスケット銃で校章目掛けて突いてきたその一撃をアークヴァンデルス改で弾はじき上げ、すぐに手首を返してヴァイオレットの胴を薙なぐ。アークヴァンデルス改はその巨大な砲身を近接戦闘用としても使えるようになっているのだ。

　ヴァイオレットがそれを背後に跳んでかわすと、周囲の空間が歪ゆがむようにして拳大の砲弾が一度に十二発出現する。

（能力の発動が速い……！）

「撃てぇーっ！」

　放たれたその砲弾をアークヴァンデルス改を盾にして防ぐが──幸いにも爆発は極めて小規模だ。自分を巻き込まないようにするためだろう──着地したヴァイオレットは再度接近戦を仕掛けてきた。それを追いかけるように新たな砲弾が出現し、同時に紗さ夜やへと襲い掛かる。

「ぐぬ……！」

　アークヴァンデルス改の大きさもあってか、紗夜はどうしても後手に回らざるを得ない。

　まるで棍棒のようにマスケット銃を叩たたき付けてくるヴァイオレットの攻撃と、その周囲から間断なく放たれる砲弾を防ぐだけで精一杯だ。

　更に。

「そこですの！」

「……わわっ」

　ほんの少し隙すきを見せた途端、マスケット銃から光弾が発射された。当然だが、ちゃんと銃としての機能もあるらしい。

「ならばこっちも……《バースト》！」

　チャージ完了と同時にアークヴァンデルス改を撃ち放つ。

「へっへーん！　そんな見え見えの攻撃、あたるわけがないですの！」

　しかしヴァイオレットはそれを見越していたように軽やかなステップで光の奔ほん流りゆうを回避していた。

『おおぉー、お互いに銃を武器に近接戦闘とは、変わってますねぇ』

『銃剣型の煌式武装ルークスを使うシルヴィア・リューネハイム選手も似たような闘い方をしますね。ただ、今の攻防を見る限りではワインバーグ選手のほうがこの距離を得意としているようです』

　悔しいが、メーヴの言う通りだった。

　おそらく武器を振るう技術だけであれば、紗夜とヴァイオレットにそれほどの差はないだろう。が、《魔女ストレガ》としてのヴァイオレットの能力がそこに圧倒的なアドバンテージを加えていた。

　そもそも紗夜の使う煌式武装はアークヴァンデルス改に限らずロボス遷せん移い方式で得られる余剰エネルギーを防御フィールドとして転用しているため、相手の攻撃を防いだり近接武器と打ち合うことが可能なのだ。一方、ヴァイオレットのマスケット銃は最初から打撃武器としても使用できる強度で作られているように見える。これは単発の光弾を発射するだけの単純な機能しかない持たない煌式武装だからこそであり（おそらく一番の役割は能力発動時のイメージ補助だろう）、つまりはヴァイオレットは最初から近接戦闘を主たる戦術に組み込んでいるということの証あかしでもあった。

「……まあ、魎りよう山ざん泊ぱくの一員というのであれば当然か」

　イレーネ、プリシラ、美み奈な[image: ]とにレスター、それぞれ特色は違えども共通しているのは近接戦闘技術の驚異的な向上だ。

「あら？　あなた魎りよう山ざん泊ぱくをご存ぞん知じですの？　存外に博識ですの」

　と、ぼそりとつぶやいた紗さ夜やの言葉を耳みみ聡ざとくヴァイオレットが拾う。

「あそこには独自の序列付けがあると聞いた。……おまえは？」

「ふふん！　無論、最上位である甲こう武ぶですの！」

　これ以上ないくらいのドヤ顔で胸を張り、髪を掻かき上げるヴァイオレット。

　紗夜にとってはあまり良い情報ではなかったが。

「ただし！　わたしがあなたに近接戦闘を仕掛けた理由は別ですの！」

「む？」

　ドヤ顔から一転して、ヴァイオレットの表情が険しくなる。

「わたし、プールの一件とは別に前々からあなたが気に入らなかったですの」

「生あい憎にくと人から恨みを買うようなことをした覚えは……あんまりない」

　まあ、心当たりがゼロかと言われればそうでもないが。

　しかし、続くヴァイオレットの言葉は思いもよらぬものだった。

「沙さ々さ宮みや紗夜、あなた天あま霧ぎり綾あや斗と様とは幼おさな馴な染じみだそうで」

　……様？

「確かに私と綾斗は小さい頃から赤い糸でぐるっぐるに結ばれまくった運命の幼馴染ではあるけれど……」

「きぃー！　な、なんて羨うらやましい……！　こう見えてわたし、天霧綾斗様の大ファンですの！」

「ほう……それは見る目がある」

　紗夜もうんうんとうなずく。

「でしょう？　で・す・が！　それだけに、あなたの中途半端な天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆうもどきは見るに耐えられませんの！　幼い頃訓練に付き合ってたかなんだか知らないですけど、見せつけてくれちゃってですの！」

「……つまり嫉しつ妬と？」

「お黙りですの！　これはあくまで正当なるクレームですの！」

　ヴァイオレットはそう噛かみ付くと、くるくるとマスケット銃を回してその銃口を紗夜へと向けた。

「ま、それでも……あなたがまだその中途半端な技に縋すがり付いて近接戦闘を続けるというのなら、わたしも付き合ってあげますの」

「……」

　わざとらしいにも程があるその挑発に紗夜は眉まゆを寄せたが、すぐに小さく息を吐いて首を横に振る。

「いや、やめておく」

　そう言って、アークヴァンデルス改を発動体に戻して、四十一式煌型誘導曲射粒子砲ヴァルデンホルト改を起動した。

　以前の紗さ夜やならば、わかっていてもその挑発に乗って近接戦闘を挑んでいたかもしれない。たとえ中途半端な技術でも、紗夜にとってそれは大切な綾あや斗ととの思い出そのものなのだから。

　だが、今の紗夜にはこれから綾斗と積み上げていく思い出が、それらと同じくらい貴重で掛け替えのないものなのだとわかっている。

「ふぅん……思ってたよりも冷静ですの。いいですの、ならばここからお互いの本領で勝負といきますの！　ただし勝つのはあくまでわたしですけれど！」

　ヴァイオレットが高らかにそう宣言してマスケット銃を横に振ると、その軌道にそって次々と砲弾が顕現する。その数は優に先ほどの三倍以上、五十発近い。これが本来の力だとすれば、ヴァイオレットとしても近接戦闘をしながら能力を使うのは負担だったようだ。

「掃射ですのっ！」

　号令一下、砲弾が一斉に発射される。

　紗夜はヴァルデンホルト改のバーニアを全開にして、ステージを滑るように移動しながら砲弾の雨あめ霰あられを回避。その後を追うように着弾した砲弾が爆発し、爆風と熱風が紗夜の髪を揺らす。砲弾一発の威力も、先ほどまでとは桁けたが違う。

　とはいえ、遠距離戦となれば紗夜も負けてはいられない。

「──《バースト》」

　回避行動を取りながらも、隙すきを見て全砲門からホーミングブラスターを発射する。

　速度の面だけを見ればヴァイオレットは四回戦で闘ったカーティスに遠く及ばない。追尾する六条の光線をすべてかわすのはまず無理だろう。

「〝迎撃の崩弾グリーンメイス〟！」

　しかしヴァイオレットが不敵な笑みを浮かべたままマスケット銃を一振りすると、その足元から椎しいの実型の砲弾が無数に発射され、ホーミングブラスターとぶつかり合って相そう殺さいする。ブラスターで貫通できなかったところを見るに、何かエネルギーを拡散させるような仕組みが働いているのかもしれない。

（ぐぬぬ、迎撃専用の対空砲弾とは……！）

「〝白幕の崩弾ウイリーピート〟！」

　更に続けてヴァイオレットが放った砲弾は空中で爆発すると、周囲を覆い尽くすような白煙を噴き出した。

「煙幕……っ！」

　紗夜はすぐに照準モニターを調整するが、あらゆるセンサーが反応しない。とはいえ、相手が見えないのはヴァイオレットも同様のはず。

「むっ……！」

　そう思っていたところに、紗さ夜やの周囲で連続して爆発が巻き起こる。

　どうやら大まかな位置だけ当たりをつけて、とにかく手数で押す戦術のようだ。

　ヴァルデンホルト改は連射できないことを考えると、紗夜が同様の方法を取ることは難しい。

　となれば、とにかく今は動き続けて回避に専念するしかないだろう。観客の手前、いつまでも煙幕を張り続けるというわけにもいかないだろうから、遠からず晴れるはず。

　が、それが甘い考えだったことを紗夜はすぐに思い知らされた。

「──っ!?」

　移動していた紗夜の足下が突如として爆発し、反動制御用のバーニアが吹き飛ばされてしまったのだ。

（設置型の能力……！　砲弾を地雷のように使ったのか……！　いや、だとするとあの煙幕は最初からこれを設置するための……）

　かつて《鳳凰星武祭フエニクス》の準々決勝で、界龍ジエロンの双子が綾あや斗ととユリスを相手に似たような手を仕掛けていたが、まさか紗夜も完全にはめられてしまうとは。

　バーニアが破損した以上、今までのような高速移動はできない。

　煙幕が次第に薄くなり、その向こうに現れたヴァイオレットのシルエットがマスケット銃を振り下ろすのがわかった。

　また次の砲弾が来る。

　これは防御フィールドで防ぐしかない──そう判断を下そうとした寸前、紗夜の直感が危機を告げた。ほとんど反射的に身体からだをズラすと、薄くなった煙のカーテンを突き抜けてきた砲弾がバックユニットに直撃。今までとは形状の違う細長いその砲弾は、防御フィールドを容易たやすく突き破る。

「徹てつ甲こう弾だん……!?」

　防御フィールドを貫いたその一撃は、残ったバーニアも容赦なく破壊した。これではもはやただの固定砲台だ。紗夜はとっさにヴァルデンホルト改をパージすると、転がるようにしてその場を離れる。

　直後、続け様に砲弾がヴァルデンホルト改に突き刺さり、爆発炎上した。

「ぐぅ……！」

　その衝撃に吹き飛ばされながらも別の発動体を取り出し、立ち上がると同時に起動する。

「──三十八式煌型擲てき弾だん銃じゆうヘルネクラウム」

　そしてまさに紗夜に向かって迫り来る砲弾を、発射した光弾で迎撃した。

　至近距離での爆発に、撃った紗夜も爆風に晒さらされるが、砲弾の直撃を受けるよりはずっとましだろう。

[image: ]

「ふふーん！　今のを凌しのぐとは、さすがと言っておきますの」

　爆風が収まるとすでに煙幕もほとんど消え去り、ステージの中央ではヴァイオレットが余裕に満ちた顔で立っていた。

『これはまた随分と一方的な展開になっていますがぁ……それだけの実力差があるということなのでしょうかぁ？』

『いえ、これは単純にワインバーグ選手が戦術面で沙さ々さ宮みや選手に勝ったということでしょう。《魔女ストレガ》の能力は戦術にカッチリはまるとその脅威度が跳ね上がりますからね』

　実際、ヴァイオレットの能力がここまで多彩だとは思わなかった。攻撃面だけならユリスに匹敵するような汎はん用よう性せいだと言えるだろう。過去の対戦データからは想像もつかないほど《魔女》としての能力が進化している。

　つまり、端的に言って──

「……強い」

　紗さ夜やはヴァイオレットを睨にらみながら、ぎりっと奥歯を噛かみしめた。

「……強い、ですね」

　思わず虎峰フーフオンがそうこぼすと、隣に座る星露シンルーが当然とばかりに大きくうなずいた。

「あやつは魎りよう山ざん泊ぱくの中でも、最も伸び代が大きかった。ま、力と才能を持て余し、使いこなせていなかっただけとも言えるがのう。ほっほっほ！」

　一ひと頻しきりけらけらと笑った星露シンルーは、虎峰フーフオンを見上げるとさも楽しそうに続ける。

「ほれ、以前言ったじゃろう？　儂わしに一撃くらわせた者がおると。その一人が他ならぬあやつじゃ」

「ええっ!?」

　その言葉に、虎峰は驚きのあまり腰を浮かしかけた。

「か、彼女が、師父に……ですか？」

「なんじゃ、信じられぬか」

「い、いえ、それは……」

　口くち籠ごもってしまったが、実際の所信じられないというのが本音だ。ヴァイオレット・ワインバーグが相応の実力者なのは認めるが、見ている限りその言動はあまりにもあんまりで、強者に漂う風格というものが一切感じられない。

　ましてや星露に一撃を入れるなど……。

「儂がちと油断しておったのは確かじゃが、《魔女ストレガ》としてのあやつは本物よ。近接戦闘は能力のサポートを加味しても超一流に届くかどうかといったレベルにすぎぬものの、こと能力を最大限に発揮した遠距離戦においては今大会の出場者でも屈指じゃろうて。手数に威力、展開速度、何よりもリアルタイムでの戦術構築能力は図抜けておる」

「戦術、ですか……」

　そう言えば解説のメーヴもそんなことを言っていた。

「あやつが今まで伸び悩んでおったのは、好んで格下とばかり闘ってきたからよ。が、魎りよう山ざん泊ぱくでは儂と手合せを続けるしかない。そうなれば否いや応おうなく磨かれるのはまず体術、そして……ここじゃ」

　星露はにやりと笑いながら自分のこめかみのあたりを指でトントンと叩たたいた。

「な、なるほど……」

「でもさー、師父。そういうことなら、このヴァイオレットって子が魎山泊で一番強いわけ？」

　と、それまで虎峰と星露のやり取りを黙って聞いているだけだったセシリーがちょこんと手を挙げて言った。

「そうさな、通常の範囲で言えば……遠距離戦ならヴァイオレット、近接戦なら純星煌式武装オーガルクスの力を含めて美み奈な[image: ]とと言ったところか。図らずも両方クインヴェールの小娘たちよの。ま、相性もあるので一概には言えぬが」

「通常の範囲……？」

　ならば例外があるということか。

「じゃあじゃあ──その子たちと冬ふゆ香かならどっちが強いんです？」

「愚問じゃな、セシリー。元より魎りよう山ざん泊ぱくとは一点を伸ばすことにより壁を超えた者たちに届かせる試みよ。総合力で言えば冬ふゆ香か、暁彗シヤオフエイといったレベルの者たちとは比較にならぬ」

「でも……大師兄は、その、《華焔の魔女グリユーエンローゼ》に敗れてしまいましたが？」

「だからこそ面白いのではないか！　ポーラやレオンは《孤毒の魔女エレンシユキーガル》と当たってしまった以上運が悪かったと言うしかなかろうし、ノエルやカーティスは一級線に及ばなんだが、美み奈な[image: ]とはあの天あま霧ぎり綾あや斗とめに善戦してみせた。ウルサイス姉妹やレスターも実によくやりおったわ。さて、このヴァイオレットは何を見せてくれるものか。ほっほっほ！　楽しみよのう！」

　星露シンルーは妙に饒じよう舌ぜつだった。ユリスと暁彗の試合を観戦していた時とは大違いだ。喜悦に満ちた表情こそ同じではあるものの、あの時は笑顔の奥からぞっとするような凄すごみが滲にじみ出ていたが、今はずっと力が抜けているように見える。

　そして事実、魎山泊のメンバーがこの《王竜星武祭リンドブルス》を盛り上げているのは間違いのないところだ。界龍ジエロンの不興を買ってまでやるべきことだったのかと言えば甚だ疑問ではあるが。

「それ、試合が動いたぞ！」

「……あっ！　は、はい！」

　星露の声に虎峰フーフオンは再び眼下の試合へと集中した。

「──どどーん！」

「無駄無駄無駄！　無駄ですの！」

　紗さ夜やが放ったヘルネクラウムの光弾は唸うなりを上げてヴァイオレットに襲い掛かるが、しかし以前と同じように無数の対空砲弾によって迎撃されてしまう。

「ぐぬぅ……！」

「さあ、お返しですの！　〝必中の崩弾エクスカリバー〟！」

　ヴァイオレットが放つ誘導砲弾が三発、紗夜に向かって飛来する。

　紗夜は右腕に展開したヘルネクラウムを構えたまま、左手に持った大型拳けん銃じゆうで光弾を叩たたき込み、その内の二発を撃破。残った一発をギリギリまで引きつけ、直前で横に跳んで回避するが、至近距離での爆発からは逃れ切れない。

「くぁ……っ！」

「まだまだですの！」

　弾はじき飛ばされ、地面に叩き付けられた紗夜を、ヴァイオレットの容赦のない追撃が襲う。

　迫り来る砲弾の嵐あらしを、紗夜は上半身だけを起こしてまだリチャージ中のヘルネクラウムを、拳銃を握ったままの左手で強引に発射。爆発でそれらをまとめて吹き飛ばした。

「はぁ……はぁ……！」

「し、しぶといですの……！」

　紗さ夜やは直撃こそかわしているものの、至近弾によって相当なダメージが蓄積している。

　一方で《魔女ストレガ》としての能力を使い続けているヴァイオレットも、星辰力プラーナの消耗が激しいのか疲労の色が濃い。お互いに間を取り、呼吸を整える。

『ワインバーグ選手の猛攻を沙さ々さ宮みや選手がかろうじて凌しのぐ、といった展開が続いてきましたがぁ……ワインバーグ選手もかなり疲れてきているみたいですねぇ？』

『そうですね。ただしそれでもやはりワインバーグ選手が圧倒的な優位な状況は変わっていません。一発の威力では沙々宮選手の煌式武装ルークスのほうが上なのでしょうが、ワインバーグ選手の手数と能力の展開の速さからどうしても後手に回ってしまい、その火力を防御に回さざるを得ない状況が続いているからです』

『沙々宮選手の攻撃がことごとくワインバーグ選手の能力で防がれているのも大きいですねぇ』

　確かにヴァイオレットが主導権を握ったままである以上、現状を打破することは難しいだろう。もっとも、ヴァイオレットがそれを簡単に手放してくれるとも思えないが。

「……まあ、背に腹は代えられないか」

　紗夜はそうつぶやくと、拳けん銃じゆうを展開させたままホルダーに納めてから制服の上着を脱ぎ捨てた。

　そして腹部に巻きつけるようにしていた帯状のプレートを外す。無数のマナダイトが連なったそれは、いわゆる弾帯に近い構造だ。

「うん……？　なんですの、それは？」

　ヴァイオレットが訝いぶかしげに顔を顰しかめる。

「……Ｓモジュール、展開」

　紗夜はそれには答えず、マナダイトの弾帯をヘルネクラウムにセットする。

　するとヘルネクラウムのコア部分を覆うようにして新たにボックス状のパーツが顕現した。マナダイトの弾帯はそこから垂れ下がる形になっている。

『おぉっとこれは……強化パーツ、のようなものでしょうかぁ』

「ふふん！　ま、何をしようがわたしの勝利は揺るぎませんの！　くらいなさいですの、〝量滅の崩弾ケースシヨツト〟！」

　ヴァイオレットが新たに放った砲弾は、ただの一発だけだった。

　が、その砲弾は空中で分解すると、その中から更に小さい無数の弾丸を吐き出して紗夜を襲う。

（榴りゆう散さん弾だん……！　でも！）

　細かな弾丸は広範囲にばら撒まかれ、回避するのは到底不可能だ。

　もっとも紗夜は最初から避けるつもりはなかった。

　ヘルネクラウムを盾代わりに身を隠し、その間もずっとＳモジュールの調整を行う。ヘルネクラウムに隠れきれなかった腕や足は極力星辰力プラーナを集中させて防御したが、あくまで最低限だ。幸い一発一発の威力はそれほどではないため、貫通するほどのダメージはない。それでも肉がえぐられ、骨が軋きしみ、血が噴き出す。

「──《フルバースト》」

　しかし紗さ夜やは気にすることもなくヘルネクラウムを構え直し、その銃口をヴァイオレットへと向けた。

「どどーん」

　いつものように、そう口にしてから引き金を絞る。

「ふふん！　来るなら来いですの！　……って、え？」

　ヴァイオレットの目が驚きよう愕がくに見開かれる。

　その時、ヘルネクラウムの銃口から放たれた光弾は、通常の倍以上の大きさだったからだ。

「あわわ……！　グ、〝迎撃の崩弾グリーンメイス〟！」

　巨大な光弾にヴァイオレットの足下から無数の対空砲弾が発射されてそれを迎撃しようとするが、すべて弾はじかれてしまう。当然だ。Ｓモジュールを搭とう載さいした紗夜の煌式武装ルークスの砲撃を止められるものなどありはしない。

「ひ……っ！」

　そして眩まばゆい閃せん光こうと耳をつんざく轟ごう音おん、すさまじいまでの爆風がステージを蹂じゆう躙りんした。

『こ、これはとんでもない破壊力の光弾が炸さく裂れつしましたぁ……！』

　実況の声を頭の片隅で聞きながら紗夜がリジェクトすると、Ｓモジュールから割れて使い物にならなくなったマナダイトが放出される。

　紗夜が《王竜星武祭リンドブルス》のために用意した二つの切り札の内、まだ未完成のほうがこのＳモジュールだ。紗夜の使う煌式武装は基本的にすべてロボス遷せん移い方式を採っている。これは複数のコアマナダイトを多重連結させて高出力を得るものだが、それを維持するためには過励万応現象を引き起こさなければならず、一定のインターバルを必要とするという欠点があった。

　ただし、欠点は視点を変えれば利点へと転ずる。

　通常煌式武装には出力を制御するためのリミッターが取り付けられているが、実の所これを解除して使用している者は少なくない。その場合、高出力を得られる代わりにコアであるマナダイトが限界を超えて破損するリスクが生じる。煌式武装はマナダイトに記憶させた形状を顕現させる武器であるため、コアマナダイトが破損すれば当然それは失われてしまう。

　だが、ロボス遷移方式を採用した紗夜の煌式武装は複数のコアが存在するため、一度にすべてのコアマナダイトが破損しない限りその形状が失われることはない。もちろんそんな状態では不安定になり、動作もままならなくなってしまうのだが、もしその破損したマナダイトを交換できるとしたらどうだろうか。

　そう。破損したマナダイトを新たなマナダイトへと換装する装置こそがこのＳモジュールであり、つまり紗さ夜やはただでさえ強力な煌式武装ルークスを、コアの限界を突破して無む理り矢や理り出力を叩たたき上げることができるようになったわけだ。

　もっとも、未完成なだけあってＳモジュールはその取扱いが非常に難しい。コアの出力を使用者自身が常に調整しなければならず、限界を突破させるマナダイトに負担が集中するようコントロールしなければならない。紗夜の煌式武装は元々使用者の負担が大きいのだが、それを倍増させる結果となっていた。

「ま、まったく……！　やってくれるですの……！」

「っ！」

　──と、粉ふん塵じんの中からゆらりとヴァイオレットがゆらりと姿を現す。その制服はボロボロで、左腕も折れているようだが、まだ瞳ひとみは死んでいない。

『健在ー！　ワインバーグ選手、あの爆発に飲まれながらも、健在ですぅー！』

『……いや、沙さ々さ宮みや選手が珍しく狙ねらいを外したみたいですね。そのために回避が間に合った。ただ……ダメージは相当大きいようですが』

（……やはりＳモジュールを操作しつつだと狙いが甘くなるか）

　紗夜は唇を噛かむが、今は悔やんでいても仕方がない。すぐに頭を切り替える。

「今度は、こっちの、番ですのー！」

　ヴァイオレットは右手に持ったマスケット銃を高々と天に掲げると、その先に膨大な万応素マナが変換されていく。

「まだそんな大技を……！」

「粉微塵になりやがれですの！　〝紅烈の崩弾レツドベアード〟！」

　五メートル近い巨大な砲弾が顕現し、それが紗夜目掛けて猛スピードで落下してくる。

「……《フルバースト》」

　が、紗夜は焦ることなく再度ヘルネクラウムを構えていた。

「なにゃあっ!?　れ、連射できるですの!?」

　Ｓモジュールの特性上、チャージ時間は限りなく短縮することが可能だ。無論、連発すれば砲身が持たなくなる危険性はあるが。

「どどーん！」

　ヘルネクラウムから発射された光弾が、真っ向からヴァイオレットの巨大砲弾と衝突する。

　刹せつ那な、先ほどとは比較にならない大爆発が巻き起こった。衝撃で地面がえぐれ、紗夜もヴァイオレットも爆風に身体からだごと吹き飛ばされる。

「くぅ……！」

「のわー！」

　しばらくして熱波と爆風が収まると、訪れたのは恐ろしいほどの静寂。

　観客も実況も解説も、誰一人として声を発することなく、しんと静まり返った無音の世界。

　その世界で、紗さ夜やとヴァイオレットはほぼ同時に立ち上がった。

「ま、負けてたまるかですのおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

「──三十五式煌型重機関砲グランヴァレリア！」

　ヴァイオレットが吠ほえると、周囲に砲弾が顕現していく。その数は十、五十、百……まだまだ増え続ける。

　一方で紗夜はヘルネクラウムからグランヴァレリアに煌式武装ルークスを持ち替えていた。そしてグランヴァレリアにもＳモジュールを装着する。

「撃ぇー！」

「どどどどどーん！」

　千を超える砲弾が端から次々と放たれ、重機関砲の砲口からは巨大な光弾が毎分四千発の速度で発射される。空中で砲弾と光弾が衝突し、相そう殺さいし、飲み込み、爆発する。

「いっけえええええええええええええええええ！」

「ぐぬぬぬ……！」

　勝負はまったくの互角だった。時折狙ねらいの外れた砲弾が紗夜の背後で爆発し、光弾がヴァイオレットの遥はるか横を通り過ぎることはあっても、お互いに命中することは決してない。

　ヴァイオレットは星辰力プラーナを残らずすべて注ぎ込むつもりなのだろう、放った先からまた新たな砲弾が出現してくる。

　紗夜もコアのリジェクトを繰り返し、規格外の高出力を維持し続ける。

　夜空に瞬く星のように砲弾と光弾が輝きを放ち、消えて行く。

　──もちろん、双方共にそんな無む茶ちやが長く続くはずもない。

　時間にして十秒ちょっとの、大砲撃戦。

　その幕が下りたのは、一瞬だった。

「あぅ……」

「むぅ……！」

　ヴァイオレットがよろめきながら膝ひざを折り、紗夜の手元ではグランヴァレリアの砲身が破は裂れつした。

　それでも。

　それでもなお、ヴァイオレットがマスケット銃を構え、紗夜が拳けん銃じゆうを抜く。

　短い小さな発砲音。

　それは数秒前までステージを覆っていた砲撃の爆音に比べれば、実にささやかなものだったが──

「ヴァイオレット・ワインバーグ、校章破損バツジブロークン」

「試合終了エンド・オブ・バトル！　勝者、沙さ々さ宮みや紗さ夜や！」

　壮絶な撃ち合いに決着を付けたのは、そのささやかな一発の光弾だった。

　　　　　　　　＊

　カノープスドーム、アルルカント・アカデミー特別観戦室。

「わかっていたこととはいえ……いざこうしてその時を迎えてみると、やはり穏やかな心持ちとはいかんな」

　ステージを見下ろす椅い子すに座って足を組みながら、カミラ・パレートはやや緊張気味にそう言った。

「そう？　あたしは楽しみで楽しみで仕方ないけど……ってまあ、これも穏やかってわけじゃないのは一緒か。にゃははは」

　その隣の椅子に胡坐あぐらをかいて座るエルネスタ・キューネは、いつものように自然体だ。

　今からお互いの代理出場であるリムシィとレナティが闘うというのに、この余裕。余程自信があるのか、それとも……。

　以前宣言したように、カミラもこの勝負を譲るつもりはない。沙々宮紗夜は五回戦を勝ち抜けてみせた。つまりここを突破すれば次の準々決勝で、《鳳凰星武祭フエニクス》の借りを返す機会が待っているということだ。カミラのみならず、ステージ上のリムシィもそれを望んでいることだろう。

「うむむ……！　この場合、吾わが輩はいはどちらを応援するべきでありましょうか！　大切なパートナーであるリムシィか、それとも愛くるしい妹であるレナティか……！　これは悩みますな！」

　カミラたちの背後にはアルディがその巨体をそわそわさせつつ、何やら頭を悩ませている。

　ステージ上のリムシィはすでにＡＣＭユニットと外部装甲を展開し、戦闘準備を済ませていた。一方のレナティも、カミラが作り上げた巨大な可変型煌式武装ルークスユードムラをソードタイプで展開している。その光刃はレナティの身長を超えるほどの大きさだ。

「まあ、欲を言うなら確かにもうちょい後で当たりたかったかにゃー。《星武祭フエスタ》の本戦じゃ同学園同士で潰つぶし合うのはそれほど珍しくはないけどさ」

「そのあたりは第七試合のクインヴェールも同じだからな。それよりも……エルネスタ、少し聞いておきたいことがある」

「うに？」

「おまえが連中のところで仕事をしていたというのはいい。その内容についても詮索するつもりはない。……そう思っていたが、もし事が大きくなるようなら話は別だ」

　カミラはそう言うと、手元で小さな空間ウィンドウを展開してエルネスタに見せる。

「星せい導どう館かん学園の生徒会長が銀ぎん河が系列のラボに極秘で持ち込んだものだそうだ。分析を頼まれたらしい。昨晩、私の伝つ手てから連絡があった」

　そこにはバラバラに吹き飛んだ機械の残ざん骸がいらしきものが映っていた。酷ひどく焼け焦げており、分析には相当時間がかかるだろう。

　が、カミラには一目でわかった。これは今後ろに立っているアルディと同タイプの擬形体パペツトのものだ。

「あらら……自爆装置を使ったんだ。ま、納品した以上どう使おうが連中の自由だけど」

「やはりおまえの作品か」

「まあね。量産型ＡＲ－Ｄ、〝ヴァリアント〟。と言ってもあちらの要求通り、あくまで戦闘用の擬形体でしかないからあたし的にはもう興味はないかにゃー」

　エルネスタの口調はあくまで素っ気ない。そのままごそごそと白衣のポケットを漁あさり、お菓子を取り出す。

「……金きん枝し[image: ]へん同盟、か」

　カミラ自身その名前を知ったのは最近のことだ。存在自体は遥はるか以前から認知していたのだが。

　アルルカント・アカデミーは他学園と事情が異なり、学園直轄の諜ちよう報ほう工作機関というものは存在せず、派閥ごとにそうした手合いを囲い込んでいる。そのため情報戦では他学園と比較すると質・量共に劣っているのが現状だ。

　その反面、研究クラスの学生は個人個人が学園外部に広い繋つながりを持っているケースが多い。優秀な研究者は学生時代から仕事を依頼されることも少なくないからだ。特にカミラやエルネスタ、ヒルダのようなトップクラスはアルルカントへ入学する前から一線で活躍しており、当時は複数の統合企業財体系列から仕事を受けることもあった。つまりアルルカントにおける情報収集能力は組織ではなく個人に比重が置かれていると言っていい。

　カミラとエルネスタがその組織のことを知り得たのも、そもそもは対抗する派閥である《超人派テノーリオ》のトップ──《大博士マグナム・オーパス》ヒルダ・ジェーン・ローランズのことを探っていた最中に、偶然掴つかんだものだった。ヒルダとオーフェリア、そしてレヴォルフ黒学院の生徒会長ディルク・エーベルヴァインの因縁、そしてそのディルクが所属する謎なぞの組織……とはいえ、カミラが持っている情報もあくまでその程度にすぎない。

「連中、一体何を企んでいる？」

「さあてにゃー。……いやいや、ごまかしてるわけじゃなくて本当に知らないのよ。あくまであたしは頼まれ仕事をこなしただけだし。連中と直接顔を合わせたわけでもないしね」

「……ならばそのヴァリアントとやらは、どの程度の性能なのだ？」

「大したことないよー。アルディの足下にも及ばないさ。ま、数だけは揃そろえてあげたからそこは厄介かもしれないけどね」

「数だと？　どれくらいだ？」

　カミラがそう訊たずねると、エルネスタは袋から取り出したスティック型のチョコ菓子を咥くわえてにやりと笑った。

「ざっと千体」

「せ……っ！」

　思わず絶句するカミラを横目に、エルネスタはぐっと身を乗り出して手を叩たたいた。

「あっ、ほらほら！　そんなことより試合が始まるよん！　うんうん、リムシィもレナティも可愛かわいいなあ、もう！」

　すでにエルネスタの関心は目の前の試合に移っている。

　カミラとしても、今はそちらのほうが大事なのは間違いない。気になることは確かだが、この話はまた後日でもいいだろう。

　カミラは頭を切り替えると、強化ガラスの向こうのステージへと視線を向けた。

『さーて、今度の試合は今大会一番の変わり種！　お互いにアルルカント同士、代理出場同士、そしてなんと言っても擬形体パペツト同士の闘いっつー長い《星武祭フエスタ》の歴史でも初めてのバトルだ！　歴史に残る一戦になることは間違いねえ！　見逃すんじゃねーぞ！』

　煽あおる実況に湧わき上がる大観衆、それらとは対照的にリムシィはいつも通り冷静だった。

「先ほどカミラ様から連絡がありましたが、どうやら私が倒すべき相手は五回戦を勝ち抜けたようです。次の準々決勝で彼女と闘うためにも……ここで負けるわけにはいきません。いかに可愛い妹であり、マスターの代理であるあなたが対戦相手だとしても、です」

　本来リムシィはマスターであるエルネスタに反抗することはできないのだが、今回は全力を出していいという許可をもらっている。

「にひひ！　おねーちゃんとバトルできるの、レナ嬉うれしいな！　でもでも、勝つのはレナだもんねー！」

　対するレナティは無邪気にぴょんぴょん飛び跳ねながら喜んでいるが、そのスペックは自分を圧倒的に上回っていることをリムシィも理解していた。今のリムシィは勝敗が数値だけでは測りきれないということをわかっているものの、それでも正面を切って闘った場合、リムシィが勝てる確率は三割を下回るだろう。

　最初から全力で挑むしかない。

「──ＡＲモード、展開。接続開始」

　リムシィが規定条件を承認すると、新たな追加武装が顕けん現げんする。リムシィの外部装甲と合体したそれは下半身を覆うスカート型の盾ベイルに、ＡＣＭユニットと合体したそれは二倍近い大きさの鋼鉄の翼となって展開した。右手にはアルディが使っているハンマー型煌式武装ルークスの改良型。

『ひゃっほーう！　まだ試合開始前だってのに、リムシィが何やらおっぱじめたぜー！』

『これは……《鳳凰星武祭フエニクス》でアルディ選手がやっていた合体にプロセスが似ているね。パーツの形状も似ているし……察するに、今回はそれの逆バージョンということかな』

　さすが解説はよく見ている。確かにこの追加武装はアルディの予備パーツを用いたものだ。

　だが元来アルディの合体はリムシィが保有している命令系統の一部を委い譲じようし、ウルム＝マナダイトの出力を引き出すためのものだった。リムシィから分離したパーツを装備するのは、あくまでその出力に耐えられるよう基礎スペックを引き上げるものであって、武装としては副次的なものにすぎない。アルディのコアがウルム＝マナダイトである以上、ある意味では合体後の姿こそがアルディの完全体であり、エルネスタなどはあの状態を冗談交じりにパーフェクトアルディと呼称している。

　対してあくまで通常のマナダイトを並立制御しただけのコアを持つリムシィにとって、この追加武装は真実スペックの引き上げと火力の増強を意味するものだ。先ほどのエルネスタの呼称に準ずるならば、さしずめフルアーマーリムシィといったところか。

「おおー、それがリムシィおねーちゃんの強化武装かぁ。でも……うーん、ゴテゴテしすぎててあんまり可愛かわいくないなー」

「確かに見てくれは少々悪いかもしれませんが、こうでもしないとあなたとは渡り合えませんからね」

　一方のレナティの武器は右手に持ったユードムラただ一つ。それ以外には装甲どころかほとんど服らしい服さえまとっていない。

　しかしレナティにそんなものが必要ないことは、リムシィもよく理解していた。カミラがエルネスタから送られたレナティのデータは、リムシィにも当然インプットされているからだ。そのためリムシィはレナティの性能をほぼすべて──カミラにもわからなかったコア周辺の一部の機構を除いて──把は握あくしている。

　とはいえそれはお互い様だ。リムシィの造物主であるエルネスタは当然ながらその性能のすべてを知っているし、レナティも同様だろう。そもそもこの追加武装のコネクトシステム自体、エルネスタが開発したものだ。

「さて……そろそろ時間です。お互いに全力を尽くし、良い試合にしましょう」

「良い試合……？」

　リムシィがそう言うと、レナティはきょとんとした顔で首を傾かしげる。

「……レナティ？」

「んー、よくわからないけど……うん、レナがんばるね！」

　言って、とたとたと開始位置へと向かうレナティ。

　リムシィはその様子に不可解なものを感じたが、すぐに意識を戦闘モードへと切り替えた。

　──胸の校章が、それを知らせたからだ。

「五回戦第六試合、試合バトル開始スタート！」

　リムシィとレナティは同時に動いた。

　飛行ユニットの出力を上げて上空へ飛び立とうとしたリムシィだったが、それを阻止するように大きくジャンプしたレナティがユードムラの光刃を振り下ろしてくる。リムシィはその一撃をハンマーヘッドで受け止めたものの、レナティの膂りよ力りよくには飛行ユニットの推力では抗あらがい切れず地面へ叩たたき落とされる。更に追撃を仕掛けてきたレナティを、リムシィは左手に展開したアサルトライフル型煌式武装ルークスで迎撃。レナティはその光弾をユードムラを盾にして防ぎつつ、なおも距離を詰めてくる。その側面からリムシィがハンマーを振り抜くと、レナティはその一撃を左手一本で弾はじき返した。そしてリムシィの死角へ一瞬で回り込むと同時にユードムラが変形──リムシィのそれよりも巨大な銃型煌式武装となり即座に光弾が放たれる。リムシィも身体からだを捻ひねりつつその光弾をアサルトライフルの弾幕で相そう殺さい。しかし煌式武装の出力差からユードムラの光弾をすべて撃ち落とすことはできず、弾幕を貫いてきた光弾をスカートベイルが自動的に動いて防御する。その間に再度変形して巨大な槍グレイブ型煌式武装となったユードムラで叩たたき潰つぶすような一撃を見舞ってきたレナティに、リムシィは飛行ユニットの推力を全開にして背後へ下がる。そのまま距離を取りつつアサルトライフルでの銃撃を続けるが、レナティはユードムラを一いつ閃せんしてそれらを切り払い、間合いを詰めてくる。

『こ、これはすっげー！　光弾が飛び交い、光刃が火花を散らす！　お互いに一歩も引かねえ、途切れのない高速戦闘！　こんなの初めて見たぜぇー！』

『うん、普通はどんな達人同士の戦闘でも、どこかで呼吸であったり距離を測ったりで間を取るものだけど……彼女たちにはそういった間が一切ない。まるでお互いに相手がどう動き、それにどう対処すればいいのかわかっているみたいだ』

　その通り。

　事実、リムシィもレナティもわかっているのだ。より正確に言うならば相手の行動を完全に予測し、それに対して最善かもしくはそれに準じる選択肢を選んでいるだけにすぎない。これはお互いのスペックを把は握あくした擬形体パペツト同士の戦闘でのみ発生する特異な戦闘であり、俗に演算戦闘と呼ばれている。人間のような不確定要素の塊かたまりが介在したならば、まず不可能な芸当だ。

　一定の行動し対して相手の擬形体がどのような行動を返してくるかは、そのスペックを詳細に把は握あくしていればある程度まで予測がつく。選択肢自体は無限に存在しても、その中で有効なものとなると──その場だけではなく、未来も含めての話だ──一定数まで絞り込むことができるし、多少のズレはリムシィたちほどの性能の擬形体であれば瞬時に修正することができる。

　それはつまり──この勝負はすでにお互い決着までを見通しているということに他ならない。実際にこのまま演算戦闘を続けた場合、早ければ十五分二十二秒後に、遅くとも十七分四十秒後にリムシィが敗北するだろう。今はまだ互角に見えているかもしれないが、スペックの差によってリムシィは少しずつだが確実に選択肢を潰つぶされていっているのだ。

　だとしたら当然それを崩さなければならないのだが、手段は二つ。一つは敢あえて不合理な選択肢を選ぶこと。通常の擬形体ならばまず選ぶことのない手段ではあるものの、リムシィたちのように高度なレベルで確立された自意識を有する場合は話が別だ。ただしその場合、一時的に演算戦闘から離脱することができたとしても、当然ながら事態は悪化する可能性が極めて高い。

　そしてもう一つの手段は──

「対自律式擬形体用浮遊機雷フローテイングマイン、起動。散布開始」

「ふみっ？」

　リムシィの移動に合わせてＡＣＭユニットから次々と浮遊機雷が放たれる。突起の付いた球形で、一つ一つの大きさは直径五十センチ程度。ふわふわと空中を漂いながらも、お互いにぶつかるような軌道は取らず、ステージに広がっていく。

　この浮遊機雷はレナティ戦のためにカミラが独自に開発したもので、エルネスタにもデータは渡っていない。必然、レナティも演算戦闘を継続することは不可能となる。

　それを見たレナティの表情が、ぱっと明るくなった。

「にひ！　そうこなくっちゃ！　おかーさんから最初は演算戦闘に付き合ってあげるように言われてたけど……これでレナも好きにしていいってことだよね！」

　レナは嬉うれしそうにそう言いながら、浮遊機雷をユードムラでつんっと突く。

「ほわっ!?」

　その途端、浮遊機雷は轟ごう音おんを上げて爆発した。

　ただし威力はそれほど高いわけでもない。レナティはアルディの防御障壁を転用した極めて堅固な皮ひ膜まく装甲を有しており、これを貫くのは容易ではないからだ。

　この浮遊機雷フローテイングマインの目的は別にある。

「なんだ、ちょっと驚いたけど大したことないじゃ……ふにゅ？」

　そう言いかけたレナティの膝ひざが一瞬、がくりと落ちた。

　ほんの一瞬。一秒程度のブランクだ。だが、リムシィにとってはそれで十分だった。

　左手に構えたアサルトライフルを出力最大で放ち、容赦なく光弾を叩たたき込む。

「ふみゃみゃみゃみゃみゃみゃみゃみゃ！」

　光弾が当たる度にレナティが子猫のような悲鳴を上げるが、ダメージはほとんどないようだ。とはいえ、今は少しでも時間が稼げればそれでいい。

　その間にリムシィは右手のハンマー型煌式武装ルークスをＡＣＭユニットへ収納し、新たな煌式武装を起動させる。

「──ルインゲルツ、展開」

　それはリムシィの身長を超えるほどに巨大な大型煌式武装だった。

　あの沙さ々さ宮みや紗さ夜やの使う煌式武装を、破壊力において凌りよう駕がすることを目的としてカミラが作り上げた戦術高エネルギーレーザー砲。マナダイトの緑色の輝きが膨れ上がり、エネルギーが急速にチャージされていく。

「わわわ！　あれはさすがにちょっとマズいかも！」

　このルインゲルツはエルネスタもデータを持っているので、レナティもその破壊力を知っているはずだ。慌てた様子で警戒態勢を取ろうとするが、そんなレナティを浮遊機雷が取り囲むようにして集まってくる。

「ふみー！　なんなの、これー！」

　この浮遊機雷の行動プログラムはカミラが全精力を注いで作り上げたものだ。いくらレナティの演算能力でもそう簡単に予測回避はできないはず。

　加えて、この浮遊機雷には擬形体パペツトのコアに作用して一時的に駆動系への命令を飽和させる特殊なマナダイト粉末が搭とう載さいされている。落星工学黎れい明めい期きならいざ知らず、今の煌式武装や擬形体に用いられるコアにはこうした外部からの影響を遮しや断だんするため完全にコーティングされているのが一般的だ。当然リムシィやアルディのコアにもそうした処理が施されている。

　が、レナティのコアはそのコーティングが不完全だった。意図的なものなのか、エルネスタの設計ミスなのかはわからない。今の時代にコアへ干渉するような兵器はほぼ存在しないので、甘く見ていたのかもしれない。並立制御されたウルム＝マナダイトのコアは確かに強力だが、これは明確な欠点であり弱点だった。

「出力最大──発射」

「ふわわわー！」

　リムシィの右腕に装備されたルインゲルツがチャージを完了し、光の奔ほん流りゆうがレナティ目掛けて一直線にステージを貫く。その破壊力はウルム＝マナダイトの能力を十全に引き出したアルディ完全体が展開する防御障壁をも突破するほどだ。直撃すればいかにレナティといえども無事ではすまない。射線に合わせて地面がごっそりとえぐり取られ、巻き込まれた浮遊機雷フローテイングマインが次々と爆発する。

　──が。

「よっと……！　あ、あっぶなかったー！　って、ふらふらするるるる……」

　レナティは間一髪のところでレーザーを回避していた。立っていることさえままならないような有様とはいえ、だ。

　察するに、自ら浮遊機雷の群れに突っ込んでいったのだろう。校章だけはガードしていたようだが、いくらほとんどダメージがないからといって無む茶ちやをする。連続して起爆した浮遊機雷の撒まいたマナダイト粉末の濃度を考えれば、第二射を回避することはまず無理だ。

　もっとも、ルインゲルツも再チャージに多少時間がかかる。

　近接戦闘に持ち込んで校章を狙ねらうという手もあるが、演算戦闘から離れた状況ではリスクも大きい。それだけレナティの性能は圧倒的なのだ。どの程度まで駆動系に影響が出ているのか測定できない以上は再計算も難しい。

（ならば……ここは確実にいきましょう）

　リムシィはそう決めると、持っていたアサルトライフル型煌式武装ルークスを放棄し、左手を変形させる。かつてリムシィに与えられた最強の矛、ルインシャレフ──その改良型だ。今では威力としては右腕のルインゲルツが勝っているものの、連射能力と命中精度はまだこちらが上だ。

　ただし、これで終わりではない。

「沙さ々さ宮みや紗さ夜やへの切り札として温存しておきたかったのは山々ですが……接続開始」

　リムシィが右腕と左腕を……つまりはルインゲルツとルインシャレフを身体からだの前で合わせると、まるで最初からそうであったかのように合体し、一つの超巨大な煌式武装が姿を現す。

「ルインドラーヴァルフ──チャージ開始」

　複合式戦略高エネルギー砲が緑色の輝きを発しながら唸うなりを上げた。

　同時にリムシィは残った浮遊機雷を操作して、レナティの周囲を完全に包囲させる。

「──これで終わりです、我が妹よ」

「にゃはー！　なによなによ、カミラったら！　浮遊機雷にしてもあの複合煌式武装にしても、随分なもんを隠し持ってるじゃない！」

　手を叩たたいて喜ぶエルネスタとは裏腹に、カミラはあくまで冷静にステージを見下ろしていた。

　戦闘用擬形体パペツトとした見た場合、無双の攻撃力を持つリムシィや絶対の防御力を誇るアルディと比べて、レナティの設計思想は実にシンプルだ。並列処理された二つのウルム＝マナダイトをコアとして得られる膨大な出力を、すべて基本性能へと振り分けている。ウルム＝マナダイトが本来持つ特殊能力は発揮できない代わりに、単純に力が強く、単純にあらゆる動作が速い。ただそれだけだ。それだけであるが故に、同じ擬形体であるリムシィにはこうした搦からめ手てを使わない限り攻略がほぼ不可能だった。今の状況はいわばカミラとリムシィの戦術がレナティのスペックを凌りよう駕がした結果だと言えるだろう。

　いや、それは少々自惚うぬぼれすぎかもしれない。むしろ……。

「今回はおまえの手落ちが私の勝因かもしれんな」

「お？　それってもしかしてコアのコーティングに隙すき間まがあったことかにゃ？　まあ、それを言われると確かにあたしも言い返せないんだけどさー。さすがにカミラはよく気が付いたよね。しかもそこを狙ねらった新兵器まで用意してくるなんて……いやあ、参った参った」

　カミラが指摘すると、エルネスタは片手で顔を押さえながらそう言った。

「おまえらしからぬ設計ミスだな。この私が気が付いたくらいだ。おまえが見逃すはずもあるまい。それなのに放置しておくとは、いくらコアへ干渉する類たぐいの兵器が絶滅状態とはいえ、あまりに油断がすぎると……」

　だがそこまで言いかけたカミラは、ふいに思い直す。

　果たしてエルネスタ・キューネとはそのような人間だっただろうか？　カミラに見抜ける程度の欠陥を残しておくような、油断と慢心を許す程度の天才だっただろうか？　ましてやレナティはエルネスタが心血を注いで創り上げた最高傑作だ。そのレナティに設計ミスなど本当にあり得るのか？

　否。断じて否。カミラ・パレートが知るエルネスタであれば、断じてそんなことはない。

　はっとしたカミラが横を見ると、エルネスタは顔を押さえた手の指の隙間から覗のぞく瞳ひとみを、にんまりと歪ゆがめた。

「そうそう、やっと気が付いたかにゃ？　あれは設計ミスなんかじゃないのよ。ま、あれこれ手を尽くしても完全にコーティングできなかったのはあたしの手落ちだから、そこへの批判は甘んじて受けるけど……あの隙間はレナティのコアにどうしても必要だったのさ」

　エルネスタがくつくつと喉のどを鳴らしながら楽しそうに笑う。

「だからカミラ、本当に気が付くべきだったのはなぜあの隙間が必要だったのか、なのよねー。いや、そりゃわからないように作ったのだから仕方ないんだけどもさ。カミラには気が付いて欲しかったにゃーって言うか……ああほら、その理由があれだよん」

「っ！」

　カミラは思わず座っていた椅い子すから腰を浮かして、ステージ上の光景を凝視した。

「馬鹿な……馬鹿な馬鹿な馬鹿な！　あれは、あれはまさか……！」

　カミラからしてみれば、決してあり得ないものがそこにあった。

「……ルインドラーヴァルフ、最大出力」

　リムシィはチャージを完了した複合型煌式武装ルークスの照準を、ピタリとレナティに合わせた。

　レナティは完全に浮遊機雷フローテイングマインに包囲されており、もはや逃げ場はない。先ほどのように無む理り矢や理り回避しようとしても、ルインドラーヴァルフの掃射からは逃れ切れないだろう。かといって、これを相そう殺さいできるような武装もレナティは保有していない。何しろレナティの武装はすべてカミラの作ったものだ。現状カミラの作り上げた武装でルインドラーヴァルフ以上の威力を持つものが存在しない以上、受けることも避けることもできないということになる。

　もし唯一可能性が残されているとすれば──

「にゅにゅにゅー！　こいつら嫌いー！　もー、こうなったらぁー！」

　レナティはユードムラを放り投げると一度力を溜ためるように屈かがみ込こみ、大きくジャンプして浮遊機雷の包囲網を一気に跳び越えた。そしてそのままリムシィに襲い掛かってくる。

「ふみぃー！」

「そうくるだろうと思っていました──ルインドラーヴァルフ、発射！」

　それを予想していたリムシィは、仰角を上げて迎撃態勢に入っていたルインドラーヴァルフを撃ち放った。

　閃せん光こうが世界を白く染め上げ、渦を巻くような白銀の奔ほん流りゆうがレナティを飲み込む。

　これで決着だ。

　リムシィだけではなく実況も解説も観客も、エルネスタとカミラを除いたその場にいる全員がそう思ったことだろう。

　──だが。

「にひひひひひ！　そーれ！」

　その白銀の奔流を右手で切り裂さくようにして、光の中からレナティの小さな身体からだが現れた。

　レナティの無邪気な笑顔が、リムシィのすぐ横を通り過ぎ──

「な……っ!?」

　慌てて振り向こうとしたリムシィの両手、つまりルインドラーヴァルフと、右足、スカートベイル、ＡＣＭユニットの右半分が、ずるりとズレた。

　それらはすっぱりと両断されていたのだ。

　レナティの、手刀によって。

「こ、れは……」

　バランスを崩して地面に倒れ込んだリムシィの前に、レナティがゆっくりと歩み寄ってくる。

「やったー！　真っ二つ！」

　リムシィはその瞳ひとみの色が以前とは違っていることに気が付いた。いや、それだけではない。レナティの右腕を覆う異様なまでの高出力エネルギーは、かつてリムシィが計測したこともないような途方もないものだ。いくらウルム＝マナダイトをコアにしているとはいえども、これほどまでの出力を得ることはまず不可能──

「っ！　……そうか、そういうことですか」

　そこまで考えたリムシィは一つの推論を導き出した。あり得ない話だが、目の前の現実と照らし合わせた場合他の可能性は思いつかない。

「レナティ、あなたのコアは可変型ですね？　平常時は並列処理方式でコアを制御し、今は……ロボス遷移方式でウルム＝マナダイトを多重連結している。違いますか？」

「にひひ！　だーい正解！　レナね、今のレナが一番好き！　身体の奥から、どんどん力が湧わいてくるの！」

　ロボス遷せん移い方式は本来通常のマナダイトを使用してさえ出力が不安定であり、使用者に多大な負担を強いる不完全な技術だ。それをまさかウルム＝マナダイトのコアで採用するとは。この方式に慣れている紗さ夜やでさえ、これを制御するのは不可能だろう。普通に考えればよくて暴発、最悪ウルム＝マナダイトが暴走して大惨事を引き起こしかねない。

「ほら、見て見ておねーちゃん！　すごいでしょ？」

　と、レナティが無造作に右腕を振ると、残っていたリムシィの左足とＡＣＭユニットの左半分が容易たやすく切り裂さかれた。最も早はや装甲も何もあったものではない。この高出力の前では、いかなる防御も意味をなさないだろう。

「……わかりました、レナティ。私の敗北です」

　倒れたままリムシィが溜ため息いき混じりにそう告げると、胸の校章が判定を下す。

「試合終了エンド・オブ・バトル！　勝者、エルネスタ・キューネ！」

　再戦を約束していた紗夜には申し訳ないが、ここまでだ。

　あの《鳳凰星武祭フエニクス》以来に、悔しさという感情がこみ上げてくる。

「なーんだ、もう終わりかー。つまんなーい。もうちょっと遊びたかったのになー」

　レナティは両手を頭の後ろで組み、不満そうにぷくーっと頬ほおを膨らませていたが、すぐに何かを思い出したかのようにリムシィの顔を覗のぞき込んできた。

「あ、そうだ！　ねえねえ、リムシィおねーちゃん。レナは良い試合ができた？」

「え……？」

「ほら、試合の前に言ってたでしょ？　でもレナ、どんなのが良い試合なのかわからないの。それってただ勝つだけじゃいけないんでしょ？　前におかーさんも言ってた。ただ相手を壊すだけじゃダメなんだって」

「ああ……なるほど。あなたは本当にまだ何も知らないのですね」

　リムシィは納得した。これほど強大な力を持っていながら、レナティはあらゆる意味で幼子なのだ。これから先、どのようなことを学び取っていくかで、この無邪気で可愛かわいらしい少女は聖邪どちらにも染まるだろう。それはとても恐ろしいことだ。

　リムシィはレナティを抱き締めてあげたいと思ったが、生あい憎にくと今の身体からだではそれは叶かなわない。その代わりに、リムシィは発した自分が驚くほどに優しい声で言った。

「そうですね……私の経験でよろしければ、お教えしましょう」

「うん！」

「良い試合とは……勝っても負けても、お互いに満足できる試合のことを言います」

「満足……？」

　レナティはやはり理解できないのか、きょとんとした顔だ。

「この試合で、レナティは満足できましたか？」

「んーん」

　素直に首を横に振るレナティ。

「……でしょうね。私もです。残念ながら、私ではそれを成すだけの力がありませんでした」

　リムシィはそこまで言うと、悔しさと誇らしさが入り混じった笑みを浮かべて言った。

「ただ……次の準々決勝であなたが闘う相手は、きっと満足させてくれると思いますよ」


第五章　五回戦・四

　その町は良く言えば静かで牧歌的な、悪く言えばみすぼらしく寂れた町だった。より正確には、町とさえ呼べないようなただの集落だ。過剰なまでの一極集中化によって廃棄された地方都市の残ざん骸がいに、寄る辺なき者たちが──或あるいは虚像の拠より所を求めて逃げ出してきた者たちが集まって、細々と生活をしている山間の小さな小さな郷きよう邑ゆう。

　シルヴィア・リューネハイムはそんな町で生まれた。

　住民は合わせても数十人程度で、半ば自給自足のような生活を営む彼らには特徴らしい特徴もなかったが、強いてあげるとすればその多くが神の教えを遵守する敬けい虔けんな信徒であったことだろうか。と言っても、別段カルトというわけではない。礼拝と祈りの言葉を欠かさず、主の教えを守り、清貧を善しとする──統合企業財体が支配するこの世界においては相当に道徳的なコミュニティだ。

　シルヴィアはその町でたった一人の子どもであると同時に、たった一人の《星脈世代ジエネステラ》だった。だからといって排はい斥せきされたり疎外されたりしたことは一度もない。町の住民は皆善良だった。ただ、臆おく病びようなだけで。

　自分が他の誰とも違うのだということだけは、物心付いた頃からずっと感じていた。両親もシルヴィアを一人娘として愛してくれてはいたが、やはりそこにも見えざる壁があった。それはふとした瞬間──たとえばシルヴィアが父の手をほんの少し強く引いたり、力加減を間違えて食器を割ってしまったりした時に、ぬるりと顔を出すのだ。結果としてシルヴィアは何事にも消極的になり、引っ込み思案で部屋に篭りがちな子どもとなった。

　そんなある雨の日、いつものように部屋で一人本を読んでいたシルヴィアは、雨音に交じってどこからか不思議な旋律が聞こえてくることに気が付き、そっとカーテンを開けて外を見た。今までに聞いたことがないような、胸をざわめかせる音の波──それはシルヴィアの家の軒先で雨宿りをしている少女が口ずさんでいるものだった。

「──やあ、これは可愛かわいらしいお嬢さんだ。少しの間、ここをお借りしてもいいかな？」

　シルヴィアに気が付いた少女は、そう言って爽やかに笑った。灰色に覆われた町の中で、その周囲だけが色を持ったような鮮烈な笑顔。シルヴィアは驚いてすぐにカーテンを閉めると、自分でも理由がわからないままドキドキと高鳴る胸を押さえた。

　それがシルヴィアと、ウルスラ・スヴェントの出会いだ。

　以来、シルヴィア・リューネハイムの胸の奥には名も知らぬ歌が流れ続けている。

　あの雨の日に聞いた、懐かしくも清爽なその歌が。

　──プロキオンドーム。

「良い機会を得た。少なくとも、わらわはそう思っている」

　長い黒髪に彫りの深い高貴な顔立ち、エキゾチックな褐色の肌を大胆に露出したその女性は、ステージ上で対たい峙じするシルヴィアを鋭く睨にらみ付けながらそう言った。妖よう艶えんなプロポーションを持ちながらどこか神秘的な雰囲気をまとい、すらりとした手足には精巧な装飾品が輝いている。

　クインヴェール女学園序列二位、《舞神ハトール》ネイトネフェル。その二つ名からもうかがえるように世界トップクラスの舞踏家であり、無手での格闘では界龍ジエロンの一流拳士をも凌ぐと言われている。徹底したメディア嫌いで、舞踏を披露する場を生舞台に限定しているため、知名度の点ではシルヴィアやルサールカに劣ることは否めない。そしてそんなネイトネフェルがメディアに顔を現す数少ない機会が、この《星武祭フエスタ》だった。

「そう？　私はできれば闘いたくなかったんだけどなあ……」

　シルヴィアはそう言いながらも、フォールクヴァングを起動させる。

　ネイトネフェルから一方的に嫌われているため親しい仲とは言えないものの、同じ学園の一位と二位、それなりには顔見知りだ。

「だってほら、同じ学園同士で潰つぶし合ったってペトラさんが嘆くだけじゃない？　こればっかりはくじ運だから仕方ないとはいえさ」

「学園の都合など知ったことではない。これは──あのオーフェリア・ランドルーフェンへ挑む者を決める闘いだ」

　確かにこの試合を勝ち抜いた勝者は、次の六回戦でオーフェリアとぶつかる可能性が高い。

　もちろん、まだ第八試合は始まっていないはずなので、オーフェリアが負けるというケースもないではないのだが。

「そんなにオーフェリアにリベンジがしたいの？　まあ、私だって人のことは言えないからお互い様とはいえ……」

　前回の《王竜星武祭リンドブルス》でシルヴィアがオーフェリアに敗れたように、前々回の《王竜星武祭》ではネイトネフェルがオーフェリアに敗れている。以来、二人は同じ相手に対してリベンジを公言していた。

「おまえと一緒にしないでもらおう。わらわがオーフェリアと再び闘うことを願うのは、単に敗北を塗り替えようとするためではない」

　ネイトネフェルが厳しい顔で、ぴしゃりと言う。

「へえ、じゃあなんで？」

「許せなかったからだ。わらわの人生で、あれほどの屈辱は他にない」

「……敗北が？」

「わらわの舞が、あやつの心を動かせなかったことがだ」

　怒りを噛かみ殺すように絞り出されたその言葉に、シルヴィアははっと息を飲んだ。

「あの時……わらわはあやつの心に小さざ波なみ一つ立てることも叶かなわなんだ。負けるのはいい。それは仕方がない。わらわとあやつでは、天と地ほどの力量差があろう。相性も最悪だ。だが──わらわはあやつの虚無の向こうに己の舞を届かせたいのだ」

「そっか……そういうことか」

　事実、ネイトネフェルがオーフェリアに勝つことはほぼ不可能だろう。何しろネイトネフェルは《魔女ストレガ》でも純星煌式武装オーガルクスの使い手でもなく、煌式武装ルークスさえも使わずただ己の肉体のみを武器としている。オーフェリアの毒から身を守る術はなく、攻撃を仕掛けることさえままならないはず。近接戦闘に限ればともかく、能力を考慮した場合に相性が悪すぎるのだ。

　だというのになぜこれほどまでに強く対戦を望んでいたのか、その理由をシルヴィアは今ようやく得心した。

　つまりは表現者としての意地なのだ。

「でも、生あい憎にくと私も譲れないんだよね。理由は違えど、オーフェリアと闘いたいのは一緒なんだから」

　シルヴィアがオーフェリアと闘い、勝ちたいと思うのは、ネイトネフェルほどに高尚な理由ではない。単純にあの敗北が悔しかったからであり、そうすることによってシルヴィア自身がより高い場所を目指すことができるからだ。

「構わぬさ。わざわざ譲ってもらうまでもない。オーフェリアならばともかく、わらわはおまえごときに負けるつもりはないのでな」

「ごときって……一応、私のほうが序列は上なんですけど？」

　シルヴィアとネイトネフェルが序列一位と二位の座についてからもう随分と経たつが、二人が直接闘ったことは一度もない。

「ならばその肩書に相応ふさわしき力を示してみるがいい」

「お望みとあらば。ただし、後悔してもしらないよ？」

　シルヴィアとネイトネフェルはお互いに視線をぶつけ合わせた後、同時に背を向けて開始位置へと移動した。

『何を話していたのかはわからないけど、火花がバチバチって感じだったね！』

『ま、同じ学園の一位と二位やしな。いろいろとあるんやないの？』

　外野は外野で好き勝手言ってるようだが、シルヴィアはすぐに意識を切り替えるとフォールクヴァングを射撃モードにスイッチする。

「五回戦第七試合、試合バトル開始スタート！」

　そして開始と共に光弾を放つと、まずは大きく距離を取る。

　ネイトネフェルは接近戦以外の選択肢を持たないため、シルヴィアとしてはできる限り遠距離戦に徹するのが正着だろう。その間にいくつか能力を展開し、準備を整えたところで一気に決める。

（……と、いければいいんだけど、さすがにすんなりやらせてはくれないよね）

　当然ネイトネフェルとしては、光弾をかわしながら間合いを詰めてくる。

　その動きは疑いようもなく疾はやいのだが、疾さ以上に厄介なのが動き方がまるで読めないことだ。シルヴィアが放つ光弾は、どれだけ狙ねらって撃ってもかすりさえしない。これはネイトネフェルがフェイントをかけているわけではなく、彼女が独自の法則に──もっと言うならば、彼女の内なるリズムに乗って動いているが故だ。

　そのためネイトネフェルの動きには明らかに無駄でしかないもの、迂う遠えんな回り道、無意味な所作がところどころにちりばめられており、だからこそ予測を困難にさせていた。

「ぼくらは壁を打ち崩す　限界の先に境界を越え──」

　一ひと先まずは距離を取りつつ、身体能力強化の歌を高らかに響かせる。

　このまま強化された脚力で回避しつつ、飛行能力で状況的優位を作るか、それとも補助系の能力を使って相手の選択肢を狭めていくか──そう考えていたシルヴィアだったが。

「はぁっ！」

（──っ!?）

　一息で間合いに飛び込んできたネイトネフェルの回し蹴げりを、シルヴィアは回避し損ねてしまう。

「くぅ……！」

　爪つま先さきがシルヴィアの左肩をえぐり、更に身体からだを回転させたネイトネフェルの右足が続け様に襲い掛かってきたが、そちらはなんとかフォールクヴァングで受け止める。ずしりと芯しんに響く、重い蹴りだ。その足を飾る装飾品が、しゃらんと涼やかな音を立てる。

　とにかく近接戦闘の技術ではネイトネフェルには敵かなわない。

　距離を取るべくバックステップで離れるが、ネイトネフェルはその動きに合わせるようにぴたりと間合いを維持して食らいついてくる。

（そんな……！　いや、やはり能力の効果が低い……!?）

　身体能力を強化したシルヴィアは、綾あや斗とや暁彗シヤオフエイといったランクと同等にまでそれを高めることが可能だ。ネイトネフェルも一流以上のスペックを持つとはいえ、そのクラスには及ばない。本来ならば、今のシルヴィアの動きに付いてくることはできないはず。

「やはり未熟だな、シルヴィア！」

　ネイトネフェルの手刀が弧を描きながら制服ごとシルヴィアの肌を裂さき、受けようとした腕にするりと絡み付くようにして胸元を打つ。

「ぅあ……っ！」

　痛みに顔を顰しかめつつも、シルヴィアはそのまま至近距離からフォールクヴァングの光弾を連続で発射した。

「おおっと……！」

　それでもなお、ネイトネフェルは下がりながらその光弾を回避してみせる。

（この距離でかわすかぁ……！　でも！）

　間合いを離れたこの好機を見逃すわけにはいかない。

「蒼そう穹きゆうを翔かけ　渾天を巡る意志の翼は　いつの日かキミを　明日の向こうへ導くだろう」

　シルヴィアが歌い上げると同時に、その背中から光の翼が顕けん現げんする。ユリスの使う極楽鳥の燈翼ストレリーテイアと同系統の能力だが、花と炎という二つのモチーフの合成であるそれよりも飛行に特化している分、機動力はこちらのほうが高い──はずだった。

「遅い！」

　上昇しようとしたシルヴィアに先んじて、ネイトネフェルが大きく跳ぶ。そしてそのまま空中で回転すると、シルヴィア目掛けて踵かかと落おとしを見舞ってきた。シルヴィアも慌てて回避しようとするが、加速するどころかバランスを取ることさえできず、直撃を食らってしまう。

「きゃあああああ！」

　叩たたき落とされたシルヴィアはなんとか空中で姿勢を整えて着地したものの、光の翼は掻かき消えてしまった。

「どうした、シルヴィア？　おまえの歌はその程度か？」

　少し離れた場所に着地したネイトネフェルが、挑発するかのように小さく笑う。

「……私に何をしたの？　ネイトネフェル」

　対照的にシルヴィアは、ネイトネフェルをじっと見つめながら静かにそう問とい質ただした。

　能力がまともに発動しない。こんなことは初めてだ。

　《魔女ストレガ》や純星煌式武装オーガルクスの能力の影響というならわからないでもないが、少なくともネイトネフェルがそれを使ったような気配はない。

「わらわは何も。問題があるとすればおまえのほうだろう」

「どういうこと？」

「はぁ……だから未熟だと言ったのだ。音程を外したことにも気が付かないとはな」

「っ！」

　その指摘にシルヴィアは愕然とした。

　確かにシルヴィアの能力は極めて繊細で緻ち密みつさが求められる。ほんの少しでも音程を外せば、著しく効果が損なわれるほどに。
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　だが、一方でシルヴィアは自身の歌唱力に絶対の自信を持っている。何しろ戦闘中に少しの狂いもなく歌い上げねばならないのだ。激しく動き、目まぐるしく変化する状況に意識を配りながらそれを成すのは、率直に言って常軌を逸している。半端な技量と覚悟ではやれるはずもない。万能と称される能力は生まれ持った才能に積み重ねてきた努力と研けん鑽さんがあってこそのものであり、シルヴィアの歌唱力に対するその自信は同時に誇りでもあった。

　それを──

「疑うならば試してみればいい！」

　そこへネイトネフェルが地を蹴けり、間合いを詰めてくる。

「言われなくても！」

　シルヴィアはフォールクヴァングをソードタイプにスイッチすると、大きく息を吸って再度身体能力強化の歌を……。

「ぼくらは壁を──っ!?」

　その第一小節ですぐに気が付いた。

　ネイトネフェルの言う通り、ほんのわずかだが音程が外れている。

（でも、どうして……？　特に今のは細心の注意を払って……）

「ふっ！」

　ネイトネフェルが踊るようなステップを踏みながら連続で蹴りを放ってきた。シルヴィアはフォールクヴァングでかろうじて防ぎつつなんとか原因を探ろうとするが、ネイトネフェルの猛攻がそれをさせてくれない。

　ネイトネフェルの攻撃は、なめらかに蠢うごめく手足から指先に至るまで、あらゆる動作がまさしく舞踏のように優雅で、ダイナミック且つ幻惑的だった。ネイトネフェルにとって武とは舞であり、このステージはそれを披露する舞台なのだろう。

　ネイトネフェルの舞は人間の原始的な本能に直接訴えかけてくる力を秘めており、シルヴィアでさえもつい引き込まれてしまうほどの──

「って、なるほどね！　そういうことか！」

　シルヴィアは己の迂う闊かつさを呪のろうと同時に、目の前で舞い踊る褐色の美女に心底感嘆した。

「ほう？　ようやく気が付いたか」

　振るうごとにしゃりんしゃりんと澄んだ音を鳴らす腕輪を煌きらめかせ、予測不能な軌道からネイトネフェルの拳が襲い掛かる。今のシルヴィアの身体能力と技量では、そのすべてを捌さばき切ることは難しい。校章だけを最優先で守りつつ、多少の被弾は無視して、その代わり強引にネイトネフェルの身体からだを振り払った。

「ぐぅぅ……！」

「ほう……！」

　ネイトネフェルはその勢いに身体からだを乗せ、しなやかな連続後方転回で距離を取る。

「……ふぅ」

　シルヴィアは一度息を吐くと、冷静に状況を確認した。

　いくつかまともに食らってしまってはいるものの、まだダメージはそれほどでもない。ただし、このままの形で接近戦闘が続けばどうなってしまうかは火を見るよりも明らかだ。どうにかして《魔女ストレガ》としての能力を──歌を取り戻さなければならないのだが、それが難しいことはシルヴィアも理解していた。

　なぜならば、ネイトネフェルが言ったようにその原因はシルヴィア自身にあるからだ。

「大したものね、ネイトネフェル。あなたの踊りは真実、人を魅了し引き込む。……否いや応おうなく、ね」

「当然だ。わらわの舞は見る者すべてを……洋の東西老若男女文化言語あらゆるものを超越し、人が人である限り抗あらがいようもなく惹ひきつける。好む好まざるはあろうとも、そこから逃れられる者は皆無。当時はまだその域に達しておらなんだが、今やオーフェリア・ランドルーフェンであっても魅了してみせよう」

　その言葉には絶対の自信が満ち溢あふれていた。

　事実、《魔女》や《魔術師ダンテ》のような能力を使うわけでも、純星煌式武装オーガルクスの力を借りるわけでもなく、ただ自分の肉体だけでその領域に踏み込んだネイトネフェルの舞踏は驚異的だ。

　無論、魅了といってもそれに見み惚とれて手も足も出なくなるといったレベルのものではない。その動きをつい目で追ってしまうだとか、呼吸やタイミングが乱されるだとか、精々がその程度のものだろう。だが近接戦闘においては、その程度の影響が勝敗を分けることはままあるのだ。

　そして何よりシルヴィアにとって厄介なのは、その舞踏の律動──リズムだ。ネイトネフェルの動作すべてが刻む力強いそのリズムに、シルヴィアは無意識下で引っ張られてしまっている。そのため、歌う際にも微妙に音程を外してしまうのだ。

「ふふっ、どうやらおまえには格別効果的であるようだな。世界の歌姫に認められるとは、実に光栄だ！」

　ネイトネフェルは揶や揄ゆするようにそう言うと空中に跳び、身体を独こ楽まのように回転させながら蹴けりを放ってくる。

「別に！　私は前々からずっと認めてたけどね！」

　シルヴィアは身を屈かがめてその蹴りを避けるが、着地したネイトネフェルは回転の勢いそのままに足払いへと繋つなげてきた。これはかわしきれずにシルヴィアの身体が宙に浮くが、シルヴィアは両手を地面について即座に跳ね起きる。

「あなたのほうこそ！　私を歌姫だって！　認めてくれてるんだ！」

　受けに回ってばかりでは勝負にならない。シルヴィアもフォールクヴァングで連続突きを見舞うが、ネイトネフェルは余裕でそれを回避してしまう。

「何度でも言うが、わらわはおまえが好かん！　が、おまえの歌は認めているとも！」

　ネイトネフェルはフォールクヴァングを突き出したシルヴィアの右手を押さえ、投げ飛ばす。更に空中のシルヴィアに向かって蹴けりを叩たたき込もうとしてきたが、それに先んじてフォールクヴァングを射撃モードにスイッチしていたシルヴィアは、逆さまの状態から光弾を発射して牽けん制せいする。

「ちっ！」

　ネイトネフェルが追撃を諦あきらめたのを確認したシルヴィアは、着地と同時にフォールクヴァングを構え直す。

「……第一、私はなんであなたに嫌われてるのかわからないんだけど？」

「おまえとわらわとでは、在り様が真逆なのだ。相あい容いれぬ」

「在り様……？」

　ネイトネフェルの言い様は抽象的すぎてよくわからなかったが、それでも大まかな意図だけは掴つかめないでもない。ネイトネフェルにとっては踊ることそのものが魂の発露なのだろう。だから言葉を介さず、これほどまでに強く深く見る者の本能に訴えかけることができる。それは孤高の道だ。

　対してシルヴィアにとっての歌とは、あくまで手段にすぎない。シルヴィアという存在を世界に伝えるための、自らを解放するための、唯一にして絶対の方法。そのためにシルヴィアは言葉を磨き、技術を高め、知識を蓄えてきた。

「ふん、少しお喋しやべりがすぎたようだ。そろそろ決めるとしよう」

　ネイトネフェルはそう言うと、足で小さくリズムを刻み始める。

　それは最初こそ鼓動のように細やかだったが、次第に激しさを増し、それにともないネイトネフェルの全身が躍動を始める。

「すごい……」

　やがてシルヴィアは、そこに音楽を観みた。ネイトネフェルの動きに合わせて、あるはずのない楽器が鳴り響き、その音色に乗ってネイトネフェルの動きが一層激しく、そして蠱こ惑わく的てきに盛り上がっていく。おそらく観客たちはそのネイトネフェルの踊りに、それぞれが自分だけの音楽を感じ取っているはずだ。

（参ったな、これは……）

　これほど情感に満ち、圧倒的なリズムからは逃れようがない。それこそ目をつぶり耳を塞ふさいだとしても、空気を伝わってくる振動だけで飲み込まれてしまうだろう。果たしてシルヴィアの歌で、このリズムに対抗できるものがあるだろうか。

　……いや、難しい。歌そのものが問題なのではない。ネイトネフェルが言ったように、それを歌うシルヴィアがまだ未熟なのだ。

（まったく、何が世界の歌姫だか……！）

　シルヴィアはそう自じ嘲ちようすると、ネイトネフェルを迎え撃つべくフォールクヴァングを低く構える。反省も悔恨も今するべきことではない。たとえ圧倒的に不利であろうとも、今すべきことは今できることの最大限だ。

　──しかし、その時ふいに胸の奥底から、懐かしくも清爽なメロディが溢あふれ出た。

　それはシルヴィアが幼い頃に聞いた、世界と自分とを繋つなげた歌だ。

　断片的で、名前も知らない、あの歌。

「……ウルスラ」

　思わず零こぼれたその名前に、シルヴィアははっと思い至る。

　自分にとって歌が持つ、最初の意味。

　ウルスラやペトラ、ルサールカや美み奈な[image: ]と、そして綾あや斗とといった顔が脳裏をよぎる。

「──ぼくらは壁を打ち崩す　限界の先に境界を越え　傷を厭いとわずに　走れ　走れ」

　シルヴィアは高らかに声を張り上げ、歌声を響かせた。

「……っ！」

　それを聞いたネイトネフェルが目を見開き、次いで不敵に笑う。

　直後、ネイトネフェルの足が最高潮のリズムを刻み、弾はじけるようにして舞い踊りながらシルヴィアへと襲い掛かった。

「砂鏡乱舞メルア・ラツカーサ！」

「想おもいだけでは追いつけないから　願うだけでは超えられないから！」

　対するシルヴィアは身体能力強化の歌を続けながら、限界まで引きつけ──一いつ閃せん。

　ネイトネフェルの拳とシルヴィアのフォールクヴァングが交差し、二人の位置が入れ替わる。

「──力の限り　その先へ！」

　そして、シルヴィアがサビを歌い上げたそのすぐ後に。

「ネイトネフェル、校章破損バツジブロークン」

「試合終了エンド・オブ・バトル！　勝者、シルヴィア・リューネハイム！」

　決着を告げる機械音声が、どこか音色を伴うようにして響いた。

　もっともそれも、すぐに大歓声に呑のみ込まれる。

「ふぅ……」

　シルヴィアは思わずへたり込みそうになりながら、長く深い息を吐き出した。

　一曲歌うのに、これほど疲れたのは初めてだ。

「……一体どうやって乗り越えた？」

　そこへむっつりとした顔のネイトネフェルが、そう問とい質ただしてくる。

「乗り越えたわけじゃないよ。だって、まだまだ全然ダメダメだったでしょ？」

　最後の勝負、意を決して歌い出したまではいいが、結局音程は完全には安定しなかった。身体能力強化の効果も、本来からすれば半分も発揮できていなかっただろう。

「ただね、ちょっと思い出したんだ。私にとっての歌は手段でしかないけれど……まず何よりも誰かと繋つながるための手段だったんだって。だからネイトネフェル、あなたのリズムに抗あらがうんじゃなくて、繋がって受け入れようと思ったの。……まあ、てんでなってなかったけど」

　苦笑するシルヴィアに、ネイトネフェルの顔はあくまで厳しいままだ。

「そうか……やはりわらわとおまえは相あい容いれんな」

　そしてくるりとシルヴィアへ背を向け、去って行く。

「待って、ネイトネフェル！」

　その背中に、シルヴィアは真剣な顔で声を掛けた。

「ありがとう、あなたのおかげで私はまた一つ先へ進めた気がする。まだ次の対戦相手がオーフェリアと決まったわけじゃないけど……もしそうなったら、ぜひあなたにも見ていてほしいな」

「……」

　ネイトネフェルの足が止まり、しばらく無言で佇たたずむ。

「……いいだろう。どこまでできるものか、わらわも見届けてやる」

　やがてぶっきら棒にこう言い残すと、ネイトネフェルは一度も振り返ることなく去って行った。

　　　　　　　　＊

　まだ幼い栗くり色いろの髪の少女は、ベッドに横たわったままただぼうっと天井を見つめていた。

　少女がこの研究施設に連れてこられてから、どれだけ経たっただろうか。数ヶ月……いや、もう一年近くになるかもしれない。完全に外界と遮しや断だんされたここでは、時の経過を数える術はほとんどない。最初の頃は食事の回数を数えたりもしてみたが、検査などの都合で食事がなかったり、よくわからない薬の効果で眠り続けたりしたこともあってか、いつしかやめてしまった。

　与えられた個室は殺風景ではあったものの、何人もの仲間たちと肩を寄せ合って暮らしていた孤児院のことを思うと一人では持て余してしまう広さだ。食事は三食ちゃんと食べられるし、原則として部屋から出られないことを除けば不便なことはあまりない。ほとんどの権利を売り払う契約でやってきた身としては、思いもよらなかった待遇だ。もし不満があるとすれば、あまりにも殺風景すぎるので花の一つも飾らせてくれればいいのに思ってしまうくらいか。

　もっとも自分自身で決めたことなのだから、元よりどんな目に遭おうと後悔はない。孤児院が抱える莫ばく大だいな借金の抵当として、子どもたちの身柄が徴収されるという事実を知った時、少女は自ら名乗りを上げた。自分たちより幼い子を行かせるわけにはいかなかったし、同世代や年上の子たちの中にはもうすでに自分でお金を稼ぐようになっている者もいる。その点、少女にできることといえば雑事と植物の世話くらいなものだ。いなくなったところで何か大きな支障がでるわけでもないだろう。

「あの子にお別れを言えなかったのだけは心残りだけれど……」

　少女は孤児院によく遊びに来ていた、世間知らずでお転てん婆ばな親友の顔を思い出し、ぼそりとそうつぶやいた。こうしてぼんやりとした時間を過ごす時、一番最初に思い浮かぶのは孤児院の仲間たちでもシスターたちでもなく、その薔ば薇ら色の髪を持つ親友だった。不器用で意地っ張りで、でも誰よりも優しく直向ひたむきなその親友は、少女が孤児院から姿を消したことにきっと悲しみ、怒り、嘆いたことだろう。もし最後に少しでも話す時間があれば、慰めてあげることもできたのだが。今となってはもう自分のことなど忘れて、健やかに過ごしてくれていることを祈るばかりだ。

　少女は自分がここから出られないだろうことを知っている。少女がこの研究施設に連れてこられた時には、他にも大勢の子どもたちがいた。直接の交流こそなかったとはいえ、検査などで施設内を移動する時には、同じ境遇であろう子どもたちの姿をよく見かけたものだ。

　ところがここ最近、そうしたことはほとんどなくなった。何よりも少女が頻繁に検査や実験に呼び出されるようになったことが、子どもたちの数が少なくなっただろうことを示している。おそらく他にはもう、そうするべき対象がいないのだ。いなくなった他の子どもたちがどうなったかは知る由もない。

　そして、遠からず少女自身もその仲間入りをすることになるだろう。

　──と。

　ふいに空間ウィンドウが開き、感情の薄い男の声が響いた。

『六十六番、出ろ』

「……はい」

　身体からだを起こし、ベッドを降りる。基本的にいつ呼び出しがあるか知らされることはない。場合によっては夜中に起こされることもあるので、今日はまだましなほうだ。

　そんな風に考えながら部屋を出ると、白衣の施設スタッフが数人で少女を待ち構えていた。

「移動する。付いてきたまえ」

　その中の一人が素っ気なく言い、歩き出す。

　少女も言われたまま付いていくが、そのルートは今までに通ったことがないものだった。

「移動って……どこへですか？」

　不安になってそう尋ねるが、応こたえてくれる者はない。

　やがてスタッフが大きな扉を押し開くと、そこには発着場のような空間が広がっており、小型の飛行船が鎮座していた。

　久しぶりの外の空気は身を切るように冷たく、空は冬の曇天に覆われている。吹ふき荒すさぶ風は強く、いつの間にか随分と伸びた少女の髪が暴れるようになびく。

　そして。

　飛行船の前に立つ同年代の少女が、鋭い歯を見せながら独特の笑い声を上げた。

「きしししし！　おめでとう、オーフェリア・ランドルーフェン！　キミはこのあたしに選ばれました！　さあさあ、共に参りましょう！　ジュネーブの我が城へ……いいえ、新たなる扉を開けに！」

　──シリウスドーム。

『ここで東ゲートから姿を現したのは、アルルカント・アカデミーのヒルダ・ジェーン・ローランズ選手！　予選では純星煌式武装オーガルクスのコアであるウルム＝マナダイトを破壊するというとんでもない離れ技をやってのけたローランズ選手ですが、果たしてその力は絶対王者相手にどこまで通じるのでしょうか！』

『五回戦のトリを飾るに相応ふさわしい、規格外の選手同士の対決ね。正直、あたしも今回ばかりは展開も勝敗も読めないわ。純星煌式武装の分を考慮すれば、オーフェリア・ランドルーフェンのほうが有利だとは思うけれど……』

　歓声に笑顔で応えて手を振りながら、ヒルダはゆっくりとブリッジを進む。

　この一歩一歩が、ヒルダの理想を実現するための、新しい世界を拓ひらくための歩みだ。

　ヒルダはほくそ笑みながら、能力を足場にゆっくりとステージへと降りる。

　そこにはすでに白髪に赤い双そう眸ぼうを持つ史上最強の《魔女ストレガ》が、悲しみと諦てい観かんをまとって立っていた。

「きしししし！　いやはやこうして直接顔を合わせるのは随分とお久しぶりですね、オーフェリア・ランドルーフェン。お元気そうで何よりです」

「……」

　ヒルダの掛けた声にも、オーフェリアは無言のままだ。

「おや、これはつれない。あたしはいわばあなたを産み直した母のようなもの。再会を喜ぶくらいはしてくれてもいいのではありませんか？」

　ヒルダが大仰に悲しむ顔を作って見せると、そこでようやくオーフェリアの口が動いた。

「……私にとってあなたは何者でもないわ。これまで私の前に立ってきた、すべての哀れな弱き運命の者たちと同じ……ただの対戦相手」

「きしし！　運命、運命ですか……。なるほど、以前はあなたが何を言っているのかさっぱり理解ができませんでしたが、同じようにあちら側を垣かい間ま見みてきた今なら多少はわかるような気がしますよ」

　すると、そこで初めてオーフェリアの眉まゆがぴくりと動く。

「そう……やはりあなたは自ら運命の濁流に身を投げたのね。なんと愚かな」

「愚か？　何を馬鹿な！　あんな素晴らしい体験が他にありますか？　我々の理解を超越した真の叡えい智ちが満ちる世界！　神々が実存する宇宙！　ほんの一瞬、垣間見ただけですが、あの豊潤さは羨うらやむべきものです！」

　あちら側──すなわち万応素マナの故郷。

　この世界とは異なる世界。神宿る太陽系。

　万応素加速器マナコライダーでの実験中、ヒルダは確かにそれを見て、そこに存在する大いなる意志を感じた。

　もっとも、二つの世界を隔てる壁は高く厚い。こちらの世界の人間がどれだけ足あ掻がこうとも、少なくともこの先数百年はそれを超えることはできないだろう。ならばヒルダにとっては意味がない。ヒルダにとって最も重要なことは、その生のうちに何ができるかなのだから。

「あちら側を見てなおもそう言えるのなら……なるほど、あなたは普通ではないわ」

「おおっと、少しはあたしを認めてくれる気になりましたか？　きしし！　それは重畳……と、いけませんいけません。ついついお喋しやべりに夢中になってしまいましたが、そろそろ時間のようです。せっかくですし、続きは闘いながらにしましょうか」

　気が付けばもう試合開始時間まで間もない。

「……私には話すことなどないわ」

「きししし！　まあまあ、そう言わずに。我々の試合を余人が理解できるはずもなし、少しは楽しみがないと」

　そう言いながらヒルダとオーフェリアが開始位置へ着くと同時に、機械音声が始まりを告げた。

「五回戦第八試合、試合バトル開始スタート！」

　するとオーフェリアの足元から瘴しよう気きの腕が陽炎かげろうのように揺らめきながら、何本も立ち上ってくる。

　ヒルダは腕組みをしたまま、悠然とそれを眺めるだけだ。

　急ぐわけでもないし、そもそも急襲奇襲が通じる相手でもないだろう。

「そうそう、一つ聞いておきたかったのですが……」

　頃合いを見計らってそう話し掛けながら、ヒルダは『力』を放った。

　目に見えぬその力の塊かたまりを、オーフェリアは瘴しよう気きの腕で弾はじき飛ばす。軌道を逸そらされた力の塊はオーフェリアの斜め後ろに着弾し、地面を吹き飛ばした。ヒルダは構わず二発目、三発目と力の塊を放つが、やはりオーフェリアを守護する瘴気の腕に防がれてしまう。

「あなた、もしかしてあたしを恨んでいたりしますか？　……いえ、ほら、あたしは天才故に人の心の機微というものを推し量るのが苦手でしてね。あたしならばその力を与えてくれたことに感謝こそすれ、恨むなどあり得ないのですけれど……そのあたり、どうなのでしょう？」

　ヒルダはそう話しながらも、力の塊を放つペースを加速させていった。

　一方でオーフェリアも更に瘴気の腕の数を増やし、力の塊の弾幕を掻かい潜くぐるようにして次々とヒルダへ差し向けてくる。

「いいえ。私はあなたを恨んでもいなければ、感謝もしていないわ。ただ……哀れに思うだけ」

　ヒルダは襲いくる瘴気の腕を力の奔ほん流りゆうで振り払い、地面へと叩たたき付ける。そのまま一定の力を加えると、瘴気の腕は地面をぐずぐずに溶かしながら消滅した。相そう殺さいしたのだ。

　もっとも瘴気の腕はいくら潰つぶしてもオーフェリアの足下から無限に湧わき出てくるため、ヒルダの周囲の地面は見る間に溶け崩れていく。

「きしししし！　そうですかそうですか。憐あわれみを受けることもそれはそれで不可解ですが、ここは置いておきましょう。それよりも恨んでいないというのであれば、あなたはなぜあたしの下を去ったのでしょう？」

　お互いの能力の応酬は、どんどんとその激しさを増していく。

「……それが運命だからよ」

「それですよ、それ。あなたが運命論者に転向したのは構いませんが、なんでもかんでもその陳腐な言葉で片付けないでいただきたいですね。あなたの力を暴走させ、ソルネージュに回収されたのは確かに我々の落ち度です。ですが、あなたならその後はどうとでもなったはず。自由を求めるのならば逃げ出してもいいし、あの孤児院に戻ってもいい。ま、あなたが瘴気を完全に制御できていない以上、受け入れてくれる場所などないでしょうが……それでもディルク・エーベルヴァインに従属するという選択肢はあまりにも理解の範はん疇ちゆうを超えています。調べた限りでは何か脅されているというわけでもないですし、《ヴァルダ＝ヴァオス》の洗脳もあなたには通じないはず」

　『力』と『瘴気』がぶつかり合い、弾き合い、潰し合って消滅する。空気が震え、能力の干渉によってあちこちで紫電が迸ほとばしり、風が渦を巻く。

『──な、なんという！　なんということでしょう！　こんな試合は見たことがありません！　規格外の《魔女ストレガ》同士の闘いとは、ここまで壮絶なものなのか！　ステージは見るも無残に崩れ、防護フィールドが悲鳴を上げています！　しかも！　しかも、二人はまだ試合開始から微動だにしていないというのにです！』

『マイクがオフになってるからわからないけど、何やら会話をしてるわね。いやはや、余裕があるというかなんというか……』

　オーフェリアの能力もヒルダの能力も、その根源が同じである以上、後は出力とその使い方の問題だ。この距離でこうしたじゃれ合いを続けるなら、どれだけ経たっても決着はつかないだろう。

　だが、今はそれでいい。

「私はディルク・エーベルヴァインに従っているわけではないわ。私はあくまで運命の導きに従っているだけ。そしてディルク・エーベルヴァインは私に運命に従う自由と許可を与えてくれた。だから私は彼と……彼らと共にあるの」

「はぁ？　なんとくだらない。あなたはそれだけの力を持ちながら、ただ道具として使われることに甘んじるというのですか？　すべての意志を放棄し、諦あきらめ、ただただ無責任な哀かなしみに浸ると？　そんなものは逃避にすぎませんよ」

「……よりにもよって、あなたがそれを言うの？」

　その途端、オーフェリアの声にほんの僅わずかだが怒気が滲にじむ。

　一際巨大な瘴しよう気きの腕が鎌首をもたげてヒルダを叩たたき潰つぶそうとしてくるが、ヒルダは力の流れを集約させてそれを捩ねじ切きる。

「きしししし！　なんだ、まだ存外人間らしい部分が残っているじゃありませんか！　が、まあいいでしょう。これでスッキリしました。所しよ詮せんあなたは試作品で、それを受け止めるだけの器ではなかったということです。あたしという完成品ができた以上、あなたに残された仕事はただ一つ。あたしが確かにあなたよりも優れているという証明のため、ここで無様に敗れ去ることです！」

　ヒルダはそう言うと大きく腕を振り、オーフェリアへ向けて巨大な力の流れを叩き付ける。

「──塵と化せクル・ヌ・ギア」

　オーフェリアも瘴気の腕をまとめあげると、真っ向からそれを受け止めた。

　両者のちょうど中間地点で、力の濁流と瘴気の腕がぶつかり合い、拮きつ抗こうする。空間そのものに歪いびつが生じるほどに凄まじく、そして単純な力比べ。

　ただし、やはりこのままではいつまで経っても平行線のままだ。なぜならば、オーフェリアもヒルダも比ひ喩ゆではなく本当に無尽蔵の星辰力プラーナを持っているのだから。

　ヒルダのハーキュリーズ計画は人工的に《星脈世代ジエネステラ》を作り上げることを元々の最終目的としていた。これは《星脈世代》という存在が万応素マナに適応した人類ではなく、万応素によって変容させられた人類であるというヒルダの持論に基づいている。だとすれば、後天的にそれを作り出すことは決して不可能ではないはずだ。もちろん自然界に存在する程度の万応素濃度ではありえない。様々な試行錯誤の末、最終的に辿たどりついたのが万応素加速器マナコライダーによって万応素を高エネルギー状態に保ち、まだ未成熟な個体である子どもを長期間複数回に渡ってそれに曝さらすという方法だ。まあ、結果としてかなりの数の個体を使い潰つぶしてしまったが、その甲か斐いもあってかついにオーフェリアという成功例を生み出すことができた。ただ予想外だったのは、オーフェリアという個体の特異性を別としても、無限に湧わき出るその星辰力プラーナだ。この意外な副産物は、ヒルダにある仮説を想起させた。

　万応素が《落星雨インベルテイア》によってもたらされたのは承知の事実ではあっても、それが今この地球にどの程度の量存在するかはまだ厳密に測定できていない。万応素の総量が年々増え続けていると思われるからだ。このことから一部の科学者は、《落星雨》の隕いん石せきが『穴』を開けて、そこから万応素が流れ込んでいるのではないかという仮説を唱えた。今の人類では観測さえできない『穴』。

　もしヒルダの実験が、偶然にもこれと同じ現象を再現してしまったのだとしたらどうだろう？　もちろんそれは《落星雨》が開ひらいた『穴』とは比較にならないほど小さなものだ。元々万応素と星辰力は親和性が高い。というよりも、万応素が人類の内部でより効果的に働くように変化したものが星辰力だというのが今の学説の主流だ。これらの条件を総合すると、オーフェリアはその存在の内部に『穴』を持ち、そこから流入する万応素を星辰力に変換していると推測できる。

　そしてヒルダは自らを同じ実験の被検体とすることで、ついに確信を得た。未いまだにどのような装置を使っても観測できないが、自らの中に『穴』を感じる。どうやらこの『穴』は物理的な肉体に穿うがたれたものではなく、ヒルダという存在自体に紐ひもづけられたもののようだ。

　つまりヒルダとオーフェリアはお互いに無限の星辰力を持つ者同士ということになる。双方が無限に力を注ぎ込めるのであれば、理論上決着がつくことはあり得ない。その前にどこかでステージのほうが崩壊してしまうだろうが。

　もっとも、それはあくまで理論上の話だ。

　ヒルダはステージが崩壊するよりも早く、この均きん衡こうが崩れるであろうことを確信していた。

　──そして。

「ぐ……っ」

　オーフェリアがその憂いに満ちた顔に苦く悶もんの色を滲にじませて、ふらりとバランスを崩す。

　その途端、瘴しよう気きの腕が力の奔ほん流りゆうに突破され、霧む散さんした。

　高めに高められた目には見えない力の流れが、堤防を破壊した洪水のように溢あふれ出すが、オーフェリアはそれを即座に起動した《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》の力で一瞬堰せき止とめ、その隙すきに距離を取って大きく息を吐く。

『な、なんとなんと！　《魔女ストレガ》同士の力比べは、ローランズ選手の勝利！　いや、それよりも何よりも、あのランドルーフェン選手が、あの絶対王者の《孤毒の魔女エレンシユキーガル》が、苦しそうに顔を顰しかめるのを初めて見ました！』

『まさか……本当にオーフェリア・ランドルーフェンと同等以上の《魔女》だと言うの……？』

「きししし！　どうしました、《孤毒の魔女》？　随分と具合が悪そうですが……」

　ヒルダはわかっていて敢あえてそう言葉を掛けた。

　オーフェリアは確かに最強の名を冠するに値する《魔女》ではある。ただ、かつてそのすべてのデータを管理していたヒルダは、オーフェリアの身体からだが強すぎる力に耐えきれていないことをよく知っていた。なぜオーフェリアの能力が毒という形で顕けん現げんしたのかは知る由もないが、彼女自身も己の瘴気に蝕むしばまれているのでは世話はない。普段は投薬である程度抑え込んでいるようだが、先ほどのように出力を全開にして能力を使えばこうして自滅へと至ってしまう。最も早はやこれ以上能力は使えないだろう。

　その点、ヒルダはいくら能力を行使してもそのようなことにはならない。

「さて、これでおわかりでしょう？　所しよ詮せんあなたはイレギュラーの試作品ということです。完成品たるあたしには勝てないのですよ」

「……」

　オーフェリアは俯うつむき加減に立ったまま、応こたえない。

　それならそれでいいだろう。

　ヒルダはホルダーから長剣型の煌式武装ルークスを取り出し、起動した。

「では、早々に終わりにしましょうかねえ！」

　言って、ヒルダは一気に間合いを詰める。

　校章を狙ねらって下段から斬きり上げた一撃を、オーフェリアは《覇潰の血鎌》で受け止める。そのウルム＝マナダイトが紫の輝きを放ったかと思うと、直後にヒルダが立っていた一帯が超重力に押し潰つぶされた。

　もっともヒルダはそれよりも一歩早く飛とび退のき、その左サイドに回り込む。

　胴を薙なぐような斬ざん撃げきはやはり《覇潰の血鎌》で防がれてしまったが、手数と速度ではヒルダが上だ。上段から斬り下ろして弾はじかれたそれを、続け様に袈け裟さ掛がけに斬り下ろす。

『ここで一転して近接戦闘に移行！　そしてそして、ここでもローランズ選手、強い強い強ーい！』

『この動きはどこかで……ああ、そうだ！　二代目《剣聖》ジルベール・プリムランにそっくりなのか！』

　さすがザハルーラは目め敏ざとい。この五回戦に至るまでヒルダはほとんど近接戦闘の技術を見せていなかった。その必要がなかったこともあるが、一番の理由はスキル・インスタレーション装置の調整に思いの外ほか手間取ってしまったからだ。それだけじっくり手を掛けただけあって、今のヒルダはかつてこの《王竜星武祭リンドブルス》を制した《剣聖》とまったく同じ動きを模も倣ほうできている。

　とはいえ、オーフェリアも以前は近接戦闘が弱点だと言われていたのが嘘うそのような動きでヒルダの剣技を捌さばいていた。前回の《王竜星武祭》決勝戦でシルヴィア相手に見せた近接戦闘の技量も十分に一流以上のものだったが、そこから更に腕を上げているようだ。正直、予想外ではある。

　それに加えて、厄介なのがやはり《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》だ。

　斬きり合いの最中、少しでも気を抜こうものなら顕けん現げんした重量球が襲い掛かってくる。

「きししし！　だとしても、あたしの勝利は揺るぎませんけどね！」

　ヒルダはその重力球を『力』で押おし止とどめると、圧縮するように握り潰つぶした。

　その間に距離を取ったオーフェリアが《覇潰の血鎌》を薙なぐと、津波のような重力波がヒルダを襲う。ヒルダはしかし焦ることなく力を刃のように研ぎ澄ませると、迫りくる重力波を真っ二つに斬り裂さいた。

「今のあたしの前では最強の《魔女ストレガ》だろうと純星煌式武装オーガルクスだろうと、敵ではありませんよ。それに……あなたはつくづく道具選びが下手なようですね」

　ヒルダはにやにやと笑いながら、ぐっと腰を折り曲げて言った。

「《覇潰の血鎌》は確かに強力な純星煌式武装です。ただし代償が大きすぎる。あなたは最小限の代償で力を行使できるようにその毒の血で服従させたようですが、ただでさえ己の能力で弱っている身体からだから血を抜くなど愚ぐの骨こつ頂ちよう。組み合わせが最悪です」

「……」

　それでもオーフェリアは無言のままだ。

「ま、あたしにとってはどうでもいいことですけれどね！　きししし！」

　ヒルダはそう言うと、再度接近戦を仕掛ける。このまま持久戦に持ち込んでオーフェリアの消耗を待つのが一番確実なのは間違いないが、ヒルダの目的はオーフェリアを圧倒し、自分という完成品が過去の試作品を明確に上回っているのだと示すことだ。そのためにはできるだけ派手に終わらせたほうが効果的だろう。

　重力球で牽けん制せいしてくるオーフェリアの懐にフェイントを織り交ぜて飛び込みつつ、目にも留まらぬ疾はやさで斬ざん撃げきを繰り出し、同時に『力』を放つ。

　オーフェリアは《覇潰の血鎌》を高速で回転させてその攻撃を防いだが、斬撃はともかくそれだけでは『力』を打ち消すことはできない。背後に吹き飛んだオーフェリアは空中で身体からだを一回転させて着地。そこへヒルダが力の塊かたまりを連続して撃ち込むと、オーフェリアは逃げるように走り出してそれをかわした。ステージを駆けるオーフェリアの背後を追いかけるように力の塊が着弾し、地面を消し飛ばす。

「ふむ……思っていたよりもよく動きますね。ですが！」

　ヒルダはそんなオーフェリアの前に力の壁を展開し、その行く手を阻む。

　即座に方向転換するオーフェリア。

　が、ヒルダが腕を振ると、力の壁はその数を増やしぐるりとオーフェリアを取り囲んだ。

「きししし！　これで袋の鼠ねずみ、あとはこのまま……！」

　ヒルダは高く振り上げた腕を、勢いよく振り下ろす。

　壁で閉じ込めたオーフェリアを、その一帯諸もろ共とも『力』で押し潰つぶしてしまえば終了だ。

「……」

　オーフェリアはすでに諦あきらめたのか、壁の中で無言のまま立ち尽くしている。

「さあ、フィナーレです！」

　──が。

「はぁ……」

　その瞬間、壁の内部で唐突に瘴しよう気きが膨れ上がった。

「おや？」

　一瞬で壁が吹き飛び、振り下ろした力の塊もその瘴気に押し返されてしまう。

「……なんとまあ、無む茶ちやをしますね」

　ヒルダは心底呆あきれながら言った。

「大人しく押し潰されていればまだ楽だったものを。そんな状態で力を使えば、無駄に苦しむだけでしょうに」

「……あなたは何もわかっていない」

　すると、ようやくオーフェリアが口を開く。

「もしかしたら──そう思って少し期待していたのだけれど、残念だわ。あなたの運命も、所しよ詮せんはこの程度にすぎないのね」

　言いながら、オーフェリアは手に持った《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》を無造作に地面へと突き刺した。

「痛み？　苦しみ？　それがどうしたと言うの？　たとえ肉が溶け、臓ぞう腑ふが腐り落ち、血が干上がろうとも、私にはどうでもいいことなのよ。私の運命は、私などという矮小な存在に気を留めることさえないのだから」

　刹せつ那な、紫の輝きがステージ上を四方に走る。

「っ！　これは──！」

　ヒルダの直感が最大級の危険を告げた。

　とっさに高くジャンプすると、力を足場に空中へ留まる。

「──腐界に満ちよゲシユテイ・アンナ」

　直後、ステージのあちこちから瘴しよう気きが噴き上がり、フィールド内を埋め尽くす。噴き上がる瘴気はさながら永き年月を経た巨木のようで、それが無数に林立する様は瘴気が生み出した太古の森のようだ。

「き、きししし！　なんとなんと、これはすごい！」

　力を足場にして空中を跳び、なんとか瘴気の樹木を回避していたヒルダだったが、次々と噴き上がる瘴気にすぐに逃げ場を失ってしまう。

　仕方なく直下から押しかかってきた瘴気を力で押おし止とどめようとしたものの。

「んぎっ!?」

　あっさりと押し切られ、天井の防護ジェルへと叩たたき付けられてしまった。

　防護ジェルが衝撃を吸収してくれたからダメージはほとんどない。ただし、オーフェリアの攻撃を食らうということは……。

「あ……あ……あああああああああああああああああああああ！」

　全身を耐え難がたいまでの苦痛が走り抜け、喉のどから絶叫が迸ほとばしる。

　オーフェリアの瘴気が掻かき消え、ヒルダの身体からだはそのまま落下した。地面へ激突する寸前、力を使ってなんとか速度を殺す。ただ、そこまでだ。最も早はや意識を集中させることさえできない。

　うつ伏せに倒れたヒルダに、オーフェリアがゆっくりと歩み寄ってきた。

「……それはただ苦痛を与えるための毒よ。死にはしないわ」

「き、きししし！　この苦しさの前には、死んでしまったほうがマシかもしれませんねえ……！　ですが、それよりも！」

　ヒルダは苦痛に喘あえぎながらも顔だけを上げ、オーフェリアを見上げる。

「今のは、今の力は……純星煌式武装オーガルクスの出力に、じ、自身の能力を上乗せしたのですね!?　きし！　きししししし！　素晴らしい！　そんなことまでできるとは！　ああああ！　痛い！　苦しいですねえ！」

　そんなヒルダを、オーフェリアは憐あわれむような赤い双そう眸ぼうで見下ろしていた。

　そして、その足元……つまりヒルダの眼前に、か細い瘴気が何本も立ち上る。それはまるで幼い子どもの腕のようだ。

「この毒は対象を強制的に星辰力プラーナ切れと同じ状態にする。命を脅かすようなものではないけれど、星辰力の総量が多ければ多いほど効果は強く長く発揮されるわ。無限の星辰力を持つあなたがこの毒にかかったら……どうなるのかしらね？」

「きしし！　きしししししし！　なるほど！　これはまた強烈な意趣返しです！　ああああああ！　く、悔しいものですね！　あたしは、まだ……！　こ、こんな、こんな未知を前にして……！」

「……眠るがいいわ、ヒルダ・ジェーン・ローランズ」

　オーフェリアのその言葉と共に、ヒルダは全身の苦痛から解放され──その意識は深い暗黒へと飲み込まれた。


第六章　交こう錯さく

　──治療院。

「ちっ！　わざわざ笑いにでもきたのか、ユリス」

　ベッドに横たわったレスターは、ユリスの顔を見るなりそう悪態を吐いた。

「慰めの言葉の一つでもかけてやろうと思ってきたのだが……そんな減らず口が叩たたけるようなら心配する必要はないようだな、レスター」

　ユリスはベッドの隣まで歩くと、壁に背中を預けて苦笑する。

「ふざけるな！　んなもんいるか！」

「無論、冗談だ。私も手て酷ひどくやられたので、治療に訪れたついでに顔でも見てやろうと思っただけだ」

　言って、ぐるぐるに包帯が巻かれた右腕を持ち上げて見せた。痛み止めが効いているはずなのにそれだけで鈍い痛みが走るが、折れているのだから仕方がない。

　他にも裂れつ傷しよう打だ撲ぼくなどは数知れず。それでもあの武ウー暁彗シヤオフエイに勝った代償としては安いものだろう。

「ふん！　次の試合に勝ち進めただけ上等じゃねえか！　オレなんざ……！」

「おまえとて、試合に勝利したことには変わりなかろう」

　ふて腐れるようにして顔を背けるレスターを宥なだめるようにそう言うが、ユリスもその気持ちはわからないでもない。

「勝っても準々決勝に出られねえんじゃ意味がねえだろうが！」

　苛いら立だちをぶつけるように吠ほえるレスター。

　今日の五回戦で辛かろうじて黒くろ騎き士しに勝利したレスターだったが、決着と同時に意識を失いこの治療院へと運ばれていた。そこで院長のヤン・コルベルは治癒能力者による治療が必要だと判断──レスターにそれを施したのだ。

《星武祭フエスタ》で負った傷を治癒能力者に回復させてもらった場合、その時点で《星武祭》への参加資格は失われてしまう。厳密に言えば運営委員会の判断によるのだが、これはほぼ覆らないと言っていい。

　つまり、レスターは勝利を収めたものの準々決勝のステージに上がる権利を失ったということになる。

　先の《獅鷲星武祭グリプス》でクローディアも《星武祭》の最中に治癒能力者の治療を受けているが、あれは《星武祭》で負った怪け我がではないから許されたのだ。それでもなんらかのペナルティが課される可能性は十分にあった。

「クソが！　勝手に人の身体からだを治療なんてしやがって！」

「……そう言うな。治癒能力者の治療が必要なほどの怪け我がだったということだろう」

　そもそも命にかかわるような大怪我でない限り、治癒能力者の治療は受けようと思っても受けられるものではない。

「そりゃてめえはいいだろうよ、ユリス。これで次の試合は不戦勝が決まったわけだからな。万々歳ってもんだ！」

「ああ、そうだな。まさしく幸運だ」

　八つ当たりのような言葉だったが、ユリスはそれに平然とうなずいた。

　もしレスターが失格になっていなければ、準々決勝ではユリスとぶつかるはずだったのだ。

「てめえ……！」

　レスターが凄まじい形相で睨にらんでくるが、ユリスは構わず言葉を続ける。

「見ての通り、私もこの有様だ。不戦勝で勝ち抜けできるのであれば、それに越したことはない。だが……仮におまえが五体満足で勝ち上がってきたとしても、結果は変わらなかっただろう。私の勝ちだ」

「っ！」

　レスターは顔を怒りで真っ赤にして跳び起きようとするが、すぐに胸を押さえて苦しそうにうずくまる。

「まったく……少しはマシになったかと思えば、直情径行は変わっていないな。死にかけたのだから大人しく寝ておけ」

　ユリスはそう言うと、くるりとレスターに背を向けた。

「……ただ、どうしてもそれが信じられないと言うなら証明してやろう。この《王竜星武祭リンドブルス》の後でな」

「なん……だと？」

「公式序列戦で、今度は私からおまえを指名してやると言っているのだ。だからまあ……あまり気を落とすな」

　そのままユリスは振り返らずに部屋を出る。

「ちょっ……ちょっと待て！　ユリス、てめえまさか本当にオレを慰めにきたとか抜かすつもりじゃ──」

　ユリスの背後からは困惑したようなレスターの声が飛んできたが、それを最後まで聞く前に扉が閉まった。

　──と。

「あらあら……あなたも随分とお節介になったものですね、ユリス」

　廊下ではそれを待ち構えていたかのように立っていたクローディアが、からかうように片目をつむる。

「……そういうわけではない。これはあくまで、私の自己満足だ」

　ユリスはバツの悪さから目を逸そらしながらそう言った。

　レスターの試合を見たのはユリス自身の試合が終わった後、記録した映像でのことだったが、それは感嘆に値するものだった。だが、それ以上にユリスの心に刺さったのはレスターの見せた勝利への執着だ。その姿が、ある種自分と重なって見えたことは否定できない。

「それより、おまえこそどうしてこんなところにいる？」

「準々決勝には立てずとも、マクフェイルくんも我が学園の総合優勝に貢献してくださったのは間違いありません。生徒会長として労ねぎらいにうかがうのは当然でしょう？」

　そう。五回戦を勝ち抜いて出で揃そろった《王竜星武祭リンドブルス》ベスト八の実に半分は星せい導どう館かん学園の選手であり、この時点ですでに今シーズンの総合優勝を確定させていた。たとえ次の準々決勝でその全員が敗退し（その内ユリスとレスターの試合は同学園対決なので必ず星導館が準決勝の一枠を押さえるのだが、仮にそれを抜きにしても）、現在総合成績で二位につけている界龍ジエロンの梅うめの小路こうじ冬ふゆ香かが優勝したとしても星導館には届かないからだ。

「もちろんあなたにも感謝していますよ、ユリス。ありがとうございます」

「……おまえに礼を言われるようなことではない」

　ユリスは早々にこの場を立ち去ろうと歩き出したが、それを制するようにクローディアがどこか悲しげな声で言った。

「お待ちください。あなたが何かしらの事情を抱えているであろうことは我々も察しています。それを打ち明けられないことも。ですが……その上で、何か私に力になれることはありませんか？　……友達でしょう？」

「……」

　ユリスはぐっと唇を噛かみしめ、ゆっくりと首を横に振る。

「それよりも、おまえたちはあいつと──姉君のことを早くどうにかしてやれ」

　そして絞り出すようにそう言うと、ユリスは早足でその場を後にした。

　──同じく治療院、その特別室。

　ベッドに横たわっているのは、アルルカント・アカデミーの《大博士マグナム・オーパス》ヒルダ・ジェーン・ローランズだ。

　そしてそのベッドの横には、一人──いや、一体の純星煌式武装オーガルクスが立っていた。

「マディアスの計画が失敗した時の保険にでもなればと思っていたのだが……まさかおまえのほうが先に脱落するとはな」

　その純星煌式武装《ヴァルダ＝ヴァオス》は無感情な声でそうつぶやくと、眠り続けるヒルダの顔を覗のぞき込む。

　オーフェリアの用いた毒は、ヒルダの星辰力プラーナに直接作用している。ヤン・コルベルでも解毒は難しいだろう。しかもヒルダは『穴』を有している。いつヒルダが目覚めるのかは、ヴァルダにも予測不能だった。ひょっとしたら数日でひょっこり目を覚ますかもしれないし、十年二十年先になるかもしれない。

「我もそれを待つわけにはいかない。いつぞやの報酬は勝手に回収させてもらうぞ」

　ヴァルダはそう言うとヒルダの記憶に干渉し、その知識を読み取っていく。

　今すぐ役に立つものではないが、ヒルダの研究成果はヴァルダからしてもこのまま失うには惜しい。

　いつかこの知識がヴァルダの本願を成就するための助けになるやもしれない。

「……まあ、今回の計画が成功すれば無用なものではあるのだがな。人間の感傷というものは実に面倒だ」

　すべてを読み取り終えたヴァルダは小さく溜ため息いきを吐くと、影のように静かにその姿を消した。

　　　　　　　　＊

　──カノープスドーム。

「っ！」

「おりょりょ、確かキミは……そうそう！　沙さ々さ宮みや紗さ夜やちゃんだ！」

　紗夜はその通路を急ぎ足で進んでいたが、前から歩いてきた白衣の女性の姿に足を止めた。

「……エルネスタ・キューネ」

　名義上は、紗夜の次の対戦相手。

　そして、その背後から弾むようなステップで飛び出てきた小柄な人影が──

「あれ？　ねえねえ、おかーさん！　この人って、もしかしておねーちゃんが言ってた次の試合でレナが闘う人？」

　実質的に紗夜と闘うこととなる、エルネスタの創り上げた新型自律式擬形体パペツトレナティだ。

「そうよー。レナティもさっき試合の映像見たでしょ？」

「うん、見た見たー。でも、あの程度ならレナのラクショーかな。にひひひ！」

　口元を手で押さえながら、レナティが無邪気に笑う。

「むっ！　面と向かって随分なご挨あい拶さつだな、このガキンチョさんは」

「むーっ！　レナ、ガキンチョじゃないもん！」

「ふふん、ガキンチョと言われて怒るようではまだまだガキンチョだ」

「にゃにおー！　そっちだって全然ちっちゃいくせに！　おっぱいだってぺったんこだし！」

「ぐぬっ！　失敬な……おまえよりは数段豊満且つナイスバディだ」

「レナだってボディを換装すればボインボインになれるもーん！」

「ならば私だってまだまだ成長期だ。数年後の私の姿を予測演算してみるがいい。ショックでショートしてもいいならばだが」

「ふみゅみゅみゅみゅー！」

「ぐぬぬぬぬぬ……」

　紗さ夜やとレナティはお互いに一歩も引かず、額をかち合わせるようにして睨にらみ合った。

「あー、二人ともそのくらいでいいんじゃないかにゃー？」

　そこへ呆あきれ顔のエルネスタが割って入る。

「そんで、紗夜ちゃんはなんでまたこのカノープスドームに？　さっきまでカペラドームで試合してたんでしょ？」

「それは…」

　紗夜は一ひと先まずレナティから離れると、視線を通路の奥へと向けた。

「……あっ、なるほど。そういうことか」

　それだけでエルネスタは事情を察したらしい。

「そう言えば、カミラの話によくキミの名前が出てきてたよ。《鳳凰星武祭フエニクス》以来あたしは何かと留守がちだったんだけど、その間カミラと仲良くしてくれたみたいで」

「……人を間ま男おとこみたいに言わないでもらおう。別に、煌式遠隔誘導武装レクトルクス関連であいつがよく星せい導どう館かんに来ていたから技術的な話をたまにしていた程度にすぎない。あくまで……私とあいつは決着を付けるべきライバル」

「ごめんごめん、他意はないよ。ただ、ほら……立場的に、あたしが慰めるわけにもいかないからさ」

　エルネスタはどこか寂しそうにそう言うと、目を伏せる。

「……意外。おまえは人の気持ちなど斟しん酌しやくしないタイプだと思ってた」

「にゃはは、キミも大概失敬だね！　ま、確かにそれは否定できないけど、いくらあたしだってたった一人の親友にはそれなりに気を遣うってば」

　エルネスタは冗談めかしていたが、それは本音だろう。

　そして敢あえて『それなりに』と付けた意味も、紗夜にはわかった。親友を大切に思っていることは事実であっても、エルネスタは自らの夢のためならばそれを置き去ることができる類たぐいの人間なのだと。

「んじゃ、よろしく頼んだよん」

「……」

　エルネスタはひらひらと手を振り、去って行く。

「べーっだ！　明後日の試合じゃ、レナがぎったんぎったんにしてやるんだから！」

　紗さ夜やに向かって舌を出した後、レナティもとことことその背中を追う。

「──待て、エルネスタ・キューネ」

　少し考えてから、紗夜はその背中を呼び止めた。ここで踏み込むべきかは難しい判断だろうが、千載一遇のチャンスでもある。

「うん？　なにかにゃ？」

　くるりと振り向いたエルネスタに、紗夜は直球で訊たずねる。

「なぜ金きん枝し[image: ]へん同盟に力を貸した？」

「っ！」

　エルネスタの瞳ひとみが一瞬見開かれるが、しかしそれはすぐに猫のような笑みに戻ってしまった。

「さあて、なんのことかにゃー？　あたしにはさっぱりー」

「……そうか。ならいい」

（やはりクロか……）

　いつもふざけたようなエルネスタの態度から真意を読み取ることは難しいが、今のは明白だ。

「それじゃ、今度こそばいばーい」

　去って行くエルネスタの後姿をじっと睨にらんでいた紗夜は、完全にそれが見えなくなってから重い息を吐いた。携帯端末を取りだし、一ひと先まずクローディアにメールで今の事実を端的に伝えておく。

　それから紗夜は気を取り直すと、改めて通路の奥にあるカミラの控室へと向かった。

　その扉をノックすると、すぐに空間ウィンドウが出現する。

『──誰だ？』

「私」

　短い間の後、扉が開いた。

「今、少しばかり手が離せない。適当なところに座っていてくれ」

　控室に入ると、部屋の真ん中でカミラが様々な機材を広げてリムシィの修理を行っている真っ最中だった。

「わざわざここで修理をしなくとも……」

「あくまで応急処置だ。なにしろ手て酷ひどくやられたのでな。自力で移動できなくなっている。一度パーツをばらしてからでないとラボにも運べない」

　紗夜のほうを見ることもなく、淡々とカミラが言った。

　紗夜もそれ以上は特に喋しやべることもなく、カミラの作業をただじっと眺める。

　リムシィも意識はあるようだが、一言も発することはない。

　カミラが操る機材の音だけが、控室に響く。

　それからどれくらい時間が経たっただろう。

　──やがて、カミラがぽつりと言った。

「すまない。《王竜星武祭リンドブルス》で決着を付けるという約束は守れなかった」

「おまえが謝ることじゃない」

　場合によっては紗さ夜やが負けていた未来もあっただろう。

「それに決着を付けるだけなら、いくらでも……」

「いや、それももういい」

「……どういうこと？」

　紗夜が眉まゆを寄せながらそう訊たずねると、カミラはそこで初めて作業の手を止めた。

「私の……我々の負けだ。リムシィもそれを認めている」

「はい。カミラ様のおっしゃる通りです」

　ようやく口を開いたリムシィも、無感情にそんなことを言う。

「おまえたちはエルネスタ・キューネとレナティに負けたのであって、私に負けたわけじゃない。決着はまだ付いていないはず」

「それはそうだ。だが……私は改めて才能の差というものを思い知らされた」

　カミラの声には、どこか虚うつろな諦てい観かんが滲にじんでいた。

「才能？」

「リムシィとレナティの試合は見ただろう？」

　紗夜がこくりとうなずくと、カミラは自虐的な笑みを浮かべて首を横に振る。

「コアであるウルム＝マナダイトをロボス遷せん移い方式で制御する……その発想自体もエルネスタの非凡さを示しているが、何よりも不ふ甲が斐いないのは私がデータを持ちながらそれを見抜けなかったということだ」

「おまえの専門は煌式武装ルークスであって擬形体パペツトじゃない。ならば……」

「仕方がないと？　そうだな、確かにそうかもしれない。だが、それでも私は長年エルネスタの隣に立ってきた者として、どうしても自分が許せない。そしてキミが五回戦で見せたあの新型ユニット……Ｓモジュールと言ったか？」

　Ｓモジュールに関しては、試合後の勝利者インタビューで触れている。それを見たのだろう。

「あの発想の非凡さはエルネスタのそれと同質のものだ。私が及ぶ領域ではない」

　そのカミラの言葉に続くようにして、リムシィが話し出す。

「……私も同じです。カミラ様の才能を道具である私が判断することはできませんが、少なくとも私ではレナティに及びませんでした。いえ、それどころか彼女を満たすことさえできなかった。ですが沙さ々さ宮みや紗夜、あなたならばそれができる──そう思ってしまったのです。これは敗北と同義でしょう」

「……なるほど」

　紗さ夜やは腕組みをしたまま二人の言葉を聞き終えると、一度大きくうなずいた。

「おまえたちの言い分はわかった。──で、それがどうした？」

「え……？」

「私は私が納得できないから決着を付けたいだけ。それ以外はどうでもいい」

　紗夜が堂々とそう言うと、カミラとリムシィはぽかんとした顔で固まる。

「才能？　及ばない相手？　そんなのは私の周りにだって腐るほどいる。異国の美人ツンデレ王女に運命の出会いを演出する腹黒ナイスバディ、小動物系後輩天才剣士、あまつさえ世界のトップアイドルまで参戦ときた。本当にもうふざけるなと言いたい。いや、言う。ふざけるなこんちくしょう」

「いや、沙さ々さ宮みや……？　一体何を……」

「一方で私はちんちくりんだし、戦闘の才能でも敵かなわないし、助けになりたくてもできないことがいっぱいある。だけど、だからと言ってじゃあ諦あきらめるのかと言えば絶対に諦めない。諦めてたまるものか。それは私が綾あや斗とを想おもう心とはなんの関係もないからだ。私の心は私だけのもので、他人と比較してどうこうするものじゃない」

「──っ」

「だから……あれ？　何の話だったか？」

　どうやら盛大に話がズレてしまったようだ。

「あー。つまりその、話を戻すと……」

「いや、もういい。もうわかった」

　カミラが苦笑しながら、これ以上はやめてくれとばかりに手で制してくる。

「確かにそうだ。私が勝手に諦めるのはフェアではなかったな。先ほどの発言は撤回しよう」

「はい、私も少々無様でした。あの木で偶くの坊ぼうに笑われてしまうところだったと思うとぞっとします」

　カミラとリムシィはお互いに目を合わせながら、そう言った。

「うん、ならいい」

　紗夜も満足してうなずきつつ、続ける。

「それに……私が見る限り、おまえの才能がそれほどエルネスタ・キューネに劣っているとは思えないが？」

「……気休めならもう必要ないぞ？」

「いや、本音。あくまで才能の種類が違うというだけ。エルネスタ・キューネのそれは世界を推し進める才能で、おまえの才能は世界を安定させる才能だ。前者は確かに貴重だが、往々にして突っ走りすぎる」

「突っ走りすぎる、か……」

　紗さ夜やの言葉に、カミラは相当心当たりがあるようだった。苦虫を数十匹単位でまとめて噛かみ潰つぶしたような顔をしている。

「私も私のお父さんも、どちらかと言えば前者。だから出来上がる物は大抵の場合非常にバランスが悪い。だから初めて会った時、おまえが言った言葉は間違っていない。絶対に認めはしないけど」

　そこは理屈ではなく誇りの問題だ。

「今回のＳモジュールだって、まだまだ未完成品。使いながらいつ吹き飛ぶかわからなかった。仮におまえが設計したなら、もっと安定したものになっていたはず」

「……そんなものを使っていたのか。だが、言われてみれば起動時の顕現速度にも安定性を欠いていたようにも見えたな。あれは大元のコア周辺に問題があるのでは？」

「むむ、さすが目め敏ざとい。あそこは……」

　言いながら携帯端末でＳモジュールのデータを呼び起こそうとした紗夜は、はっとその手を止めた。今更ではあるがカミラはライバルであるアルルカント・アカデミーの所属であり、更に言うなら紗夜が次に闘う相手はカミラの親友であるエルネスタ・キューネなのだ。普通に考えるならば、データを見せていい相手ではない。

　だが。

「……ま、いいか」

　紗夜はそう言って、データを開く。

「……まあ、今回の借りは返しておかないとな」

　エルネスタもそう言って、データのチェックを始めた。

　そんな紗夜たちを見ながら、リムシィが困ったような、どこか嬉うれしそうな声でつぶやく。

「あの、カミラ様……私の応急処置もどうかお忘れなく」

　　　　　　　　＊

　界龍ジエロン第だい七なな学がく院いん黄おう辰しん殿でん、謁見の間。

「解毒は済んだかえ、暁彗シヤオフエイ」

「──はっ」

　壇上の玉座に座った星露シンルーの声に、暁彗は膝ひざを突いて控えたまま短くそう答えた。

「此こ度たびの試合、残念であったのう」

「……師父のご期待に応えられず、誠に申し訳ありません。未熟さを痛感しております」

「ほほほ！　悔しそうな顔じゃのう、暁彗よ。それでいて甘心もしておる。良い良い。そうでなくてはならぬ」

　星露シンルーは愉快そうに手を叩たたくと、ぐっとその小さい身を乗り出し、にやりと笑う。

「ぬしは確かに新たな力を手に入れた。錬星術アルナジユミア、誠に驚くべき技よ。儂わしも星辰力プラーナの変性については知っておったが、それをいじる術は持ち合わせておらぬ。それは儂の転生術とすこぶる相性が悪い故な」

「……存じております」

　暁彗シヤオフエイに錬星術を教えてくれた老人は、星露の古い知り合いだった。と言っても、出会ったのは偶然だ。欧州の深い森の奥、道に迷った暁彗を助けてくれたのが錬星術師を名乗るその老人だった。

『なんじゃ、久しぶりに素養のありそうな若者が結界を越えてきたかと思えば、貴様あの妖よう怪かい婆ばばあの弟子か。ぬか喜びさせおってからに……去ね去ね！』

　霧に包まれた森の中、亡霊のごとく現れたその老錬星術師の姿を思い出す。枯れ木のような痩やせた体たい躯く、長く伸びた白い髭ひげ、ボロボロのローブ……それこそお伽とぎ噺ばなしに出てくるような魔法使いそのものだ。ただし、その姿は幻のように虚うつろで、半ばその向こうが透けて見える。最初は幻術のようなものかとも思ったが、すぐに違うと気が付いた。それは星辰力そのものだ。信じ難がたいが老錬星術師はとうに肉体を捨て去っており、星辰力に自身の意識を移していたのだ。

「あれは儂とは別の形でより長くこの世界に留まることを選んだ者の一人よ。在り方としては、あちら側で神と呼ばれる者たちに近い。もっとも、比較にならぬほど矮わい小しようではあるがのう。ふふっ！」

　旧友のことを語るかのように、星露が珍しく懐かしむような瞳ひとみで笑う。

「しかしまあ、あの偏屈極まりない耄もう碌ろく爺じじいめから、よくぞ断片とはいえその秘奥を盗めたものよ。あやつは人にものを教えるような柄ではなかろうに」

「翁おきなには滞在の許可をいただけただけでも感謝しております」

　確かに老錬星術師はその名前すら明かしてはくれなかった。魔術の世界では名前こそが力の源なのだという。故に暁彗はその老錬星術師を翁と呼んだ。

　暁彗は翁の手伝いをすることを条件に、その庵いおりへ滞在することを許された。見たこともない道具で溢あふれかえったその庵には、翁の命令を忠実に実行する絡から繰くり人形が何体も働いていたが、生身で星辰力を持つ暁彗は翁の実験に何かと重宝された。

　そう、実験だ。翁は日がな一日、そのほとんどの時間を暁彗には理解できない実験に費やしていた。──曰いわく、世界の秘密を知るための術理。暁彗にはその大意の欠片かけらさえ理解できなかったが、半年が過ぎる頃には翁が使うその技術のほんの一端を覗のぞき見ることには成功した。それが星辰力をより効果的に変性させる技術だ。翁が使うそれに比べれば児じ戯ぎにも等しいものとはいえ、新たな道を探すべく旅に出た暁彗にとっては十分な導きとなるものだ。

「とはいえ、じゃ。暁彗シヤオフエイ、ぬし自身も気が付いておろうが……ぬしは以前よりも弱くなった。仮にぬしが旅立つ前のままであれば、おそらくユリスに敗れることはなかったであろう」

「……はい」

　星露シンルーの言う通り、それは暁彗自身も気が付いていた。

　力や技術の問題ではない。それは以前よりも増している。錬星術アルナジユミアという新たな技術を得たことで、戦術の幅も広がった。

　ただ──暁彗の闘いに対する姿勢が、より大きく変わったのだ。

「ほっほっほ！　それで良い！　ぬしはまさしく生まれ変わった。闘うことは人生そのもの、であればぬしは人生を一から学び直しておる最中ということになる。どうじゃ？　闘い、鎬を削り、相手と高め合うことは楽しかろう。かつてのぬしは、相手を見ておらなんだ。その向こうにおった儂わしを見ていたにすぎぬ。そんなものはただの一人遊びじゃ」

「今となっては恥じ入るばかりです」

　暁彗は膝ひざを突いたまま深々と頭を下げる。

「いや、そういう道もある。否定はせん。仮にぬしがその道を貫き通すのであれば、儂もぬしをそのように扱ったであろう。永遠の一番弟子としてな」

　星露はうんうんとうなずきながら言葉を続けた。

「じゃが、ぬしはその道を脱した。より険しい、未知の方向へとな。まったく、儂がどれだけ嬉うれしく思っておるか、ぬしにはわかるまい！」

「……今はまだ師父のお心を推し量ることなど到底かないません。ですが、いずれは報いてみせましょう。あの日の師父のお言葉、今も胸に刻まれておりますれば」

　そうだ。星露は……小苑シヤオエンはあの日確かにこう言ったのだ。

『──だから暁彗よ、ぬしは強くなれ。強く、強く、強く、そしていつかは儂よりも強くなって……儂を満足させよ。それが儂の望みじゃ』

　もし暁彗が本当にそれを叶かなえようとするならば、星露の一番弟子のままではダメなのだ。いや、己に星露を凌しのぐだけの才覚があれば、或あるいはこの先星露が衰えるというのならば、それでも可能かもしれない。しかし星露を、《万ばん有ゆう天てん羅ら》を相手にそのような考えを持つなど不遜にもほどがあるというものだ。

　故に、暁彗は自らの力で星露を超えるべく、自ら模索して鍛え上げていかねばならない。

「改めて師父に誓いましょう。いつか──俺は師父と肩を並べられるだけの力を付け、やがては超えてみせると」

「──っ」

　暁彗がそう宣言すると、星露は自らの小さな身体からだを両腕で掻かき抱くようにして、震えながら喜悦に顔を染める。

「くふ……くふふふふ！　愛うい奴め！　まったく、疼うずかせてくれおる！」

　星露シンルーは上気した顔でそう言うと、玉座を飛び降りて暁彗シヤオフエイの前に立ち、ぎゅっとその首に腕を回した。

「し、師父……!?」

「……良い男になったのう、暁彗」

　深く静かな、染み入るようなその声。

　だが──その直後。

「破っ！」

　暁彗の身体からだは宙へと投げ飛ばされていた。

　逆さまになった世界で、暁彗の目が獰どう猛もうな笑みに顔を歪ゆがめた星露を捉とらえる。

「最も早はや辛抱たまらぬ！　少し付き合うてもらうぞ！　錬星術アルナジユミアの力、儂わしもとくと味わわせてもらわねばな！」

　そのまま空を蹴けるようにして追撃を掛けてくる星露に、暁彗も呪じゆ符ふを足場に迎撃の体勢を整えながら笑みを返した。

「──御意！」

　　　　　　　　＊

　──カフェ・マコンド、その一番奥の席。

「きぃぃぃぃぃ！　納得できませんの不服ですの異議ありですのー！」

「……あのさ、ヴァイオレット。あたし、そろそろ帰りたいんだけど」

　美み奈な[image: ]とは正面に座ったヴァイオレットが喚わめきながら巨大なパフェを平らげるのを前に、頬ほお杖づえを突きながら溜ため息いき混じりに言った。

「ダメですの！　美奈[image: ]にはわたしの気が済むまで付き合ってもらいますの！　……ちょっと、チェルシーさん！　特製フルーツパフェおかわりですの！」

「はいよー。あといくら他にお客さんがいないからって、もうちょいお静かにねー」

「そんなぁ……」

　売上への期待からか至極ご機嫌なチェルシーとは反対に、がっくりと肩を落とす美奈[image: ]。

「試合に負けて悔しいのはわかるけど、それはあたしだって同じなんだし……敗北は敗北として認めて、次に繋つなげたほうがいいと思うよ？　少なくともやけ食いなんかよりは」

「そんなド正論なんて今は聞きたくないですの！　あと美奈[image: ]は四回戦敗退！　あたしは五回戦まで進んでますの！　一緒にしないでほしいですの！」

「はぁ……」

　これはもう、何を言っても無駄だろう。

　諦あきらめて自分もパフェでも頼もうかとメニューを開いて眺めていると、鈴の音が響いた。もう閉店時間も近いというのに、新しく客が入ってきたようだ。

「いらっしゃいま──って、ええっ!?」

　と、チェルシーの驚いたような声が聞こえてくる。

「どうしたの、チエちゃ──って、えええっ!?」

　何事かと思って腰を上げ、入り口のほうを見ると、そこには思いがけない人物が立っていた。

「うん？　さっきからなんですの、騒々し──って、えええええええええっ!?」

　最後に後ろを振り向いたヴァイオレットが、素っ頓狂な声を上げて固まる。

「ああ、いたいた。シルヴィから、きっとここにいるんじゃないかって聞いたんだ」

「ごめんなさい、ちょっとお邪魔するね」

　美み奈な[image: ]とを見るなり微笑ほほえんだその人物──天あま霧ぎり綾あや斗とが、見知らぬ女性と一緒に美奈[image: ]たちの席までやってくる。女性はその制服から判断するに、警備隊の人間だろうか。

「あ、ああ、天霧綾斗様……はわわ！　じゃなくて天霧さん！　ど、どどどどうしてここに……？」

「あれ？　確か君は今日の試合で紗さ夜やと闘った……そうか、二人は友達なんだね」

「あー、まあ、そんなところです」

　顔を真っ赤にしてあわあわと手を振り回す挙動不審なヴァイオレットは一ひと先まず置いておき、美奈[image: ]は改めて綾斗に向き直った。

「あの、まずは五回戦突破、おめでとうございます。怪け我がのほうは大丈夫なんですか？」

　あの《砕星の魔術師バサドーネ》ロドルフォ・ゾッポとの激闘では、綾斗も軽くはないダメージを負っていたはずだ。

「ありがとう。右足の傷だけはちょっときついけど、他は大丈夫かな」

「ま、あの大型煌式遠隔誘導武装レクトルクスにざっくりやられてこのくらいで済んだんだから、むしろ軽いくらいだよね」

　警備隊の制服を着た女性はそう言うと、綾斗の頭をぽんぽんと優しく叩たたく。それはとても自然な仕草で、随分と親しい関係なのだとわかった。

「えっと……天霧さん、その……こちらの方は……？」

「ああ、挨あい拶さつが遅れちゃったね。はじめまして、美奈[image: ]ちゃん。あたしは天霧遥はるか、綾斗の姉。よろしくね」

「ええっ!?　あ、天霧さんのお姉さん!?　こ、こちらこそよろしくお願いします！」

　美奈[image: ]が深々と頭を下げると、それに続いてヴァイオレットも同じようにお辞儀をする。

「よ、よよよろしくお願いしますですの！」

「うん、ヴァイオレットちゃんだよね。紗さ夜やちゃんとの試合、すごかったよ。どっちが勝ってもおかしくない勝負だった」

「確かに、組み合わせ次第では俺と当たってたかもしれないわけだし、そうなっていたらどうなってたか……」

　遥はるかの言葉に、うんうんとうなずく綾あや斗と。

「そ、そそそんな！　わた、わたしなんて……！」

「それと……ふふっ！　ヴァイオレットちゃん、お鼻にクリームが付いてるよ？」

「へっ!?　あ、ふえ……！　きゅう……」

　嬉うれしいのか恥ずかしいのかはたまたその両方なのか、とにかく頭がパンクしてしまったのだろう。ヴァイオレットは顔を真っ赤にして座り込んでしまった。まあ、幸せそうなのでよしとしておく。

「あの、それで……あたしに何かご用でしょうか？　べ、別に悪いことは何もしてないと思うんです、けど……」

「え？　ああ、違う違う。警備隊の仕事とは無関係……ああいや、無関係ってわけでもないんだけど、ちょっと美み奈な[image: ]とちゃんに聞きたいことがあってね」

「あたしに……？」

　一体なんだろう。

[image: ]

「その……立ち入ったことを聞くようで心苦しいんだけど」

　綾あや斗とは申し訳なさそうにそう前置きをすると。

「──美み奈な[image: ]とちゃんのお父さんが亡くなった事故について、詳しく聞かせてもらえないかな？」

　　　　　　　　＊

　──深夜の六りつ花か上空、飛行船客室。

「あんまりヒヤヒヤさせるんじゃねえよ、オーフェリア。一体なんだ？　今日のあの様は」

　ディルクがそう毒づくと、一人窓際に立つオーフェリアはいつものように憐あわれむような視線を返してきた。反へ吐どが出るほどムカつくその目は、初めて会った時からまるで変わっていない。

「……別に。私はいつも通り闘っただけよ」

「その割にゃあ、随分とてこずってたじゃねえか」

　ヒルダとの五回戦、オーフェリアが最初から本気を出していれば、あれほど長引くこともなかったはずだ。

「あれはむしろローランズくんを褒めるべきではないのかね？　彼女の力は理論上、オーフェリア嬢と同等なのだろう？」

　そこへディルクの正面に座ったマディアスが擁護に入るが、ディルクは舌打ちでそれに応えた。

「ちっ！　一々くだらねえ茶々を入れんな。そんなのはあくまでこいつをうちが掻かっ攫さらった時点の話だ。あれからどれだけオレたちがこいつに手を入れてきたと思ってやがる。てめえだって知ってんだろうが」

「しかしその力はオーフェリアの命を削るのだろう？　今ここで死んでもらっては我々のほうが困るのではないか？」

　今度はディルクの右隣に座るヴァルダだ。

「だから別にあそこで死ねとまでは言ってねえだろうが。ったく、どいつもこいつも……ああ、わかったわかった！　勝ちは勝ちだからな。これ以上は言わねえよ」

　仕方なくディルクが折れ、投げやりに手を振る。

「さて、それではそろそろ本題に入ろうか。こうして金きん枝し[image: ]へん同盟の面々が集まれるのは今日が最後かもしれないからね」

　と、マディアスが機を見計らったようにぱんぱんと手を叩たたいた。

「しかも今日は珍しいことに我らがお姫様まで出席してくださっている」

「はっ！　これまで何度誘おうが顔も見せなかった癖に、一体どういう風の吹き回しなんだかな」

　現在の金きん枝し[image: ]へん同盟のメンバーは、あくまでマディアスとディルク、ヴァルダの三人だ。

　オーフェリアはその道具にすぎない。

　だが、道具であると同時にオーフェリアは彼らの主でもあった。

「いいじゃないか。オーフェリア嬢には我々に対して自由に振る舞う権利を持っているのだから」

　マディアスは鷹おう揚ようにそう言うと、いかにも芝居がかった仕草で両手を広げて見せる。

「我々はオーフェリア嬢の命と名誉と尊厳を奪う代償として、彼女にすべてを諦める権利と我々に対する絶対の特権を与える。そういう取り決めなのだからね」

　確かにそうだ。

　オーフェリア・ランドルーフェンは思考停止と逃避の果てに、それを担保してもらえるディルクの下へとやってきた。オーフェリアがあちら側とやらで何を見て何を感じ、結果としてここまで壊れるに至ったのかは知る由もないが、つまるところオーフェリアは自分自身に対する免罪符が欲しいのだろう。そのためには自分自身がどうなろうとどうでもいいのだ。

「……私がここに来たのは、伝え忘れていたことがあったからよ」

「あん？　なんの話だ、そりゃ？」

　するとオーフェリアは悲嘆と諦念に満ちた顔で、溜ため息いきを吐くように言った。

「あなたたちの『計画』についてだけど……以前少し話してしまったの」

　その瞬間、室内の空気が凍りつく。

「あー……待て、待て待て。てめえ、今なんて言った？」

　ディルクが頭をガリガリと掻かきながら、努めて冷静に訊たずねた。

「だから、『計画』について話したの。……彼女に」

「ふざけてんのか、てめえ！」

　ディルクは椅い子すを倒して立ち上がると、オーフェリアに詰め寄る。

　生あい憎にくとオーフェリアに触ることさえできないが、もし可能であれば殴り倒していたところだ。

「……それは明確な反逆だな」

　ヴァルダの胸の純星煌式武装オーガルクスが、漆黒の輝きを放つ。

「──落ち着きたまえ」

　そんな一触即発の空気を、マディアスが場違いに落ち着いた──しかし否いや応おうなしの威圧感を含んだ声で静めた。

「オーフェリア嬢、それはいつのことだね？」

「そうね……半年前くらいかしら」

「半年だと……!?」

　まさかそんな前から黙っていたとは、怒りを通り越して絶句する。

「彼女とは？」

「ユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルトよ」

「他にも話した相手がいるのかな？」

「いいえ、彼女にだけ」

「話した内容は？」

「あくまで私の担当部分だけよ。それ以外については知らないし、興味もないもの」

「最後に……なぜそんなことを？」

　その質問にだけ、オーフェリアが答えるまでに僅わずかな間があった。

「さあ……私にもわからないわ。一応、彼女には誰にも話さないよう釘くぎを刺してはおいたけれど、なぜ私はあんなことをしたのかしら。……そうね、おそらく彼女の覚悟を、運命の強さを試したかったのかもしれない」

「ふむ……」

　それだけ聞いたマディアスは腕組みをして考え込む。

　同時にディルクも冷静さを取り戻していた。

　それほど前に露見していたのであれば、とっくの昔に対処がなされているはずだ。特にユリスはあのクローディアと近いのだから、当然星せい導どう館かんには情報が上がってくるはず。マディアスの情報網に引っかからないはずがない。

　それがないということは、ユリスは本当に誰にも話していないのだろう。

「オーフェリア、てめえ一体どんな脅しをかけたんだ？」

「もし露見したとしても『計画』は前倒しになるだけで、止めることはできないと」

「まあ、事実ではあるな」

　ヴァルダも同意するようにうなずく。

　ユリスはオーフェリアの力をある程度まで知っている。ならばオーフェリアを止められないだろうこともわかっている、か。

「……どうする、マディアス」

「そうだね……今のところ、さほど脅威になるとは考えられないな。リースフェルトくんはおそらく自分の手でオーフェリア嬢を止めるつもりなのだろう。ならば放置しておいたところで問題にはなるまい」

　確かにユリスでは到底オーフェリアを止められはしないだろう。

　だが。

「いや、それでも念には念を入れておくべきだ。いざ決行の瞬間が迫った時、どういう行動を取るかわからねえ」

「我もディルクに賛成だ。不安要素は排除しておくほうがいい」

「ふむ……私としてはこの時期に事を荒立てたくはないのだが……」

　オーフェリアは喧けん々けん囂ごう々ごうと意見を交わし合う金きん枝し[image: ]へん同盟の面々を他よ所そに、視線を窓の外へと向けた。

　そして不夜城のごとく輝くアスタリスクを眼下に、ぼそりとつぶやく。

「今日の試合は良かったわ、ユリス。だから……もう少し、あなたを試させてもらうわね」


あとがき

　こんにちは、三み屋や咲ざきゆうです。

　十三巻、十四巻と二カ月連続刊行でお届けしましたこの《王竜星武祭リンドブルス》、楽しんでいただけたでしょうか。十三巻を執筆するにあたって一番最初に切ったプロットでは、ここまでを一冊にまとめる予定だったのですが、今になってみると無む茶ちやにもほどがありますね。ちなみに十四巻を執筆するにあたって一番最初に切ったプロットでは、準々決勝まで詰め込む予定でした。まるで反省を生かせていない……。

　ともあれ、《王竜星武祭》編の序盤から中盤にかけてはバトルが非常に多くなることが当初から想定されていたため、担当編集Ｏ氏やokiuraさんと話し合って、試合がある程度進むまではまとめて刊行したほうが良いだろうと決めていました。バトルはバトルで楽しんでもらえるよう工夫しているつもりですが、やはりそればかり続くと飽きてしまうのも否めない事実です。なので、あまり間を空けずに一気にがっつり読んでいただければ……ということで連続刊行となりました。これでもかなり描写する試合を削ったのですが（東あずま薙ち[image: ]いばらを筆頭に、書きたいのに書けなかった子が大勢います！）、そのおかげもあって残りは決勝も含めて六試合。ここからは裏で蠢うごめく金きん枝し[image: ]へん同盟との戦いも加速していきます。お話の内容的にもシビアになっていき、特にユリスには過酷な運命が待ち受けることとなりますが、どうぞ見守っていただければと。メインメンバーで今回唯一出番のなかった綺き凛りんにもがっつり活躍してもらう予定です。どうぞご期待ください。

　あ、それとすでに本編が未来の話になってしまっていますが、外伝のほうもきっちり書き切る予定ですので、そちらもどうぞよろしくお願いします。

　二カ月連続刊行ということでokiuraさんにも大きなご負担をかけてしまいました。それなのにいつもと変わらず、いえ、むしろそれ以上のクオリティでイラストを仕上げてくださり感謝以外の言葉が見つかりません。表紙はイメチェン後のクローディアと綾あや斗と、口絵にはデザイン初披露となる暁彗シヤオフエイ、ノエル、黒くろ騎き士しといった面々が登場しています。特に暁彗のデザインはアニメの頃にはすでに完成していたのですが、ようやくのお披露目となりました。

　最後になりましたが今回も多くの方に助けていただきました。

　地獄のような進行に辛抱強くお付き合いしてくださった担当編集Ｏ氏、引き続き冬香の京都弁を監修してくださったＳ女史、毎回ギリギリの進行でご迷惑をかけっぱなしの編集部の方々、校正の方々、そして何よりもいつも応援してくださる読者の皆様に最大のお礼を申し上げたいと思います。それではまた次巻でお会いできることを願って。

二〇一八年三月　三屋咲ゆう
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